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　序章　翼つばさ　Wings






　コティペルト王国は、他の専せん制せい国家と比ひ較かくして、いわゆる貴き族ぞく階級の有する権けん力りよくが弱い。

　家か系けいによる役やく職しよくの世せ襲しゆうこそ存そん在ざいするものの、すべての統とう率そつ権・支し配はい権・決定権は国王へと収しゆう束そくしているのだ。

　理想的な形ではあるが、維い持じするのは大変に難むずかしい。現げん実じつに、コティペルト王国でもかつては国王以外の一族が権けん勢せいを壟ろう断だんした時期があった。前期と後期に分ぶん割かつされる貴族時代がそれである。

「第二の国王」と呼ばれたピーター・オー・スチーレに始まり、ジェラルド・ユーズ・ウェイルとバートン・マイケミン・マクラークによる二頭政せい治じを経へて、アンドレ・パシコスキ・トルネやオーラフ・スタンシューユを筆頭にした卓たく子し会議時代へと連なる歴史的潮ちよう流りゆうは、コティペルト王国の王室を政治の表舞ぶ台たいから一時的に追いやった。

　しかし、王族達は諦あきらめず、いわゆる『ライブシト・ビンジパージの政変』により、コティペルト一族は貴族の大部分を粛しゆく清せいないし追放し再ふたたび権力をその手に取り返すことに成功。その後の制せい度どの拡かく充じゆうにより自身の地位を揺ゆるぎないものへと変えた。

　こうして完全な意味での中央集権国家を成立させたコティペルト王国だったが、しかしそれでも国家の全すべてを掌しよう中ちゆうに収おさめることはできなかった。

　国民が等しく財ざい産さんを所有することが可か能のうなことは法で認められている。それは、例えばパブの経営者や王国詠えい唱しよう士し志し望ぼう者のような市し井せいの人間から、国政の重要な決定に関かかわる位置にいる人間まで全て同じである。

　しかし、おのずとその経けい済ざい力には差がつくわけで、社会の上じよう層そう部に富とみが集中する、という事じ態たいが発生した。

　裏通りスキツドロウに代表される貧ひん民みん街の存在がそれを裏うら付づけている。国民は法と王の下もとに平等だというのが一いち応おうの建たて前まえなのだが、必ずしもそういうわけではないのだ。

　富の蓄ちく積せき手しゆ段だんはさまざまで、衣服食事に贅ぜいをこらす者もいれば、高こう価かな美び術じゆつ品や骨こつ董とう品の蒐しゆう集しゆうに財を注入する者、複ふく数すうの女を囲い後宮のごときものを作り上げる者もいた。

　そんな中、位人臣を極きわめたとごく最近までみなされていたウッド・ハリース・スモールロッドは、大変地味で質しつ素そな暮くらしぶりでつとに有名だった。

　地位を示しめすブライアン帽ぼうを除のぞけば、ごくごく簡かん素そなものしか身に着けなかったし、贅ぜい沢たく品や女に興きよう味みを示すこともなかった。本人の言を借りるなら、「心も命も生しよう涯がいも国政に捧ささげた」ということらしく、静養するために求めた地方の閑かん静せいな土地以外にはさしたる私し財ざいさえ持たず、「君子の手本」とさえ称しようされ、その名声は王国の内外に響ひびいていた。

　──彼が、国王に背そむきその命を狙ねらった罪つみで第一級国こく際さい指名手配を受けることになるまでは。







「……分からぬものだな」

　雨が窓まどに激はげしく打ち付ける音が響く部屋の中で、ウッドはひとりごちた。

　栄えい枯こ盛せい衰すい、とでも言おうか。自身の凋ちよう落らくの激はげしさに、他ひ人と事ごとであるかのような感かん銘めいを受けてしまう。

　それまではコティペルト王国を代表する名士だったというのに、今や王国のみならず他国からも追われる重犯はん罪ざい人にん。たった一度の失敗で、人生をかけて築きずき上げてきた全てを失ってしまったのだ。

　しかし、ウッドの中に焦あせりやそれに類する感かん情じようは存在していなかった。自分でも不気味なほど、余よ裕ゆうに満ち溢あふれている。

　伸のばした髭ひげを撫なでる。頭では、様々な方ほう策さくが組み立てられていた。

　協力者との連れん絡らく手段。追つい跡せきの手から身を隠かくし続ける方法。起死回生の秘ひ策さく。考えるべきことは幾いくらでもある。

　まだ諦めてはいない。生涯を賭かけて狙った国家の最高権力者という地位は、この不利極まりない状じよう況きようにあってなお彼を魅み了りようしていた。

　雨音に混まじって、がちゃりと扉とびらが開かれる音がウッドの耳に飛び込こんでくる。

「誰だれか」

「わたくしめにございます、ウッド殿どの」

　低く、落ち着いた声。人じん格かくの成せい熟じゆくを感じさせるように聞こえるが、しかしウッドにはその根底に秘められた野心と狂きよう性せいも同時に伝わっていた。

「ダークか」

　現時点ではどうでもいいことである。今のウッドには彼の力が必要であり、今の彼にはウッドの力が必要なのだ。利用するだけ利用してから、その後の処しよ置ちをゆっくりと考えればいい。

「何の用だ」

　この男を御ぎよすることは難しいだろう。しかし、重ねた齢よわいと経けい験けんはそのことが可能だとウッドに告げていた。

「研究の途と中ちゆう経けい過かをご覧らんにいれたく思い、参上仕つかまつった次し第だいであります」

　言いながら、部屋に入ってきた男──ダーク・ムーアはその場に膝ひざをついた。

　額ひたいに刻きざみ込まれた魔ま術じゆつ紋もん様ようが目を引く。犯罪者の証あかしであるそれを、この男は初めて会ったときから隠すこともなくいつでも衆しゆう目もくに晒さらしていた。

「途中経過か」

「ええ。未いまだ完成には至いたっておりませんが、ある程てい度どの形にはなったかと」

　ダークが、落ち着いた口調で言う。

　その言葉からは、驕おごりも、見み栄えも、不安も、おおよそ人間らしさを形成する全すべての要よう素そが抜ぬけ落ちていた。

　ウッドは思う。──この男は、少なくともウッドに対してあらゆる人間的なやりとりを必要としていない。つまり、ウッドは研究を行うために必要なだけの存そん在ざいだということだ。

　好都合といえば好都合である。ウッドにとっても、ダークは突とつ然ぜん現あらわれた素す性じようの知れない研究者にしか過すぎない。用が済すめば、場合によっては消すことも視し野やに入れている。懐なつかれては面めん倒どうだというものだろう。

「そうか。では見せてもらおう」

「かしこまりました」

　ダークは立ち上がると、部屋から出た。

　その後ろについて歩きながら、ウッドは考える。

　この男の発明とやらは、実じつ際さい使えるものが多数ある。いい腕うでを持っているということだ。

　しかし、今ダークが取り組んでいる発明──現げん在ざいの状況を打だ破はしうるという発明の実じつ効こう性には半はん信しん半はん疑ぎだった。

　果たして、一発逆ぎやく転てんを成し遂とげるだけの効果を持っているのだろうか。期待せざるを得ないのは分かっているが、不安を感じずにはいられなかった。





　その部屋は薄うす暗ぐらかった。まるで、長い時間をかけて積み重ねられた何かが澱よどんでいるような、そんな錯さつ覚かくをおぼえる。

「ダナ。準じゆん備びを。実験をウッド様のお目にかけるぞ」

「かしこまりました」

　闇やみの中から、返事が聞こえてきた。ダークの助手だという女のものだろう。以前は別の女がダークの側そばにいたのだが、夏に研究所が襲しゆう撃げきされた時負ふ傷しようしたということで、入れ替かわっている。

　入れ替わると告げられ、情じよう報ほうの漏ろう洩えいを危き惧ぐするウッドに、ダークは笑ってみせたものだ──同じようなものだから心配はいらない、と。

『黒に相対するは白、闇に相対するは光。叡えい智ち溢あふるる光にて、いざ我わが周りの漆しつ黒こくを照らし出さん。白びやつ光こう招しよう起き、百ひやつ光こう称しよう貴き』

　助手の声で点灯詠唱ホーリーライトが唱えられ、部屋が明るくなる。

　それでも堆たい積せきしている目に見えない何かが吹ふき払はらわれないことに一いち抹まつの不気味さを感じつつ、ウッドは部屋の中を改めて見回した。

　そして絶ぜつ句くする。部屋の中央に、異い様ようなものが鎮ちん座ざしていたのだ。



　液えき体たいで満たされた透とう明めいの筒つつの中に、一糸まとわぬ姿すがたの少女が浮うかんでいる。

　ありのままに描びよう写しやするなら、そうなるだろう。



　ウッドの長い人生においても、これほどまでに奇き妙みような物は見たことがなかった。

　水の中にいるにもかかわらず、少女は息苦しそうな様子がなかった。静かに目を閉とじたその様は、まるで眠ねむっているかのようである。

　美しい金色の髪かみは、液体の中に広がりたゆたっていた。風にそよぐ木の葉のように、ゆっくりと動いている。

　筒には、縦じゆう横おう無む尽じんに太い鎖くさりが巻まき付いていた。中にいる少女を、封ふうじ込めるかのごとく。

　あまりに神しん秘ぴ的で、あまりに近ちか寄よりがたく、同時になぜか果てのない暗黒を表ひよう現げんした光景。

「ダナ。準備を」

　言葉を失ったままのウッドに構かまうことなく、ダークが指し示じを下す。

　この時、おそらく出会ってから初めて、ウッドはダークのことを恐きよう怖ふした。

　底が、見えない。この男は一体何者なのか。なぜ、これほどまでに、平静を保たもっているのか。

「かしこまりました。これより、出力の定期検けん査さ及および『woqot marot』発動に備そなえた装そう置ち作動の実験を開始します」

　助手の女は、部屋の壁かべへと歩み寄った。

　そこには、何か得体の知れないつまみが並ならび、魔力接せつ続ぞく線と思われる様々な金きん属ぞく線が張はり巡めぐらされている。

　つまみを慣なれた様子で操そう作さすると、助手はダークに視線を向けた。

「やれ」

　助手の視線に短くそう答えると、ダークは筒の中の少女を注視する。

　つられるように、ウッドも再ふたたび少女に目をこらした。

　相変わらず瞼まぶたを閉じたまま、少女は動く気配もない。魔ま力りよくや詠えい唱しように関する類たぐいの才さい能のうに乏とぼしいウッドには、今彼女がどういう状じよう況きようにあるのか皆かい目もく見当さえつかなかった。──生きているのか、それとも死んでいるのかさえも。

「装置を作動します。危き険けん度は『芙ふ蓉よう』から『漆しつ黒こく』の中間。暴ぼう走そうが起きる確かく率りつは極きわめて低いのですが、自じ己こ防ぼう衛えいには細心の注意を払ってください」

　ダークと同等かそれ以上に無む機き質しつな声でそう告げると、助手は壁についていた大きな取っ手を下に引いた。

　がしゃり、という鈍にぶい音。それきり、部屋は静せい寂じやくに包まれる。

　どれほどの時が経たったろうか。変化は突とつ然ぜんに起こった。

　何かが上じよう昇しようを始めるような連続音が、どこからともなく響ひびき始めたのだ。連続音は絶たえ間まなく鳴り続け、しかも徐じよ々じよにその音量を上げていく。

　連続音が思わず顔をしかめてしまうほどの騒そう音おんへと姿すがたを変えた瞬しゆん間かん、少女の入っている筒に巻き付けられた鎖がうっすらと発光し出した。

　黒く、邪じや悪あくな光である。光というものは明るいものだという根こん源げん的な共通認にん識しきを根底から覆くつがえすような仄ほの暗ぐらい眩まばゆさが、ゆっくりとウッドの視し界かいに広がっていく。

　その光に呼こ応おうするかのように、筒の中を満たす液体が泡あわ立だち始めた。最初はゆっくりと、徐々に激はげしく。

　何が起こるというのか。ウッドの心に、不安とも怯おびえともつかない感かん情じようが渦うず巻まく。

　喉のど元もとまで出かかっている制せい止しの言葉を飲み込むのに苦労する。理り性せいと本ほん能のうが、自身の内でせめぎ合っている。そのことが手に取るように分かる。

　まるで沸ふつ騰とうした水のように、液体が気き泡ほうを生み出す。筒が砕くだけてしまうのではないかと思うほどに暴あばれ狂くるっている。

　少女の姿は泡に飲み込まれ、目視することができなくなってしまった。

　ただ連続音が響き、鎖が陰いん性せいの光を放ち、液体が泡立つ。

「ダークよ、お前はこれから一体何をするつもり──」

　遂ついに耐たえ切れなくなりウッドがダークに問いただそうとしたところで、さらなる異い変へんが訪おとずれた。

「あ、あああ……」

　ウッドは目を瞠みはる。

「いかがですか、ウッド様」

　ダークの問い掛かけにも、答えることさえ出来ない。

　詳しよう細さいは分からずとも、これならきっと勝てる。そんな確かく信しんがウッドの心に生まれた。

　普ふ段だんのウッドではあり得ないことだ。あらゆる可か能のう性を計算し、あらゆる危険性を考こう慮りよし、それでも安心することはしなかった。

　安心は油ゆ断だんを生む。油断は失しつ策さくを連れてくる。常つねに最悪の事じ態たいを想定するくらいの心こころ構がまえでいて、ようやく物事はつつがなく進むのだ。

　だというのに、ウッドは信じた。目の前の光景──少女の背せ中なかから伸のびる翼つばさが周囲を黒い光で照らし出すという美しくも禍まが々まがしい光景を信じた。

　これなら、きっと自分は勝てる。この世に存そん在ざいする全すべてに勝利できる。何もかもを手に入れることが出来る──



    

  
    
      　第一章　読まれなかった手紙　Unopened






　昼下がりの『ハンネマン』は空すいている。店側としては悲しむべき事態なのだが、店員としては楽でよかったりする。忙いそがしくないに越こしたことはないのだ。

　ただし眠ねむくなるという副作用もある。寝ねてしまったところを見つかると店の主あるじからきついお叱しかりがあるわけで、それは大変よろしくない。

　理想としては面めん倒どうにならない程てい度どに客が訪おとずれるという状じよう況きようなのだが、そうそう上う手まくいくものでもない。

　誰だれもいない店内を見回し、イルミラ・ハンネマンは今日何度目になるか分からない溜ため息いきをついた。

　これまでは、こういう時に話し相手がいた。いつも喧けん嘩かばかりしていたけれど、それでも気心が知れていたと胸むねを張はって言えるようなそんな友人がいた。

　今はもういない。巨きよ大だいな事件に巻まき込こまれ、何者かに連れ去られてしまったのだ。

　寂さびしいし、哀かなしい。悔くやしいし、腹はら立だたしい。だが、そんな真っ当な感かん情じように覆おおい被かぶさるようにして、複ふく雑ざつで不ふ可か解かいな気持ちがとぐろを巻いていた。

　原げん因いんははっきりしている。その友人の蒸じよう発はつを、イルミラ以上に嘆なげき憤いきどおっている人物の存在だ。

　この店によく来て、詠えい唱しよう士しの受験に毎年落ちていて、洒しや脱だつとか軟なん派ぱという単語の正反対に位置していて、頼たよりなくて、いつもイルミラのことをからかってきて、それなのに気になって仕方ない、一人の青年。

　彼は、イルミラの友人がいなくなってからというもの、別人のようになった。少なくとも、イルミラにはそう見えた。

　悪い方に変わったわけではない。むしろ、立りつ派ぱな人間になったと言うべきだろう。

　しかし、イルミラは落ち込んでしまった。

　何か、その青年が遠くに離はなれていってしまうような、手の届とどかないところへ消えてしまうような、そんな不安に襲おそわれるのだ。

　くだらない妄もう想そうだということはよく分かっている。

　けれども、その青年の変化は、くだらない妄想にそれなりの説得力を与あたえてしまっていた。





　──よく、夢ゆめを見る。店から出て行く彼、追いかけようとする自分、離れていく二人の距きよ離り、届かない声、振ふり向かない青年──





　呼よび鈴りんの音が、イルミラの意い識しきにかかっていた霧きりを払はらいのけた。

「い、いらっしゃいませ」

　慌あわてて体を起こす。ぼんやりしていたせいか、自じ慢まんの俊しゆん敏びんな反はん射しや神しん経けいが正せい常じように機き能のうしていない。

「や、久ひさしぶり」

　聞こえてきた声が、更さらにイルミラの思考能力まで完全に奪うばってしまった。

「あっ……」

「どうしたイルミラ、まーた寝てたのか？」

　聞き馴な染じみのある声。小こ憎にくたらしいのに、絶ぜつ対たいに嫌きらいになれない声。

「ち、違ちがうわよっ」

　いつも通りの反はん応のうを返す。嬉うれしさを底に押おし隠かくし、つんけんとした表面を装よそおった返事を。

「馬ば鹿か言ってるんじゃないわよ、寝たりなんてしてないわよ」

「はいはい、本当のところはどうだかね」

　そんなイルミラに、店に入ってきた青年──クラウス・マイネベルグは呆あきれたようなおかしがるような笑え顔がおを向けてきた。

「何よその言い方っ。馬鹿にしてるでしょ！」

「ん？　いやいや、別に」

　言葉とは裏うら腹はらのにやにやとした笑みを浮うかべながら、クラウスは手近なテーブルに座すわった。

　むかっ腹が立ってくる。何が哀しくてこんな男のせいでもやもやとしてなければいけないのだ。

「さては夜よ更ふかししてるな。昼寝してるってことと、それに何より──」

「はいはいどうせ肌はだ荒あれでしょそう言ってくることくらい百も承しよう知ちですよ予想済ずみですよ。ご注文をどうぞ」

　クラウスとはいえ客である。客として接せつしないわけにはいかない。我われながら見上げた職しよく業ぎよう意識及および接客態たい度どだ。

「エルガ一つ。何というか腕うでを上げたなイルミラ」

　感心したようにクラウスが言う。

「かしこまりました。あたしが腕を上げたんじゃなくて多分クラウスが常つね日ひ頃ごろに増ましてぼけぼけしてるからじゃないかなー」

　精せい一いつ杯ぱいの憎まれ口をぶつけると、イルミラは店の奥おくへと足音も荒あらく移い動どうした。

「ほんと、苦み成分十割わり増ましのエルガ淹いれてやろうかしら」

　準じゆん備びをしながらそう毒づく。

「毎回そう言ってる割にイルミラはちゃんと淹れてあげるのよね」

　どこからともなく、そんな声が聞こえてきた。

「んなっ!?」

　狂くるいそうになる手元をすんでのところで修しゆう正せいしつつ振ふり返る。

「しかし上達したわね。その調子なら本ほん格かく的に任まかせることが出来るのもそう遠くない日のことかも？」

　そこにいたのは、イルミラの姉でこの『ハンネマン』を切り盛もりしている妙みよう齢れいの女じよ性せいレシーナ・ハンネマンだった。

「ふん、まぁね」

　誉ほめられたのが嬉うれしく、イルミラは少しだけ胸むねを張はった。

　レシーナの味覚は本物である。伊だ達てに味を店の柱の一つに選んでいない。絶対的にも相対的にも主観的にも客観的にも、厳げん正せいで確かく実じつな評ひよう価かを下すことが出来るのだ。

　そんなレシーナのお墨すみ付つきをもらえたのだから、これは誇ほこっても構かまわないということだろう。

「やっぱり彼のお陰かげねー。飲ませたい相手がいるのが一番の上達法だわ」

　再ふたたび手元が狂いそうになった。

「な、なななな」

「恥はずかしがることないのよ。お姉ちゃんに隠かくし事はしなくていいの」

　全すべてお見通しだ、と言わんばかりの目を向けてくるレシーナ。

　やはり敵かなわないと思う。イルミラなんかよりずっと大人なのだ。それも年齢差がどうこうではなく、人間としての器うつわが違う。

「……うう」

　しかし正直に認みとめてしまうのは悔くやしい。あんな男を喜ばせるために練習したとあっては、イルミラの沽こ券けんに関かかわる。

「さ、さーて淹れ終わったわ。さっさと持って行こーっと」

　レシーナと極力目を合わさないように気をつけながら湯気を立てるコップをトレイに載のせ、小走りで厨ちゆう房ぼうを後にする。

「がんばってらっしゃい」

「な、何を頑がん張ばれっていうのよ！」

　思わず振り向いてしまう。

「さあ？」

　悪戯いたずらっぽいレシーナの笑え顔がおがそのまま視し界かいに飛び込んでくる。

「と、とにかく出してくる！」

　耳が熱くなるのを感じつつ、イルミラは店の中へと戻もどった。

「おいどうしたイルミラ、顔が赤いぞ」

　予想通りのからかいが投げつけられてくる。

「関係ないわよ！」

　誰のせいだと心の中で罵ののしりつつ、イルミラはクラウスの前に荒あら々あらしくエルガを叩たたきつけた。

「ん、これイルミラが淹れたの？」

「そうよ。だからなんだって言うのよ」

「いーや、別に？」



    

  
    
      　意味深な笑みを浮うかべつつ、クラウスはエルガを手に取った。

「どれどれ……」

　一口付け、クラウスは目を見開く。

「……あれ、美お味いしくなかった？」

　急きゆう激げきな表ひよう情じようの変化に、不安になってしまう。

　クラウスは何も喋しやべらない。ただ押し黙だまってエルガを飲んでいる。

「……ふむ」

　コップのエルガが半分ほどになってから、クラウスはようやく口を開いた。

「これは、驚おどろいた」

「どう、驚きなのよ」

　イルミラの問いに、クラウスは目をぱちくりさせながら言った。

「うまい」

　体の中を、何かぱちぱちと爆はぜるものが通り過すぎる。

「実はレシーナさんが淹いれたってオチかな」

「違ちがうわよ！」

　ばんっと机を叩く。

「せっかく淹れてあげたのにその言い方ってどうなのよ！　ずっとお姉ちゃんが淹れるのを見て研究して……」

　言いかけて、口をつぐむ。

「ほほぅ、熱心じゃないか。格かく闘とう技ぎ以外にそんな情熱を注ぐなんて、どういう風の吹ふき回し？」

「だまらっしゃい！」

　激はげしく後こう悔かいする。せっかく練習してもからかわれるばかりだ。こんなことなら何もしなかった方がよかったのではないか。

「悪い悪い、冗じよう談だんだよ」

　そんなイルミラに、クラウスは両手を合わせる。

「うん、上達した。これなら『ハンネマン』の看かん板ばんは安あん泰たいだよ。すごいじゃないかイルミラ」

「あっ……」

　今度こそ、完全に言葉を失った。

　まさか、こんなに直球で誉ほめられるとは想そう像ぞうもしていなかったのだ。なんと言葉を返せばいいのだろうか。

「あらあら、それじゃわたしが遠くないうちに引いん退たいするみたいじゃない」

　イルミラが立ちつくしていると、まるで助け船を出すかのようにレシーナが現あらわれた。

「いや、けしてそういうわけじゃ」

「ふーん？　ま、気にしてはいないけど？」

　おかしそうにくすくす笑いながら、レシーナはクラウスの差し向かいの席に腰こしを下ろした。

「イルミラも座すわりなさいよ」

「う、うん……」

　促うながされるままに、イルミラも席に着く。クラウスとレシーナの丁度中間辺りである。

　何となく、沈ちん黙もくが訪おとずれた。

　会話の狭はざ間ま、やりとりの途と切ぎれ。どんなに仲が良くても訪れる、ちょっとした間かん隙げき。

　気にするほどのことではない。しかしイルミラにはひどく息苦しく感じられた。

　何か話せばいい。適てき当とうでいいから話題を振ふればいい。しかし、全く思いつかなかった。

　僅わずかな時間が、途方もなく長く感じられる。どうすればいいのか。

「最近、調子はどう？　上う手まくいってる？」

　そんなイルミラの混こん乱らんを見み透すかしたように、レシーナが口を開いた。

　空気がほぐれたような錯さつ覚かく。心から安あん堵どする。

「えーっとですね、トピィが申しん請せいしてくれてた推すい挙きよが一昨日正式に認にん可かされたんですよ」

　指先を組み合わせながら、クラウスが喋しやべり始める。

「推挙？　詠えい唱しよう士しに関係あることかしら」

　レシーナは聞き上手だ。間合いや言葉の選び方が絶ぜつ妙みようで、相手の口数が多い少ないにかかわらず楽しい会話を繰くり広げることが出来る。

「ええ。王国詠唱士が見み込こみのある人間を詠唱士として推すい薦せんするという制せい度どっていうとわかりやすいかな。正式な王国詠唱士じゃなくて、準じゆん詠唱士という形になりますけど、一いち応おう王国詠唱士に準じた権けん限げんが与あたえられます」

　すらすらとクラウスが話す。元々もごもごと喋ったりする方ではなかったが、何だか余よ計けいに弁べん舌ぜつ爽さわやかになったような気がする。

　普ふ通つうであれば魅み力りよく的な変化ととらえるべきなのだろうが、やはりどこか寂さびしい。

　ダメな男が好きだというわけではない。だが、立りつ派ぱになったクラウスに何か受け入れられないものを感じていた。

「すごいじゃない、クラウスくん。それって、あなたが詠唱士にふさわしいって認みとめられたってことじゃない」

「い、いやそんなことないですよ。まだまだ、これからというか」

　レシーナの賞しよう賛さんにあからさまに照れた様子を見せながら、クラウスはエルガが半分残ったコップに手を伸ばした。

「そもそも、僕ぼくにそんな実力があるかって言うと微び妙みようなところで……」

　そんなことを言いながらコップを手に取ろうとして見事に掴つかみ損そこね、クラウスは中身を盛せい大だいにぶちまけた。

「う、うわ!?」

　机つくえにかけられたクロスに、エルガがみるみるうちに染しみ込んでいく。

「もー、ちょっと何やってるのよ」

　語気も強くクラウスをなじる。しかし内心では、けして不ふ快かいには思っていなかった。

　彼のみっともない姿すがたが、何だかとても久ひさしぶりのような気がするのだ。

「し、仕方ないだろ。そもそも滑すべりやすいようなコップを持ってくるイルミラが悪い！」

　無む茶ちや苦く茶ちやもいいところな反はん論ろんである。

「言うに事欠いてコップのせい!?　自分でおかしいこと言ってるなとか思わないの!?」

　ここぞとばかりに怒ど鳴なりつける。ぎゃあぎゃあ喚わめいてはいるが、楽しくて仕方ない。

「うるさいな確たしかに思ったよ！」

「ならなんでそういうこと言うのよ！　黙だまって自分の非ひを認めなさいよ！」

「黙って自分の非を認めるのが嫌いやだからだよ！」

「あんたバカでしょ!?」

「ほらほら、いい加か減げんになさい」

　レシーナが間に入って仲ちゆう裁さいしてきた。もはや阿あ吽うんの呼こ吸きゆうといっても問題ないほどに安定した流れである。

「イルミラ、テーブルクロスの替わりを取ってきてちょうだい」

　すっと汚よごれたクロスを外して畳たたむと、レシーナはそれをイルミラに差し出してきた。

「はーい。……ったく、なんであたしがあいつの後始末なんか……」

　ぶつぶつ言いながら、イルミラは汚れたクロスを洗せん濯たく場ばまで持って行き、替わりのクロスを棚たなから引っ張ぱり出す。

　ついでに、もう一杯ぱいエルガを淹いれてトレイに載のせると、片かた手てでトレイを支ささえもう片方の手で小こ脇わきに挟はさむようにしてクロスを持ちクラウス達の所へと戻もどった。

「ほんとにだらしないんだから」

　憎にくまれ口を叩たたきつつクロスを敷しくと、クラウスの前にエルガを置いた。

「……追加注文はしてないけど？」

　怪け訝げんそうなクラウスの鼻先に、イルミラはぴしりと指を突つきつける。

「しっかり最後まで飲みなさい。そうしないとエルガの値ね打うちなんて分からないんだから」

「あらあら」

　レシーナが苦く笑しようする。

「そ、そういうものか……」

　クラウスが、戸と惑まどったように首を上下に振ふった。

「ゆっくりしていってくれたらいいのよ」

　レシーナが微笑ほほえむ。

「いやー、そうしたいのはやまやまなんですけど……」

　申し訳わけなさそうにそう言うと、クラウスはエルガをぐびぐびと飲み干ほした。

「ふぉっ」

　そして鳩尾みぞおち辺りを押おさえて苦く悶もんの表ひよう情じようを浮うかべる。淹れたてのエルガを一気飲みしては無理もない話である。

「あらあら。何を慌あわててるのかしら？」

　悶もだえるクラウスの背せ中なかを、レシーナが撫なでた。

「いや……その……ぐは、あつい」

　その様子を眺ながめながら、イルミラは曰いわく言い難がたい感情に襲おそわれる。

　例えばその原げん因いんは、妙みように近く見える二人の距きよ離りだったり、折せつ角かくのエルガをさして味わいもせずに飲まれてしまったことだったりするのだろう。

　動転が抑おさえきれない。ほんのちょっとしたことで、心が千々に乱みだれてしまう。

　こんな経けい験けんは初めてだった。どうすればいいのか見当もつかない。

　唯ゆい一いつ分かることがあるとすれば、この感情の赴おもむくままに行動してしまうときっと取り返しがつかないことになるということだけだろう。

「だ、大だい丈じよう夫ぶです」

　ようやく落ち着いたか、クラウスが背せ筋すじを伸のばした。

「いやー、実はですね」

　言いながら、懐ふところから一枚まいの紙を取り出す。

「その準じゆん詠えい唱しよう士しの証しよう明めいになる『愚者の鎖バスタードチエイン』を今から受け取りに行くんですよー」

　紙には、何やら今日の日付に続いて難むずかしそうな文言が並ならんでいた。大して詠唱などについて勉強したこともないイルミラには詳くわしい内ない容ようまで理り解かいすることは叶かなわなかったが、それでもこの紙がそこら辺にあるようなものではないということくらいは容よう易いに察しがついた。

「あらあら。すごいじゃない」

　レシーナが手をぱちんと合わせる。

「遂ついにクラウスくんも首から鎖くさりを提さげる人になったのね。感かん慨がい深いわ」

「えへへ」

　照れたように、クラウスは頭を掻かいた。

「まー、あくまで仮かりのものですから」

「そうそう。調子に乗るのもほどほどにしなさいよ。所しよ詮せんあんたはあんたなんだから」

　本当はおめでとうの一つでも言ってやりたいのだが、相変わらず出てくるのは悪口嫌みの親類縁えん者じやばかりである。我われながら救いようがないほどにひねくれている。

「大きなお世話だ全く」

　むすっとした様子でそう言うと、クラウスはエルガの代金をテーブルの上に置いた。

「それじゃ、失礼しますー。ごちそうさまでした」

　椅い子すから立ち上がるその姿すがたが、イルミラの中で何かと二重写しになる。

　ひどく不安を煽あおる既き視し感。しかしその正体は明らかにならない。薄うすい靄もやの向こうに隠かくれて、輪りん郭かくだけが見えているかのような。

　いてもたってもいられなくなり、イルミラは立ち上がりかけ。

　その瞬しゆん間かん、自分を不安にしているものの正体を理解した。

　夢ゆめで何度も見た光景が蘇よみがえる。手を伸ばしても届とどかない距離、追いかけても追いつけない隔へだたり。

　クラウスの背せ中なかが遠ざかっていく。一歩一歩ゆっくりと、しかし確かく実じつに。

「あっ……」

　何か声をかけようとする。けれども、さっきまであれほど悪あく態たいをつけたというのに、イルミラの舌したはいかなる言葉も紡つむごうとはしなかった。

　扉とびらを開き、クラウスは店の外へと姿を消していく。

　椅子から中ちゆう途と半はん端ぱに腰こしを浮うかした姿し勢せいのまま、イルミラは固まっていた。

　自分が何を考えているのかも分からない。ひたすらに頭の中を色々な切れ端はしがぐるぐると行ったり来たりするばかりで、明確に筋道の立った思考が全く出来ていない。

「……ねえ、イルミラ」

　声をかけられ、我に返る。椅子に座すわったままのレシーナが、イルミラを見上げている。

「な、何？　どしたの？」

　姉の前でそんな小こ細ざい工くを弄ろうするのは無む駄だだと知りつつも、平静を装よそおう。

「……ううん、何でもないわ」

　どこか哀かなしそうに目を伏ふせると、レシーナは椅子から立ち上がった。

「さあ、準じゆん備びをしましょうか。もうすぐお客さんが沢たく山さん来るわよ」

　次の瞬間には、もういつものレシーナだった。てきぱきと動き、客をもてなす用意をどんどんこなしていく。

　そんな姉に言われた通りに雑ざつ用ようをこなしつつも、イルミラは上の空だった。

　つい先さき程ほどまでのやり取りが悔くやまれてならない。もっと、他に喋しやべりようはなかったのか。

　顔を見ると喧けん嘩かばかり。そんな関係ではなく、もっと違ちがう付き合い方は出来ないのか。

　こんな風に悩なやんでばかりいるから、おかしな夢を見たり、その夢が現げん実じつと交こう錯さくしてしまったりするのだろう。

　どうしたら、自分は楽になれるのか。姉に相談するのがいいのかもしれないのだが、それはためらわれた。

　きっとレシーナなら、自分の悩みに何か解決なりそこに至いたる道筋なりを示しめしてくれるだろう。

　しかし、レシーナの前で今自分の中にある感かん情じようを吐はき出す気にはなれない。億おつ劫くうとは違ちがう、怖こわいというわけでもない。

　ただ、何か、自分の本心を表面まで浮かびあがらせたくないのだ。

「ふぅ……」

　しかし奥おく底そこに沈しずめておくことも出来ない。言葉にしない代わりに、重い深い溜ため息いきがイルミラの口からこぼれ落ちた。







「あっ、クラウスさーん」

　待ち合わせ場所の詠えい唱しよう組合前に、トピーアはすぐに現あらわれた。

　いつも通りの、マントに『愚者の鎖バスタードチエイン』という出いで立たちである。どこか少年を思わせる眉び目もくの麗うるわしさと相あい俟まって、とても颯さつ爽そうとしていた。

「お待たせしましたっ」

　杖つえを小こ脇わきに抱かかえるような格かつ好こうで、トピーアがクラウスの横に歩み寄よってくる。

「ううん、待ってないよ」

　実じつ際さいさして待っていない。ついさっきまで、行きつけのパブで悪友のウェイトレスとお約束とも言える悪口の応おう酬しゆうに明け暮くれていたのだ。

「よかったー。よし、じゃあ早さつ速そく行きましょうか」

「うん」

　トピーアの何でもない言葉が、クラウスの中に緊きん張ちようを走らせる。

「そんなにかちかちにならなくていいですよ。謁えつ見けんといってもすぐに終わりますし」

「いや、だけどさ……」

　直ちよく接せつ国王と相見あいまみえたことなどない。何度か遠目に眺ながめたことがあるだけである。

　噂うわさは色々と聞くが、国家の最高権けん力りよく者であることに変わりはない。住む世界が根本的に違う。平然としていろというのが無理な注文だ。

「心配要いりませんよ。形式を重んじられる方ではありませんし、多少の粗そ相そうは見み逃のがして下さいますよ」

　ぽんぽんと、トピーアがクラウスの背せ中なかを叩たたいてくる。

「クラウスさんならきっと大だい丈じよう夫ぶ。僕が保ほ証しようします」

　そしてすたすたと歩き出し、

「うわっ!?」

　特に段だん差さも何もないところなのに盛せい大だいに転んだ。

「……大丈夫かい？」

　傍かたわらにしゃがみ手を差し出すクラウスに、トピーアは恥はずかしそうな顔を向けてくる。

「何で僕ぼくって……」

　自分で立ち上がり、マントについた埃ほこりを払はらい落とす。一連の仕草には無む駄だがなく、転び慣なれているということが窺うかがい知れた。

　それなら転ばないようにすればいいと思うのだが、そうもいかないらしい。

　しばらく二人で歩く。

　クレメンテ通りは、今日も賑にぎわっていた。

　すっかり冬だということもあって、どの人もみな厚あつ着ぎである。

　視し線せんを泳がせる。揺ゆれる人波のあちらこちらを、無む意い識しきのうちに捜さがしている。

　金色の長い髪かみ。華きや奢しやな体つき。幼おさなく、しかし芯しんの強さを感じさせる顔立ち。

　いるはずがない。だというのに、ちらちらと似にた体形や似た髪形の女じよ性せいを見るたびに目の端はしで追ってしまう。

「ね、クラウスさん」

「ん？」

　呼よびかけられ、足を止める。

「……いえ、何でもないんです」

　明らかに何か話しかけようとした雰ふん囲い気きだったのだが、トピーアは自分から会話を打ち切ってしまった。

　何だろうとしばらく考えてから、クラウスは原げん因いんらしきものに思い当たった。

「誤ご解かいだトピーア、別に女の子の品定めをしていたわけでは！」

　必死で弁べん明めいする。某ぼう警けい察さつ官かんのような人種と間ま違ちがわれてしまってはたまらない。

「……分かってますよ。よーく、ね」

　しかし、トピーアの反はん応のうは、クラウスの予想を裏うら切ぎるようなものだった。

「う、うん。ならいいけど」

　不ふ機き嫌げんさも露あらわなトピーアの反応に面めん食くらってしまう。何か気に障さわるようなことを言ってしまったのだろうか。

「ほら、行きますよ」

　クラウスからぷいと目を逸そらすと、トピーアは先へ先へと行ってしまう。

「待ってよトピーア。そんなに急ぐと……」

　転んでしまうとクラウスが注意するそれよりも遥はるかに早く、トピーアの体は地面へと勢いきおいよく衝しよう突とつした。





「ねえ、ヨハン。一つ質しつ問もんしていいかしら」

「どうぞ」

「わたし達って、確たしか世界征せい服ふくを目指してたのよね」

「違うんですか？」

「違わないつもりよ。でも、こんなところでこんなことしてたらさすがに不安になってこない？」

「積もった雪を刳くり抜ぬいた雪室を造つくりその中で心地ここちよい午ご睡すいを取ることのどこに不安材料が」

「大ありよ！」

　たわけたことを言ってくる部下に杖つえの一いち撃げきを食らわせると、サビーネ・トリス・エデルスバクスは膝ひざを抱かかえた。

　ぱちぱちと爆はぜるたき火を見つめる。発はつ火か詠えい唱しようで作ったものだ。

　今年の冬は寒い。下手したら凍こごえ死ぬという選せん択たく肢しまで考こう慮りよに入れなくてはならなくなる。

「……冗じよう談だんじゃないわよ。類たぐい希まれな才さい能のうと美び貌ぼうに恵めぐまれたこのあたしが浮ふ浪ろう者しやよろしくそこら辺でのたれ死ぬなんて絶ぜつ対たいあり得ないわ。というかそんなこと天が許ゆるさないと思うのそもそも」

「ぷ、ぷぷぷ。どこから突つっ込こめばいいのやら」

「ん、誰だれ？」

　無礼極きわまりない部下を動かなくなるまで叩たたきのめしてから、サビーネは振ふり返った。

「ブラッドじゃない、どうしたの？」

　耳みみ飾かざりがじゃらじゃらついているという柄がらが悪い外見の割わりに人の良さそうな面つら構がまえの兄ちゃんが、雪室の入り口から顔を覗のぞかせている。

「どうしたって、そりゃあサビーネさんに報ほう告こくをしに来たんですが」

　ブラッド・シノダ。サビーネが率ひきいる「サビーネ様と下げ僕ぼく達」の一員で、情じよう報ほう収しゆう集しゆうを得意とする男である。

「遅おそいじゃないのよ。早くしなさいって言ったでしょ」

「いや、さっきからいたけど気づいてもらえなかったみたいで」

「それなら声くらいかけなさいよ」

「迂う闊かつなことをすると副首しゆ領りようの二の舞まいになりそうで」

　地面に転がったままぴくりともしない男──これでも一いち応おうサビーネの腹ふく心しんであるヨハン・アクセルソン・ローヴァに、ブラッドは痛いたましそうな視し線せんを送る。

「ヨハンはいつもたわけたことを言うからこういう目に遭あってるのよ。しっかり仕事をこなして必要なことだけ報告してれば平へい穏おん無事に暮くらせるわ」

「ちなみに僕がこなしてきたその仕事は、原げん因いん不明の外出禁きん止し令が出ているコティペルト王国の家臣の土地でなんとか一夜の宿を探さがさないといけないという平穏無事とは程ほど遠とおいものだったわけですが」

「つべこべうるさいわね。結局どうなったのよ」

「無理でした」

「ごめんなさい、よく聞こえなかったわ。もう一度」

「無理でした」

「おかしいわね。そんな答えが返ってくるわけがないのだけれど。もう一度」

　返事はなかった。ブラッドは逃にげ出したらしい。

　とりあえずお仕置きは後にして、サビーネは考える。

　子分達の寒さを凌しのぐには、発火系けい統とうの詠えい唱しようでたき火でもこしらえてやれば事足りる。

　問題はサビーネの寝ね床どこである。こんなに寒いというのに、外で寝るなど言語道どう断だんだ。最さい低てい限げんでも暖あたたかいベッドと美お味いしいエルガくらいは用意しておかないと話にならない。

　ここのところ野宿続きで、サビーネの我が慢まんはそろそろ限界に達していた。自分のような人間が、こんなに惨みじめな日々を送るなど言語道断である。

「……あのー、サビーネさん」

　微び妙みように距きよ離りを取った場所から、ブラッドが話しかけてくる。

「寝床が見つかったという報告以外は聞きません」

「聞いていただけなくても、報告するしかありません」

「……わたしが上機き嫌げんになるのなら聞いてあげてもよくてよ」

　ブラッドは一歩下がり、

「この辺りを私し兵へいとおぼしき連中に囲まれてるっぽいです。どう見ても友好的ではない雰ふん囲い気きですね」

「あんたがつけられたんでしょ!?」

　走って逃げるブラッドの背せ中なかに雷らい撃げきを叩き込むと、サビーネはヨハンに蹴けりを入れた。

「寝てる場合じゃないわよ。さっさと応戦用意！」





「流れをおさらいしておきましょうか」

　腫はれた額ひたいを何とか前まえ髪がみで隠かくそうとしながら、トピーアが言う。

「うん」

　掌てのひらに滲にじむ汗あせを膝ひざで拭ふきながら、クラウスは頷うなずき返した。

　二人がいるのは、控ひかえ室である。特に派は手でな趣しゆ向こうが凝こらされているわけでもない地味な部屋なのだが、凡ぼん人じんで庶しよ民みんのクラウスには何やら高こう貴きな空気が充みち満ちているように感じられてならない。

　二人が座すわっている椅い子すからして高こう価かそうである。この椅子二つ分で、クラウスの家が内ない装そう込みで五軒けんは買えてしまいそうだ。

「もうすぐ案内の方がいらっしゃると思いますので、その人に付いていって謁えつ見けんの間に入ります」

「うん」

「入ったらとりあえず、普ふ通つうに立ったままでお待ちします。国によって色々方式が違ちがいますが、コティペルト王国においては陛へい下かが現あらわれるまでは臣下の礼を取らないのが基き本ほんですね。

　いらしたら、おそらく陛下から誰すい何かの言葉があると思いますので、それに答えてください。言葉遣づかいに関しては、形式にこだわる必要はありません。クラウスさんに出来る範はん囲いの丁てい寧ねいさを心がければいいですよ」

「うん」

　さすが現げん役えきの王国詠唱士と言うべきだろうか。トピーアはいかにも場ば慣なれした雰ふん囲い気きを放っている。

「気をつけなければならないのは、必要以上にかしこまった態たい度どをとらないということ。陛下が一番お嫌きらいなことです。むしろ傲ごう岸がん不ふ遜そんなくらいが気に入られると思いますよ」

「いや無理」

「でしょうね」

　トピーアがくすくすと笑う。

「何度も言いますけど、そんなに緊きん張ちようすることありませんから。自然体でいるのが一番です」

「よし、任まかせておいてくれ」

　がちゃりと扉とびらが開く。

「お待たせしました。どうぞ中へ」

　入ってきた人物を見るなり、クラウスは弾はじかれたように立ち上がった。

「あ、あなたは!?」

　短い髪。男だん性せい的な風ふう貌ぼうと、その外見とは裏うら腹はらに柔やわらかい声。トピーア達が提さげているものとは色違いの『愚者の鎖バスタードチエイン』。

　紛まごう事なき頂点階層サプリーム・マジエステイ、ナフィン・シュミーアン・ペトルーツァである。

「もうすぐ陛下がおいでになります。どうぞ」

「は、はははい」

　頂点階層サプリーム・マジエステイ、というと、王国詠えい唱しよう士しの中でもその実力を直ちよく接せつ国王に認みとめられた最上級階層マジエステイのそのまた筆頭に位置する実力を持つ人達である。クラウスから見ると、見ようにも雲の上のそのまた上なのでそもそも見えないような感じである。

「だからいつも通りでいいんですってば。最近のクラウスさんは前よりも更さらに立りつ派ぱになったんですし。……ナフィンさんからも言ってあげてくださいよ。ご覧らんの通り、この人ったら緊張しすぎで」

「ふむ」

　顎あごに手を当てて、ナフィンがクラウスを眺ながめてくる。

「特にずば抜ぬけた魔ま力りよくなり空気なりが感じられるというわけではないが、トピーアの推すい挙きよなら間違いがないだろう。堂々としているのがいいぞ」

「わわかりましたどっどうどうとします！」

「だめだこりゃ」

　トピーアが肩かたを竦すくめ、ナフィンが苦く笑しようした。

「さあ、こちらへ」

　ナフィンがくるりと背せ中なかを向け、扉の向こうへ歩き出す。

「行きますよー」

「ま、待った心の準じゆん備びがっ」

　もがくクラウスだが、ぐいぐいとトピーアに背中を押おされ謁見の間へと足を踏ふみ入れてしまった。

「……う、うぁ」

　圧あつ倒とうされる。

　足あし下もとには高そうな絨じゆう毯たん、壁かべには高そうな絵。国王が座すわるものと思われる椅い子すはそう高くもなさそうなのだが、それ以外は見るからに金がかかっていそうである。

　物を表現するのに高そうなとか金がかかっていそうなという単語しか使えないのも情なさけない話だが、クラウスから見ると高そうで金がかかっていそうにしか見えないのだ。

「あんまりキョロキョロしちゃダメですよ。余よ計けい頭がこんがらがっちゃう」

「そ、そうする」

　とは答えてみたものの、すると何を見ていればいいのか見当もつかない。

　別に何も見ずにぼんやりしていればいいのかもしれないが、そうしていると緊きん張ちようで頭の中身と心しん臓ぞうが同時に爆ばく発はつしてしまいそうである。

　というわけで椅子を凝ぎよう視しすることにした。キョロキョロしなければ頭がこんがらがらないというのなら、何かに視線を集中させるのが一番である。

　何の変へん哲てつもない椅子だ。一いち応おう一国の主あるじの椅子だけあって背もたれがかなり長かったり細工された肘ひじ置きがついていたりするが、全体的には質しつ素そといえそうなほどで、周囲の豪ごう奢しやさからかなり浮ういている。

　けれども、作りそのものは見るからに頑がん丈じようそうである。蹴けろうが叩たたこうが投げようが壊こわれそうにない。

　座る人間の心こころ構がまえが表れているかのようだ。質実剛ごう健けんな、華はな々ばなしさよりも実用性を尊とうとぶ心根を持っているのだろう。

　掲けい示じ板ばんに躍おどる俗ぞくな巷こう談だんを真に受けていたクラウスだったが、見方を変えることにした。実のところはとても立派で尊そん敬けいできる人ひと柄がらの持ち主なのかもしれない。椅子一つ取ってみてもそれが表れている。こういうことが分かるようになった辺り、自分もいっぱしの人物になったものである。

　単に空気に飲まれてしまっただけなのに自分の成長と勘かん違ちがいしているおめでたいクラウスの袖そでを、トピーアが引いた。

「何だよ、後にしてくれよ」

　今は椅子の品ひん評ぴようが先である。作さく製せい年代やら工こう匠しようの名前などは分からないが、それでも品評するのである。そうしていないとまたいっぱいいっぱいになってしまう。

「ふむ。余を呼よび出しておいて後にしろとは、不敬もいいところだな」

　椅子に、誰かが座った。

「……へ？」

　鎧よろいを身につけた女性である。

　長く、手入れされていることがよく分かる髪かみをさらりと後ろに流していた。化け粧しよう気けは皆かい無むだったが、ぞくりとするような美び貌ぼうの持ち主なためむしろその必要性がないとまで感じてしまう。

　そう、確たしかに美人なのだが、猛もう禽きんを彷ほう彿ふつとさせる鋭するどすぎる視線が気安い感想を無言のうちに拒きよ否ひしていた。迂う闊かつに声をかけたりすれば、どんなしっぺ返しを食くらうのか想そう像ぞうもつかない。

　腰こしに剣けんを差し椅子に腰こし掛かけるその姿すがたからは、他者からの不意打ちに備そなえ戦せん闘とう態たい勢せいを取っていることが明白に伝わってきた。

　おそらくは、この謁えつ見けんの間にも敵てき対たいする者が潜ひそんでいる可か能のう性せいがあるのだろう。最近掲示板に不ふ穏おんな記事が載のることが多く、コティペルト王国の政せい情じようと治安が不安定になりつつあるともっぱらの噂うわさだったのだが、ただの流言飛語の類たぐいでもなかったらしい。

　いや、そんなことは現げん時点においては大したことではないのかもしれない。

「し、失礼いたし申し上げ侍はべりつかまつりさせていただきました！」

　この女性が、鎧を身にまとった美女が、コティペルト王国国王ラムリア・ピスロメン・コティペルトであり、不ふ機き嫌げんさも露あらわな視線でクラウスを睨にらみ付けているということの方がずっと大問題だろう。

「傲ごう岸がんだったり卑ひ屈くつだったり忙いそがしい奴やつだな」

　不機嫌で睨んでいるのか、それとも怪け訝げんさから眉まゆをひそめているのか判はん然ぜんとしないが、ひとまず不ふ興きようを買ってしまっていることは間違いがない。

「え、えーと……」

　言葉を発しようとするのだが、全く出てこない。

「何だ。言いたいことがあるなら早く言え」

　王者の風ふう格かく、というのだろうか。根本的な雰ふん囲い気きが違う。

　思考が完全に停止した。もう何も考えられない。

「この者が、貴き公こうの推すい挙きよする人物でよろしいのかな？」

　見かねたのか、ナフィンがトピーアに話しかけた。

「はい。クラウス・マイネベルグさんです。詠えい唱しよう士し試験で結果を出すことは未いまだ出来ていませんが、『八つ裂ざきオーウェンス事じ件けん』等での活かつ躍やくを僕ぼく自身がこの目で確かく認にんし、王国詠唱士として活動するだけの才能を保ほ有ゆうしていると判はん断だんいたしました。未み熟じゆくな面は多々あると思いますが、実地で経けい験けんを積むことによりその実力を開花させることが出来ると期待しております」

　滔とう々とうとトピーアが話す。クラウスと比ひ較かくして比較するのが馬ば鹿か馬ば鹿かしいほど冷静である。

「とてもそのようには見えないが。……クラウスと言ったか。貴様、王国詠唱士になって何がしたい。推挙されてからの具体的な行動でもよい、話してみろ」

　研とぎ澄すまされた刃は物もののような視線をクラウスに突つき立てつつ、ラムリアが言った。

「……それは」

　静せい寂じやくが部屋を満たしている。この部屋にいる全員が、クラウスの言葉を待っているのだ。

「一つは、子こ供どもの頃ころからの夢ゆめを果たすこと。兄の遺い志しを継つぎ、詠唱士として活動することです」



    

  
    
      　突とつ如じよとして、クラウスの口から言葉が流れ出した。自分でも不思議なくらい、滑なめらかに。

「ほほぅ」

　ラムリアの表情に変化はない。胡う散さん臭くさいものを見るような目つきで、クラウスをねめつけている。

「もう一つは」

　構かまわず話を続ける。思考が止まっていることに変わりはない。ただ、夢む中ちゆうだった。

「大切な人を、守ることです」

　初めて、ラムリアの顔をこれまでと違ちがう感情が通り過すぎた。

「大切な人、か」

「はい。自分の力の及およばなさにより辛つらい目に遭あわせてしまっている人を、助け出したいのです」

　恥はずかしい台詞せりふかもしれない。少なくとも、国王に対して抱ほう負ふを語る際さいにこういう言い方をすることはないだろう。

　しかしクラウスは後こう悔かいしなかった。何も考えられていない状じよう態たいなせいも多分にあるだろうが、嘘うそ偽いつわりない本ほん音ねである以上隠かくすべき理由もないはずだった。

「ふむ。なるほどな」

　からかうでもなくけなすでもなく、ラムリアはただ頷うなずく。

「まあ、一いつ般ぱんの王国詠唱士の中でも実じつ績せきを残している人間による薦すすめなのだから間違いはないだろう。よきにはからえ」

　それだけ言うと、ラムリアは椅い子すから立ち上がり自室へと姿すがたを消した。

「わたしは陛へい下かに報ほう告こくすることがありますので、失礼いたします。迎むかえの者がまもなく現あらわれるでしょうから、その者について退たい出しゆつするように」

　ラムリアの後を追うように、ナフィンも立ち去っていく。

「……ふううぅ」

　その場に崩くずれ落ちそうなほど、クラウスは脱だつ力りよくした。全身から冷や汗あせが噴ふき出している。

「もう、クラウスさんしっかりしなくちゃダメじゃないですかっ」

　トピーアが唇くちびるを尖とがらせて見上げてくる。

「ご、ごめん」

　まさかここまで醜しゆう態たいを晒さらしてしまうことになるとは思わなかった。今いま更さらながら、忸じく怩じたる気分がわき上がってくる。

「でもまあ、陛下のご質しつ問もんにそれなりに答えられたのはよしとしましょう。正直なところ、もっと挙動不ふ審しんになって暗殺者か何かと間違われるかもしれないくらいには覚かく悟ごしてましたから」

　しかし、意外にもトピーアは誉ほめてきた。

「……そうだったんだ」

　あの国王の身なりを考えると、暗殺者に間違われた時点で首が飛んでしまいそうな気がしないでもない。随ずい分ぶんと危あぶない橋を渡わたったものだ。

「百点満点で六十五点です。次の機会があるなら、更に落ち着いた態度がとれるように頑がん張ばりましょう」

「了りよう解かいです……」

　控ひかえ室から、王国軍の兵士らしき男だん性せいが入ってきた。先さき程ほどナフィンが言っていた迎えの者だろう。

「クラウス・マイネベルグさんと、トピーア・ウェドガイ・サメット様ですね」

「はい、そうですよ」

　にこやかにトピーアが返事をする。

「お迎えにあがりました」

「ありがとうございますー」

　兵士に引いん率そつされ、二人は謁えつ見けんの間を後にした。





「中々面おも白しろい奴やつだな」

　自室のベッドに腰こしを下ろすと、にこりともせずにラムリアはそう言った。

「ほほう、陛下はあのような男が好みでいらっしゃいましたか」

　その揚あげ足あしを、すかさずナフィンが取る。

「馬ば鹿かをぬかすな。面白いと言っただけだ」

「左様でございますか。そろそろ良いお年でいらっしゃるのに男性に興きよう味みを示しめされないものですから、実を言うと心配申し上げていたのですよ」

「どういう意味だ」

「さあ？」

　曖あい昧まいで、なおかつ全すべて分かっているとでも言わんばかりの笑えみを一いつ瞬しゆんだけ浮うかべると、ナフィンは真しん剣けんな表ひよう情じように戻もどった。

「ウッドの探たん索さくの件けんですが」

「ふむ。進しん展てんはあったのか？」

　ラムリアの問い掛かけに、ナフィンは首を縦たてに振ふった。

「おそらくは、私し有ゆう地ちに逃とう亡ぼうしたものと思われます。ストラドリー周辺に『訪れる残照シヤドウズフオール』を放って調べさせたところ、ウッドと思われる人間が人目を忍しのぶようにして現あらわれたとの報ほう告こくが得られました」

「予想通り、か」

　ふん、とラムリアは鼻を鳴らす。

「おそらく外部との連れん絡らくを取ろうとするはずだ。国内での奴の人じん脈みやくは大方押おさえたはずだから、取るとしたら国外だろう。亡ぼう命めいの算さん段だんをしていると考えるのが一番現げん実じつ的だろうな」

「既すでに王国軍の国こつ境きよう守しゆ備び隊たいに指し示じをしてあります。ロスホーラ、デスタメール、ラックスシイド辺りの国家からの出入りを重点的に取り締しまっています」

「うむ。鼠ねずみ一匹ぴき逃のがさぬように。ストラドリーにももう数名腕うでの立つ人間を送り圧あつ力りよくをかけた方がいいな」

「かしこまりました。……さて」

　ナフィンが表情を崩くずす。悪戯いたずらっぽく、からかうような笑顔。

「今日は珍めずらしくご自分で髪かみを梳すかれたのですね」

「……ああ、まあな。貴き様さまの到とう着ちやくが間に合わなさそうだったし」

　むすっと、視し線せんを逸そらしたままそう言うラムリア。場の主しゆ導どう権がどちらにあるかは論ろんを待たない。

「では、今日は梳かずともよろしそうですね」

「ば、馬鹿を言うな」

　ベッドから腰を浮かすラムリアに、ナフィンは首を傾かしげてみせた。

「おや、どうなさいましたか。顔を赤くなされて」

「そうやって遊ぶのはやめろ、と言っているだろう……この愚おろか者めが」

　悔くやしそうにラムリアが吐はき捨すてる。

「おっしゃる通り、わたくしめは愚ぐ鈍どんです。しっかり言葉にしてくださらないと陛へい下かの真意は測はかりかねますね」

　対して、ナフィンはあくまで余よ裕ゆうを崩さない。

「……梳いてくれ、ナフが」

「ふふふ、正直なのはよいことですよ」

　ナフィンは心底嬉うれしそうに笑うと、ベッドの上に上がり、ラムリアの後ろに回った。

「綺き麗れいな髪ですね。毎度のことながらほれぼれします」

「世辞はいいから、早くしろ……」

「はいはい。ラムは辛しん抱ぼうができませんね」

　言いながら、ナフィンは懐ふところから櫛くしを取り出してラムリアの髪に入れる。

「ん……」

　心地ここちよさそうに、ラムリアが目を閉とじた。

「わざわざわたしが梳くまでもありませんね。滑なめらかで、綺麗」

「いいから続けろ。……なあ、ナフィンよ」

　目を閉じたまま、ラムリアが言う。

「なんですか？」

「もし、余の身が危き機きに晒さらされた時、ナフィンはあの男のように全力で守ろうとしてくれるか？」

「ええ、もちろんですよ」

　ナフィンの返事に、ラムリアは初めて嬉しそうに微笑ほほえんだ。

「ありがとう」





　ターヤ・パシコスキ・トルネは一大決心をしていた。貴族としての自分、女の子としての自分、それら全すべての誇ほこりと威い信しんを賭かけた、人生最大の大おお博打ばくちである。

　何だか前にも似にたようなことをした気がしないでもないが、今回こそは本気である。

「ターヤちゃん、どうしたのぉ～？　何か変だよぉ」

「挙動不ふ審しんです。どうしたんですか？」

　友人のパルミ・アイネズとコニン・グレイヴスが、口々に尋たずねてくる。

「何でもございませんわ。どうぞお気になさらず」

　この二人にも話すことは出来ない。話すと、かえって勇気が挫くじけてしまいそうだ。

　鞄かばんの中に手を入れて、持ってきたもの──想おもいの丈たけを綴つづった手紙の存そん在ざいを確かく認にんする。

　これを、渡わたすのだ。直ちよく接せつ言葉にして告げることは出来ずとも、読んでもらえば気持ちは伝わるはずだ。

　渡す相手──詠えい唱しよう教室の教師である青年はまだ現れていない。普ふ段だんは時間通りきっかりに姿すがたを現すのだが、今日に限かぎってはどうしたのだろう。

「今日の授じゆ業ぎよう、宿題なんだっけ」

「宿題をやってくるのを忘わすれるどころか内ない容ようまで忘れてるのか。だめだなあ」

「宿題の内容は、最近ヘールサンキに多発する怪かい事じ件けんの調ちよう査さだよ。これはおそらくロスホーラ帝てい国こくの陰いん謀ぼうで……」

「はいはい。ギルビーの偽にせ情じよう報ほうはいいから」

　詠唱教室の生徒達が、わいわいと騒さわいでいる。

　どいつもこいつも子こ供どもだとターヤは呆あきれる。大人の魅み力りよくを放つ彼と比ひ較かくするのも馬ば鹿からしい。

「はいはいー、授業始めるよ。遅おくれてごめんねー」

「あっ……」

　鼓こ動どうが加速する。彼が、現あらわれたのだ。

「ちょっと行くところがあってねー」

「待ちくたびれたしー」

「罰ばつとして今日は宿題なし！」

「馬鹿言ってるんじゃないぞー。ほらほら用意しなさい」

　騒ぐ子供達を、慣なれた様子でなだめすかし授業を受ける態たい勢せいへと持って行かせる。さすがだ。

　そんな様をうっとりと眺ながめているうちに、ターヤはそこはかとない違い和わ感かんをおぼえた。

　青年の様子が、何か違ちがう。具体的にどうとは言えないのだが、授業に集中していないように感じられるのだ。

　時折ぼんやりと遠くを眺めたり、思いに沈しずむような表情を見せたりしている。いずれも一いつ瞬しゆんで、ターヤ以外の子供達は気づいてもいないようである。

　嫌いやな予感が、湧わき上がってきた。根こん拠きよなどないが、何かとてつもないことが起きそうな気がする。

　鞄の中の手紙をきゅっと握にぎりしめ、自分に言い聞かせる。

　きっと、告白を前にしておびえているのだ。ただ、それだけのことである。だから、彼がいつもと違って見えたり、おかしな感覚に囚とらわれたりするのだ。

　深しん呼こ吸きゆうをする。貴き族ぞくの跡あと取とりとして、恥はずかしくない行動を取らねばならない。女の方から求きゆう婚こんするだけで十分すぎるほどにはしたないのかもしれないが、それはそれだ。こちらから声をかけていかないと、きっと彼は気づいてくれないわけだし。

「何ー？　彼女でも出来たの？」

「違うよ。真ま面じ目めな話」

　ちゃちゃを入れてくる生徒達を制せいすると、彼は一いつ旦たん言葉を切った。

　そのまま、無言で生徒達を眺め回す。

　嫌な予感が強くなる。これから彼が何を言おうとしているのかは見当もつかないが、きっとよくないことに違いない。

「突とつ然ぜんで申し訳わけないけれど」

　胸むねの奥おくに何かが突き刺さるような感覚、息が出来なくなるような錯覚。

「今日付で、僕ぼく──クラウス・マイネベルグはこの詠えい唱しよう教室を辞やめることになりました」

　頭が真っ白になった。いったい彼は、何を言っているのだろう。

「先生はしばらく遠いところに行くことになるかもしれない。けど、きっと無事に帰ってくるから何も心配要いらないよ」

　言葉を失っている子供達を、クラウスは一人ひとり見つめる。

「コニン。君の元気さ活発さはきっと大きくなっても役に立つからなくさないようにね。もう少し落ち着きを身につけたらもっといいと思うよ。

　ギルビー。散々色々叱しかったけど、調べることに対する君の姿し勢せいは立りつ派ぱなものだと思うから、もっといい方向に生かすといい。掲けい示じ板ばんの記者なんて向いてるかもね」

　戻もどってくるというのに、どうしてこんな今こん生じようの別れのような言葉を残すのだろう。

「スコットを筆頭にした悪ガキ三人。元気なのはいいことだけど、いたずらもほどほどにな。そのうちしっぺ返しにあうぞ。

　パルミは、そうだなあ、俺おれからあんまり言うこともないかな。今の時点でしっかり大人だし。大きなお世話かもだけど、自分の調子をこれからも守っていけるように心がけるといいかも。

　同じことはブルーナにも言えるかな。自分の特とく技ぎを生かすって事が立派な大人になる第一歩だから、周囲を窺うかがいすぎて自分らしさをなくしたりしないように。

　ナイーシャはとにかく好き嫌きらいを直しなさい。大きくなれないぞー」

　言っていることは正しい。しかし、どうして今そういうことを言うのか。やめることになっても、また来ればいいではないか。

「トレヴァーは、もう少し運動したほうがいいかもね。無理してすることなんてないけど、太りすぎてると女の子にもてないぞー。……まぁ冗じよう談だんはさておき、体力はあるに越こしたことないぞ。体力なくて困こまってる先生が言うんだから間違いない」

　やがて、クラウスの視し線せんがターヤに向けられた。

「ターヤ」

　優やさしい、クラウスの声。いつも恋こい焦こがれていた声なのに、今この瞬間だけは聞きたくないと思った。

「お世辞じゃなくて、君の才さい能のうはずば抜ぬけていると思う。この教室で王国詠唱士に近い人がいるとすれば、それは君だ」

　君という二に人にん称しように強い違和感がある。クラウスはいつも名前で生徒を呼よんでいたのに、今日に限かぎって君という単語を使っている。

　クラウスにしてみれば真ま面じ目めな話をするからそうしているのだろうが、ターヤには哀かなしくて仕方なかった。

　そんなはずはないのだけれど、拒きよ絶ぜつされているように感じるのだ。何か、クラウスが、遠い存そん在ざいに変わってしまったような気分になってしまう。

「自分の才能に驕おごることもないし、可か能のう性はとてもあるんじゃないかな。もちろん君の人生だから王国詠唱士を目指す必要なんてないんだけれど、視野に入れて損そんなことはないと思う。今すぐ勉強して来年受けるっていうのもありかもしれない。シーパースさん喜ぶよ、最年少記録を更こう新しんしたら」

　褒ほめられているのに、ちっとも嬉うれしくない。

　才能なんてどうでもよかった。詠唱士なんて興味がなかった。クラウスがいてくれればそれでいいのに、どうして分かってくれないのか。

「……みんな、俺がいなくなっても勉強頑がん張ばるんだぞ。約束だからな」

　それじゃあね。あっさりそう言って、クラウスは去っていった。

　残された子こ供ども達の間から、嗚お咽えつが漏もれ始めた。女の子の何人かが泣き出してしまったのだ。

　ターヤは泣かなかった。不思議と、泣けなかった。

「ターヤちゃん……」

　パルミが歩み寄よってきて、ターヤの隣となりに座すわった。

「なん、ですの？」

　ようやく言葉が出せたのは奇き跡せきに近かった。

「いいのぉ、このままで？」

　危あやうく怒ど鳴なりそうになる。そんなはずがない、そんなはずがあるわけはない。

「わたくし、は……」

「言いたいことは言っちゃった方がいいと思います。もう、会えなくなるかもしれないんですし」

　コニンが、パルミの反対側に座ってそう言う。

「でも、でも」

「でもじゃない。今日できることは今日しなさい。明日死んだらどうするの」

　ターヤの頭を、友人である霊れい感かん少女ブルーナ・ディッキンソンがぽんぽんと叩たたいてくる。

「くっ……」

　ブルーナの手を払はらいのけると、ターヤは立ち上がった。

「みなさん、ありがとうございます」

　ターヤの礼に、三人の友人達はみんな笑え顔がおで返してきた。





　クラウスの歩く道は分かっている。ほどなくして、クレメンテ通りの途と中ちゆうでその背せ中なかを見つけ出すことができた。

　再ふたたび違い和わ感かん。クラウスの背中が、大きくなっているように見えたのだ。

　二十を越こえた人間がいきなり大きくなることはない。しかし、それでも、ターヤにはそう見えてならなかった。

「せん、せい……」

　走ったせいで荒あらい息になっている。そのせいか大きい声を出し損そこねた。聞こえていなかったらしいクラウスは、すたすたと歩き去ってしまう。

「先生……クラウスさん！」

　慌あわてる余あまり、声量の調節をし損ねた。ほとんど絶ぜつ叫きようのような呼よび声に、通りを行きかう人達が何事かと足を止める。

　そんなことはこの際さい問題ではなかった。足を止めて振ふり返るクラウスのもとへ、ターヤは駆かけ出す。



    

  
    
      「どうしたんだい、ターヤ」

「それは……」

　クラウスの前に立った途と端たん、勇気が挫くじけた。簡かん単たんに、野花を手た折おるかのように。

「……先生に、お願いがありまして」

　そんなことを言うつもりではない、そんなことを伝えに来たのではない。

「お願い？」

「わたくし、詠えい唱しよう士しを目指すかもしれません」

　違ちがう。何を言っているのだ、自分は。

「本当かい？」

　クラウスが相そう好ごうを崩くずす。

「嬉うれしいけど怖こわくもあるな。教え子に抜ぬかされたとあっちゃ面めん目ぼく丸つぶれだ」

「それでは、完かん膚ぷなきまで破は壊かいして差し上げましょう」

　自分が嫌いやになった。どうしてここ一番というところで臆おく病びようになってしまうのか。

「ですから、また教室においでになってくださいな」

「うん。約束するよ」

「ありがとうございます」

　それきり会話が途と絶だえた。

「……やっぱり名残なごり惜おしいなあ」

　先に口を開いたのはクラウスだった。苦く笑しようしながら、持っていた杖つえで肩かたを叩たたく。

　今が最後の好機だ。ターヤにもそれくらいは分かった。

　鞄かばんに手を突つっ込こみ、手紙を掴つかむ。これを渡わたしてしまうのだ。そうすれば、自分の気持ちを分かってもらえる。

「それじゃ、またね。次に会える時は、もっと美人になってるかな？」

　らしくもない冗じよう談だんを口にすると、クラウスはターヤに背を向けた。

「あっ……」

　どんどんと遠ざかるクラウス。もう一度追いかけようとしたが、足がその場に縫ぬい止められたかのように動かない。

　ちらりとクラウスがこちらを向き、手を振ってきた。

　無理に笑顔を作り、振り返す。

　少し恥はずかしそうに笑うと、クラウスはまた歩き出した。今度は二度と振り返ることなく、雑ざつ踏とうの中に消えていく。

　何もできず、ただ見送るしかなかった。

　クラウスが見えなくなってからも、ターヤはずっとずっとその場に立っていた。

　鞄の手紙に手をやったまま、ただ立ち尽つくす。

　一度も開かれることのなかった手紙を、強く強く握にぎり締しめたまま。



    

  
    
      　第二章　雪に閉とざされた村　In The Village Of The Ice And Snow






　夢ゆめとも現うつつともつかぬ、幻まぼろしと現げん実じつの境きよう界かい線を、エルリーは漂ただよっていた。

　自分の身に何が起こっているのか、判はん然ぜんとしない。何かの素そ材ざいとして扱あつかわれているという自覚はあったが、今ひとつ実感が湧わかないのだ。

　おそらくは催さい眠みん詠えい唱しようか何かをかけられているのだろう。この脱だつ力りよく感と虚きよ無む感と倦けん怠たい感が何よりの証しよう拠こだ。

　普ふ通つうの催眠詠唱は使う対象への悪影えい響きようを考こう慮りよして効こう果かを抑おさえたものを使用するのが基き本ほんである。しかし、今エルリーにかけられているのは手て加か減げんなしの強力なものだ。使い捨すてにするつもりがありありと分かる。

　まだそうやって分ぶん析せきする余よ力りよくが残っているのは、大変奇き跡せき的なことだ。そのうちになんとか逃にげ出す手しゆ段だんを考え出そうと思ったのだが、見つからない。完全に、八方塞ふさがりだった。

　何が伝説の詠唱士なのだと思う。自分はこんなにも、無力だ。

　元々、力を発はつ揮きできる場面が限かぎられているし、発揮することに伴ともなう危き険けんも大きすぎる。本来直ちよく接せつ戦うのを得手としていたわけでもなかったから、ちょっとした駆かけ引きで簡かん単たんにひっくり返されてしまう。

　情なさけなさに涙なみだが出そうだ。どうせ液えき体たいの中で浮うかんでいるのだから涙が出たところで、混まじって溶とけ込んでしまうだけなのだが。

　むしろ悔くやし涙を流すだけの感かん情じようが残っていること自体が奇跡的である。意い識しきを保たもっていられるのも、そう長いことではないのかもしれない。

　ふと、誰だれかの気配を感じた。気配というよりは、魔ま力りよくを感じた、と表現した方が近いかもしれない。

　作り物であることを隠かくそうともしない、空っぽの魔力。そこにいるのが誰で──否いな、何であるか、エルリーにはすぐ分かった。

　髪かみの長い少年の形をした、何か。感情も意思も意識も自じ我がもない、ただ指令を忠ちゆう実じつに守るように『製せい作さく』された、行き過すぎた魔ま術じゆつ体たい系けいの落とし子。

　ジェシー──いや、今はハワードといったか。エルリーの生み出した技ぎ術じゆつによって作られた魔パ製ペ人ツ形トである。

　うっすらとエルリーは目を開く。液体の向こう、つまりは筒つつの外側に、ハワードは立っていた。

　そう、ただハワードは立っていた。その目はエルリーに向けられているが、エルリーを見ているのかどうかは定さだかではない。おそらくは見ていないのだろう。

　動くこともなく、ハワードはエルリーを見つめ続けている。

　消え残る意識が苛さいなまれるほどに、辛つらい光景だった。

　恨うらんだり、憎にくまれたりするのならまだいい。それがどれほど負の方向に位置している感情であったとしても、相手が生きていると感じられるから。

　ハワードは生きてはいない。動くし、呼こ吸きゆうもする。しかしあくまでそれはそう機き能のうするように設せつ計けいされたからである。

　ハワードは、ただそこに、あるだけなのだ。





　ストラドリー地方は、王都ヘールサンキから若じやつ干かん北に向かったところを指して言う。

　夏は涼すずしいので避ひ暑しよ地として親しまれているが、冬にもなると雪に閉ざされるので訪おとずれる人はほとんどいなくなるような土地だ。

　さしたる特産物もなく、定住する人間も代々の土地の者以外にはいない。よくある地味な田舎いなか、といった趣おもむきである。

「さ、さむいね……」

　そんなル・リチャーズの村近くに、クラウス達はやって来ていた。

「そうですか？　僕ぼくが生まれたところに比くらべたらたいしたことないですよ」

　トピーアが何でもないことのように言う。地面には雪が積もり木々にも白い花が咲さくという北国仕様の風景の中にあって、彼女はヘールサンキにいるような軽けい装そうだった。

　空から大おお粒つぶの雪が降ふっているので傘かさをさしているが、背せ中なかに背せ負おった大きな荷物とあいまってどう見ても雨の日の買い物姿すがたか何かにしか見えない。

「俺おれが生まれたところに比べたらとんでもないところなんだけど……」

　対たい照しよう的に、クラウスはコートを着込みフードを被かぶり背中を丸めていた。首を竦すくめすぎて、肩かたがひどくこってしまっている。

「もー、だらしないですね。さあ行きますよ！」

　トピーアが威い勢せい良く歩き出す。寒さに強いことで得意になっているのだろう。

　しかし威勢良く歩き出すのはトピーアに限かぎって大変危き険けんだ。

　そのことを注意しようとしたその瞬しゆん間かん、トピーアの体は銀雪に飲み込まれた。

「ああ……」

　目を覆おおいたくなるような光景である。

「あ、あうう」

　流石さすがと言うべきか、立ち上がるのは早かった。しかし、体は上から下まで見事に雪まみれだ。

「薄うす着ぎだし、このままだと濡ぬれて冷えて風か邪ぜを引いちゃうかもしれないな。とりあえず、どこか宿でも見つけて着き替がえた方がいいよ」

「はい……」

　恥はずかしそうに体についた雪を払はらい落とすトピーア。顔が赤いのは、冷たい雪に突つっ込んだからだけではないだろう。

　しばらく歩くと、人里が見えてきた。

「あれがル・リチャーズの村ですね。先に調ちよう査さしている最上級階層マジエステイの人がいるはずです」

　懐ふところから取り出した地図を眺ながめながら、トピーアが言う。

「先に誰か来てるんだ」

「ええ。情じよう報ほう収しゆう集しゆうが専せん門もんの助じよ性せい詠えい唱しよう士しさんです。『訪れる残照シヤドウズフオール』っていう呼よび名で通っている人なんですけど」

「ああ、ジミー・デグラスか」

　聞いたことがある。詠唱を使った変装が得意で、その真の姿は同僚はおろか国王でも知らないという人物である。

「そうそう、さすがよくご存ぞん知じですね。そのジミーさんが先に調べてて、どうもル・リチャーズにウッドが身を隠かくしているらしいという情報を送ってきたんです。僕達は彼に国王陛へい下かの勅ちよく令れいを渡わたすのと、調査の手伝いをするのが目的ですよ」

「ああ、それは出かける前に聞いたから分かってるけど……」

　クラウスはとんとんと杖つえで肩を叩たたいた。

「その、そういう行動ってもっと慣なれてる人がやるものじゃない？　トピィはともかく、俺はまだ何の経けい験けんもない駆かけ出しだし」

「まあそれは確たしかにそうかもしれないですけれど、仕方ない面もあるんですよ」

　トピーアが杖を抱かかえ直す。

「現げん在ざい王国詠唱士は王国中のあちこちに飛んでます。掲けい示じ板ばんでも話題になってますが、不ふ審しんな事じ件けんや動きが王国中で起きてまして」

「なるほど……」

　クラウスの脳のう裏りに掲示板の記事が甦よみがえる。強ごう盗とう、夜盗や王国軍施し設せつに対する正体不明の攻こう撃げき。少数民族が不ふ穏おんな動きを見せて王国軍隊と小こ競ぜり合あいになったり、王室を中ちゆう傷しようするビラが王都中にまかれたり国王自身が刺し客かくに襲おそわれたりと、最近国民を不安にさせる事件が多発している。

「情報管かん制せいが敷しかれているので公おおやけにはなっていませんが、コティペルト王国と仲のよくないロスホーラ帝てい国こくのような隣りん国ごくによる工作活動だという説が当局の間では有力です」

　随ずい分ぶんと大きな話である。つい最近までただの一いつ般ぱん市民だったクラウスには怖こわい怖くない以前の問題として実感そのものが湧わかない。

「まあ、僕達が気にしすぎることはないですよ。言われた命令をしっかりこなしていれば大だい丈じよう夫ぶです。最近の国王陛下は見み違ちがえるように立りつ派ぱになられましたし」

「え、そうなんだ」

「ええ。この前初めてお目通りしたクラウスさんには分からないでしょうけど、もうこれまでの陛下ときたら……」

「止まりなさい」

　突とつ如じよ、二人の行く手を交差する棒ぼう状じようの物体が塞ふさいだ。

「うわっ」

　驚おどろいて立ち止まる。

「君達は何者かね。この村に何をしに来た？」

　棒状の物体の正体は、二本の槍やりだった。

「ル・リチャーズでは、国王陛下の名において外出禁きん止し令が敷かれている。何なん人ぴとたりとも、許きよ可かなく行き来することは許ゆるされていない」

　槍を持っているのは、いずれも屈くつ強きようそうな若わか者ものだった。王国軍の制せい服ふくを着たりしているわけではないから、私し兵へいや民兵の類たぐいだろう。厚あつ着ぎをして深々とフードをかぶっているので、人相までは判はん然ぜんとしない。

「ええと、それは……」

「すいません、僕達は櫛くしの行商をしておりまして。雪に巻まき込こまれてしまったので一夜の宿をお願いしたく参ったのです」

　背せ負おった荷物から、トピーアは櫛を取り出してみせる。

　これは、出かける前から決まっていた筋すじ書がきである。ル・リチャーズはウッドの私し領りようであり、息のかかった人間があちこちにいると考えておかなければならない。

　そんな場所に杖を構かまえ『愚者の鎖バスタードチエイン』をぶらさげて自分達は王国の手の者ですよとずかずか踏ふみ込んでいくのはあまり得とく策さくとはいえない。

　というわけで、クラウスとトピーアは櫛の行商を行う兄妹という設せつ定ていで行動していた。

「ふむ……」

　若者達が目配せしあう。どうすべきか、迷まよっているらしい。

「僕も、ダグお兄さんも身み寄よりがないんです……もちろん行く当てもなくて。泊とめてもらえないと、凍こごえ死ぬしか……うう、うっうっう」

　追おい討うちをかけようと思ったのか、やや過か剰じようとも言える演えん技ぎでトピーアが頼たのみ込む。

　ちなみにダグというのはクラウスの偽ぎ名めいである。念には念を入れてということらしい。トピーアの偽名はチャッピーで、本人曰いわく間違っても男に間違われないようにするためのものだそうだ。

「仕方ない。入りなさい」

　若者の片かた方ほうがそう言った。

「おい……」

　もう一人が不満そうな声を出す。

「まあ、構かまわないだろう。可哀かわい想そうじゃないか」

「うーん……」

「責せき任にんは俺が取る。……さあ、行くといいよ」

　発言権けんの強い方を味方につけることに成功したらしい。とんとん拍びよう子しに話が進んでいく。

「ありがとうございますっ。それでは」

　そそくさとトピーアが村の中へ入っていった。ぼろが出る前に侵しん入にゆうという腹はらづもりだろう。

「か、感かん謝しやしますー」

　クラウスもあわててその後を追いかける。

「お兄ちゃん、弟をしっかり面めん倒どう見てやるんだぞ」

　通してくれた門番が、横を通るクラウスにそんなことを言う。

「……弟？」

　トピーアの小さな背せ中なかがぴくりと大きく動く。

「だれが、おとうとですって？」

「いくぞトピィ！　じゃなかったチャッピー！」

　その背中を突つき飛ばすようにして、クラウスは村の中へと一目散に向かった。





　村の中は死んだように静まり返っていた。動く生き物の気配がしない。まるで、降ふり積もる雪に息の根を止められてしまったかのように、風景そのものが押おし黙だまっている。

　ちらちらというよりはどっさりと雪が降り注いでいる。

「おとうと……おとうと……？」

　ぶつぶつとうわごとのようにトピーアが繰くり返している。間ま違ちがわれたのがよほど悔くやしいのだろう。

「な、なあに。相手の目を欺あざむけたということさ！」

「そ、そうですよね。うん。作戦行動だから仕方ないんです。目的の前には小さな自じ尊そん心しんなど黙もく殺さつしなければならないのです。……って、前にも似にたようなことがあったような……」

　またしてもトピーアの体から不ふ機き嫌げんさが霧きりとなって立ち上り始める。

「さ、さて！　宿を探さがさないとな！」

　クラウスは強ごう引いんに話題を逸そらすことにした。

「とは言ってみたものの、果たして泊まらせてもらえるのだろうか」

　詳くわしい事じ情じようは分からないものの、この辺一帯に外出禁きん止し令が敷しかれているらしい。国の命令だという風にさっきの民兵風の若わか者もの達は言っていたが、そんな命令はおそらく出ていない。

　となると、おそらく何者かが──高い可か能のう性でこの地方の事実上の支し配はい者であるウッドが──勅ちよく令れいを騙かたりそういう指し示じを出しているのだろう。

　領りよう民みん達に自身が取った行動や国王が下した処しよ罰ばつが知れ渡わたると、最後の基き盤ばんが足元から崩くずれてしまうことになりかねない。そのため目と耳を塞ふさいでしまうという手しゆ段だんに出たのだろう。

「あ、あそこに宿って看かん板ばんが出てますね」

　雪に半なかば埋うもれた木の塊かたまりのようなものを、トピーアが指さした。

「どれどれ……あ、ほんとだ」

　近づき雪を払はらい落としてよく見てみると、確たしかに「お泊まり所・アーケストダワー」という文字が書き付けられているのが見えた。

「よく分かったなぁ」

「えへへ、雪国育ちをなめてはいけませんよー」

　得意気にそう言うと、トピーアは建物の扉とびらを叩たたいた。

　中から反はん応のうはない。

「うーん、留る守すでしょうか？」

「留守と言うよりは、警けい戒かいしてるのかな」

　基本的に平和なコティペルト王国において、外出禁止令が発動されることなどまずない。一いつ般ぱん市民が怯おびえるのは当たり前だろう。

「ならば奥おくの手です」

　おほんと咳せき払いを一つすると、トピーアは泣き出しそうな声こわ色いろを作った。

「す……すいません……どうか、どうか一晩ばん泊とめていただけませんか……ごほごほ」

　先さき程ほどと同じく、やや行き過すぎとも言えるなりきりぶりである。そう何度もこんなクサイ芝しば居いが通るものだろうか。

　クラウスが不安に思っていると、扉が中から開いた。

「……今、お客さんをとっていないんですが……」

　中から出てきたのは、矯きよう正せい鏡きようをかけた実直そうな青年だった。

「お願いします、お願いします」

　顔が地面につきそうなほどに深く、トピーアは何度も何度も頭を下げた。

「うーむ……」

　おそらくはこの宿の主だろう青年の表情が、弱り切ったものに変化する。

「え、えーと。僕ぼく達は今行商をしてまして、この村に来たわけですが、もう泊まる場所もなくて、だからここに泊めてほしいのです」

　何とか追い打ちをかけようと頼たのみ込んでみたが、我われながら拙つたないことこの上ない。

　振ふり返ったトピーアが睨にらみ付けてきた。下手なことをするくらいなら黙だまっていろとでも言いたげだ。

「そうですか……。ならば、仕方ありません。自分の宿に泊まっていってください」

　決心したように、青年が頷うなずいた。

「どうぞ、泊まっていってください」

「あ、ありがとうございますっ！」

　トピーアが先程までとは別人のようにはしゃぐ。

「部屋の準じゆん備びは出来てませんので、お一つの部屋を使っていただきますが……」

　青年が、クラウスとトピーアを見み比くらべた。

「お二人とも男性なようですし、構かまいませんね」





　激げつ昂こうするトピーアをあの手この手でなだめながら、クラウスは案内された部屋に入った。

　一番初めに暖だん炉ろが目についた。詠えい唱しようで火をおこす種類のものだ。

　ベッドは二つ並ならんでいる。普ふ通つうのつくりの、安そうなベッドである。

　窓まどは見るからに分ぶ厚あつそうで、外の寒さをしっかり防ふせいでくれるだろう。ひとまずのんびりと休息を取ることができるに違いない。

「素す泊まりということでよろしいでしょうか。お食事の用意もしておりませんので……」

　青年が申し訳わけなさそうに言う。

「ええ、構いませんよ。泊めて頂いただけただけでも感かん謝しやしています」

　クラウスの言葉に、青年は安心したように表ひよう情じようを緩ゆるめた。

「寒かったでしょう。暖炉はご自由にお使い下さい。それでは、失礼いたします」

　青年が部屋から出て行くと、トピーアは不満をぶちまけ始めた。

「まったく……誰だれも彼も人のことを男の子と間ま違ちがえて！　大変不ふ愉ゆ快かいです！」

「いやでもまあ、いつものことなんじゃないの？」

「だから腹はらが立つんです！」

　詠唱して、暖炉に火をつけるトピーア。

　ぼわっと、油でもこぼしたような勢いきおいで炎ほのおが立ち上った。

「ほんっとにもう……」

　忌いま々いましそうにそうつぶやくと、トピーアは片かた方ほうのベッドに腰こし掛かけた。

「みんな、中々気づいてくれないね」

「クラウスさんも初めは間違えましたしねー」

「ぐっ……」

　当たり障さわりのないことを言ってなだめようとしたが、逆ぎやく効こう果かだったらしい。

「ふんだ」

　鼻を鳴らすと、トピーアはシーツをかぶってしまった。

「まぁまぁ、そう拗すねるなよー」

　もう一つのベッドに座すわり思案する。どうすればトピーアの怒いかりを静しずめることが出来るだろう。

「……どうせ僕なんて……みんなみんな……」

　ぼそぼそとトピーアが文もん句くを言っているのが聞こえてくる。

「でもさ、トピーア本当は可愛かわいいんだし、きっとよさに気づいてくれる人もいるよ」

　嘘うそを言ったつもりはない。機き嫌げんを取ろうとしていたのは事実だが、偽いつわりない本心である。

「……へぇ」

　しかし、シーツから顔を出したトピーアの表情はそれまでと全く違うものに変化してしまっていた。

　なんと表現すればいいだろうか。怒りでも悲しみでもない、これまでトピーアがしたこともないような表情である。

「ほんとですか？」

「う……うん」

　いきなりのことで、面めん食くらってしまう。

「ふーん。そうなんだぁ」

　何を急に怒おこり出したのだろう。理由を考えてみるが、まったく思い当たるふしがない。

「その気づいてくれる人っていうのは、誰なんですか？」

「えっ……誰って、それは……」

「クラウスさんじゃないですよね」

　トピーアの目が、すっと細くなる。子こ供どものする目ではない。

「え、俺おれ？　いや、でもトピーアはいい子だとおもうよ？」

「はいはい、ありがとうございます」

　そう言い捨すてると、トピーアはまたシーツを被かぶり直してしまった。

「ど、どうしたのさ急に……」

「どうもしませんようだ」

　すっかり弱り切っていると、いきなり扉とびらが開いた。

「……は!?」

「失礼いたします」

　入ってきたのは、こんなところに入ってくるはずのない人間だった。

「王国警けい察さつの者です」

「いや知ってるし！」

　男前だがどこか不ふ真ま面じ目めさを感じさせる顔立ちを見ればすぐに分かる。クラウスとは腐くされ縁えんの友人だか何だかよく分からない間あいだ柄がらの王国警察官、ルドルフ・シェンルーだ。

「そうですか、それは好都合です。是ぜ非ひお願いしたいことがありまして」

　不気味なほどに丁てい寧ねいな言葉遣づかいである。一体何があったというのか。ただでさえややこしいのに、想そう像ぞうだにしない方角から予想だにしない邪じや魔まが現あらわれた。

「何だよ。こんな北国まで来てナンパの相談か」

「……ナンパとは、一体どういうことでしょうか」

　ルドルフの表情が、硬くこわばる。彼らしからぬ表情だ。

「いやー、だって他にルドルフがやることって思いつかないし……」

　クラウスの言葉に、ルドルフは顔を紅こう潮ちようさせた。そしてかぶっている制せい帽ぼうを直しながら、猛もう然ぜんとクラウスに抗こう議ぎを始める。

「捜そう査さ中である王国警察官への協力はコティペルト王国警察官職しよく務む執しつ行こう法第七条により義ぎ務むづけられています。また、個こ人じんに対するいわれのない中ちゆう傷しようは……」



    

  
    
      『群むら雲くも焦こがす怒りの焔ほのお、滅ほろびにまろぶ愚おろかな者に、等しく裁さばきとその断だん罪ざいを！』

　その抗議が皆みなまで終わる前に、杖つえをひっつかみクラウスは攻こう性せい詠えい唱しようを唱えた。

「なっ、何を……」

『紅こう炎えん激げき落らく、猛もう厳げん疫えき爆ばく！』

　動転している王国警察官に、情なさけ容よう赦しやなく『灼焔の青嵐フアイヤーウインド』を叩たたき込こむ。

　鍵けん言げんを通つう常じようのものから若じやつ干かん変へん更こうし、クラウスの出せる瞬しゆん間かん出力の全てを用いて変へん換かんした魔ま力りよくの炎ほのおが、瞬間的に王国警察官を飲み込む。

「……質しつ問もんがあるのですが」

　炎は、まるで息を吹ふきかけられた蝋ろう燭そくの明かりのように消しよう滅めつした。

「あなたは、どうやって私の正体を見み破やぶったのですか？」

　そこに立っていたのは、妙みよう齢れいの美女だった。イヴニングドレスのような煌きらびやかな衣い装しように、かかとの高い靴くつを履はいている。やや濃こい目の化け粧しようが、いかにも大人の女性といった魅み力りよくを放っていた。

「簡かん単たんなことですよ」

　油断することなく杖を構かまえながら、クラウスは答える。

「ルドルフが俺に丁寧な言葉遣いをするはずがありません」

「……お知り合いでしたか。これは失敗」

　女性は残念そうに微笑ほほえんだ。

「印象に残っていたので使ってみたのですが。こういう事じ態たいが起こることを予よ測そくすべきでしたね」

「貴方あなたは何者ですか？」

「わたしにとって、おそらくもっとも答えにくい質問ですね」

　女性が顎あごに手を当てる。

「何しろ──」

　クラウスがまばたきをしたその瞬間、信じられないことが起こった。

「わたしは──」

　女性が、先さき程ほどまで話をしていたこの宿の青年に変わっていたからだ。

「元の自分がどんな姿すがたをしていたのか思い出せないのです」

　声も、姿も、服ふく装そうも。まるで、初めからそこにいたかのように。

「ジミーという名前から想像するに、男だったことは間ま違ちがいないようですが。一日に五度は性別が変わるので自信もなくなりました」

「最初は僕も気づきませんでしたよ」

　シーツから顔を出したトピーアが、そう言った。

　あまり緊きん張ちようした様子は見られない。友人を前にしたような気軽さがある。

「ジミー……というと、『訪れる残照シヤドウズフオール』の方ですか」

「はい、初めまして。失礼をいたしました」

　青年が頭を下げる。

「ジミー・デグラスと申します。以後お見知りおきを」

『訪れる残照シヤドウズフオール』。変化系けい統とうの詠えい唱しようを使いこなし、その変装は陽光をも欺あざむくとまで言われる達人である。

「ちなみにトピーアはどこで気づきましたか？」

「いくら何でも、マギレルさんの姿で現あらわれられたら分かりますよ。あの人今産休中でしょ」

「おっと、それもそうですな」

　青年改めジミーが、苦く笑しようした。

「ではこちらからも助言を。トピーアの演えん技ぎは少々やり過すぎです。村の入り口でも、自分が助け船を出さなければどうなっていたことか」

「……え、そうでした？　僕としてはうまくやったつもりなんだけど……」

「まだまだですな。修しゆ行ぎようが足りません」

　そう言うと、ジミーは破は顔がんする。

「入り口……？」

　話が見えない。怪け訝げんそうにしていると、

「ああ、村の入り口でかばってくれたのは、あれ実はジミーさんなのです」

「そ、そうだったんだ」

　村の兵士に化けて潜もぐり込んでいたというのか。げにおそるべき実力である。

「何なら自分が稽けい古こをつけてあげましょうか？」

　ジミーが笑う。

「いきなりロスホーラに単たん独どく潜せん入にゆうさせられそうで怖こわいです」

「なに、ようは度ど胸きようです。慣なれればデスタメール軍の作戦会議にも出席できますよ」

　さらりとジミーがとんでもないことを言った。

「……てことは、ジミーさん」

　トピーアの声の温度がどんどん下がっていく。

「二度も僕のことをわざと男の子と間違えたんですか？」

「こちらの方はどなたです？」

　トピーアの言葉が聞こえていなかったかのような素そ振ぶりで、ジミーがトピーアに質問する。

「彼は僕ぼくが推すい挙きよした準じゆん詠唱士さんです。……いや、それは後回しで。質しつ問もんに答えてください」

「軽い冗じよう談だんですよ。厳きびしい任にん務むにはちょっとした諧かい謔ぎやくの精せい神しんが必要です」

　割わり合あい本気で怒おこっているトピーアに対しても、ジミーは屈くつ託たくがない。これも潜入任務の賜たま物ものだろうか。

「……まぁ、許ゆるしてあげましょう」

　不ふ承しよう不ぶ承しようと言った口ぶりで、トピーアがベッドから降おりた。

「指令書を陛へい下かからお預あずかりしてきました。読んでください」

「なるほど。ありがとうございます」

　トピーアから巻まき物ものを受け取ると、ジミーは詠唱する。

『隠かくれる贖あがない捲まくれる償つぐない、全てはひとえに捻ねじれる性さがなし。真しん解かい擬ぎ層そう、凜りん街がい見み操そう』

　これは『心賞の剤源マインドクライム』という詠唱である。かけられている暗号を解とくためのものだ。例えば封ふう印いん詠唱のように、決められた単語を合い言葉として設せつ定ていすることにより秘ひ密みつを保ほ持じしたまま書類を扱あつかうことが可か能のうになる。

「……ふむ」

　さらりと目を通すと、ジミーは巻物をくしゃくしゃにしてから暖だん炉ろに投げ込んだ。

「指令が来たので自分はこれで失礼します」

　指令の内ない容ようがなんであるかは一いつ切さい口にせず、ジミーは部屋から出て行った。

　当たり前の行動なのだろうが、一流の詠唱士の任務に対する姿し勢せいを垣かい間ま見たような気がして、改めて気合いを入れ直すクラウスだった。

「そうそう」

　しかし、部屋にコティペルト王国国王が入ってくるという想そう像ぞうを超ちよう越えつした事じ態たいに、入れ直した気合いは雲散霧む消しようした。

「この宿の主あるじはしばらく帰ってこないので、自由に拠きよ点てんとして使うと良いぞ」

「へっ、へいか!?」

「……ジミーさん。慣れてないクラウスさんが真に受けるのでそういう冗談はよしておいた方がいいですよ。あとしばらく帰ってこないって何をしたんですか」

「宿の主は突とつ然ぜん旅に出た。一週間ほどすると帰ってくる予定だ。

　ちなみにさっきも余よが言ったとおり、諧謔の精神が任務には不可欠なのだ。慣れぬ相手がいるのなら特にな」

　一度しかラムリアと間近に話したことのないクラウスだが、ジミーが完全になりきっていることは簡かん単たんに推すい測そくできた。口調といい立たち居い振ふる舞まいといい、おそらくうり二つだ。

「では余は行くぞ。健けん闘とうを祈いのる」

　そう言い残し、今度こそラムリアではなかったジミーは部屋を後にした。

「まったくもう。相変わらず悪戯いたずら好きな人なんですから」

　腕うでを組み、トピーアが溜ため息いきをつく。

「……いやあ、まだ心しん臓ぞうがばくばくいってる」

「あはは。まぁ最初のうちは僕も散々騙だまされましたよ。ガス爺じいの格かつ好こうで温泉に入ってきた時はたらいぶつけちゃいました」

　何というか、笑うに笑えない挿そう話わである。記き憶おくを辿たどり、いつだったかの露ろ天てん風ぶ呂ろにトピーアがいたかどうか思い返してみる。確たしかいなかったはずだ。トピーアに近い体つきの女性は何人かいたものの。

「クラウスさん。その微び妙みようにいやらしい表ひよう情じようはなんですか？」

「もちろんなんでもないよ。これからの行動について多角的な視し点てんから考察を加えていたんだ」

「怪あやしさ大暴ぼう発はつですが見み逃のがしてあげましょう。ちなみにこれからの行動はおそらく陽動です」

「そうなんだ？」

　内心をなんとか誤ご魔ま化かしきったことにこっそり安あん堵どしつつ聞き返す。

「ええ。単たん独どくでジミーさんが活動している時点で、僕達が直ちよく接せつ的に助けに入る必要はありません」

　トピーアの言葉にためらいや不安の類たぐいは感じられない。完全な自信があるのだろう。

「それじゃクラウスさん、とりあえず万が一のために結界を張はっておきますね」

「うん、分かった」

　部屋から出て行きかけて、トピーアはふと考えるような仕草を見せた。

「ん、どうしたの？」

「いいことを思いつきました」

「いいこと？」

「万が一に備そなえてのことです。クラウスさんも手伝ってください」

　そう言うと、トピーアは部屋から出て行った。

「……何だろう？」

　不思議に思いつつ、クラウスはその後を追いかけたのだった。





「いいこと」

　頭に積もった雪を払はらおうともせず、サビーネは部下達に命令した。

「今すぐ、今日中に、絶ぜつ対たいに、わたしが眠ねむれる場所を確かく保ほしなさい。とりあえず屋根がついてればいいわ」

　目が据すわっている。

「もし見つけられなかった場合は、もう言うのもめんどくさいわね。さっさと探さがしてきて」

　サビーネが一体どんな言葉を省しよう略りやくしたのか理り解かいしたであろう子分達は、蜘く蛛もの子を散らすように駆かけだした。

「さ……さむい……」

　身み震ぶるいすると、サビーネは近くの木にもたれながらしゃがみ込こんだ。

　歯の根が合わない。いつものように子分達を脅おどかしてはみたものの、実じつ際さいのところはもはや怒ど鳴なる気力もないほどに消しよう耗もうしている。

　やはり、根本的な体力の違ちがいが出てきていた。その多くが山さん賊ぞくだったり無法者だったりする子分達はみんな頑がん丈じようだが、どこまで行っても詠えい唱しよう士しであるサビーネには、この厳げん寒かんには耐たえきれないものがあるのだ。

　さすがにこれだけ寒いと思考が鈍にぶってくる。膝ひざを抱かかえたまま、目の前の白い地面を呆ぼう然ぜんと眺ながめる。

「大丈夫ですか、サビーネさん」

　ぱさり、と肩かたに何かが掛かかった。

「ん……」

　顔を上げる。そこには、ぶるぶる震えるヨハンの姿すがたがあった。

「何で上着着てないのよ……って」

　そこでようやく、サビーネは自分の肩にかけられているのがヨハンの上着だということに気づいた。

「べ、別にいいわよ。あんた着てなさいよ」

　上着を脱ぬぎ、押おしつけようとする。

「さっきは無む茶ちやな命令をしたわりに、何でこれは断ことわるんですか」

　おかしそうにヨハンが尋たずねてきた。

「それは……」

　照れくさいからだ、なんてことは口が裂さけても言えない。首しゆ領りようとして子分達にも屋根の下で眠らせてやりたい、とちらりと思ったなんてことも同じく言えない。

「それじゃ行きますね」

　言葉に詰つまるサビーネに、ヨハンは全すべて分かったとでも言わんばかりの笑え顔がおを見せてきた。

「あ、ちょっと」

　サビーネの制せい止しを聞かずに、ヨハンは走り出していった。

「まったく、もう……」

　自分の命令を無む視しされた格かつ好こうだが、不思議とそんなに腹はらは立たなかった。

　ちょっと上着の裾すそを寄よせてみる。暖あたたかい。ヨハンの熱が残っている。

「……って、ちょっと！」

　慌あわてて上着を脱ぎ捨すてる。

　今自分が、ヨハンのぬくもりに安心したような気がする。そんなたわけたことがあってはならない。あってはならないので、上着をこれ以上着ているわけにはいかない。

「あ、あうう」

　脱ぎ捨てた途と端たん、想そう像ぞうを絶する寒さがサビーネの体中を文字通り締しめ上げた。



    

  
    
      　慌てて上着を着直す。これは非ひ常じよう事じ態たいだから仕方ない、という理り屈くつになっているのかどうかも怪しい理屈を自分に向かって振ふりかざし何とか納なつ得とくさせる。

「……何をやってるんですか？」

　怪け訝げんそうな声。振り返ると、少し離はなれたところに子分の一人であるダズール・ファーラが突つっ立っていた。

「ひゃっ!?」

　思わず硬こう直ちよくする。首領と子分云うん々ぬんを抜ぬきにして、純じゆん粋すいに一人の人間として恥はずかしいところを見られてしまった。

「何でもいいじゃないのよ！　どうしたのよ、みつかったの!?」

　いつもなら、言い訳わけの一つでも見つかっていたところだろう。しかし、今のサビーネは様々な理由から正常な状じよう態たいではなく、結果かなり弱々しい喚わめき声でごまかすことしかできなかった。

「ええと、確たしかに見つかりましたよ」

　子分達を信じていなかったわけではないが、そんな返事が返ってくるとは思わなかった。

　目の周囲を黒い化け粧しようで彩いろどり、鼻に銀の輪を通すというなかなか風変わりなお洒落しやれで装そう飾しよくされたダズールの顔を、サビーネはまじまじと眺める。

「ブラッドさんが今調べてます。これまでは店主がいたらしき宿が空になってるっぽいんですよ」





　ブラッドの報ほう告こくによると、店主が外出したまま戻もどってこないのだという。外出禁きん止し令中に一いつ介かいの宿屋風ふ情ぜいが外を出歩くとは不ふ可か解かい極きわまりないが、もうそんなところに拘こう泥でいしている場合でもない。

　サビーネは部下達を呼よび集めると、幻げん惑わく詠えい唱しようを全員にかけた。出力を抑おさえた簡かん単たんなものだが、最さい低てい限げんの迷めい彩さいくらいにはなるだろう。

　この周辺を警けい備びしているらしき私し兵へい風の集しゆう団だんに、サビーネ達は延えん々えんと追い回されていた。サビーネ達が中々安定した寝ね床どこを確かく保ほできないのも、一つはそこである。

　私兵程てい度どの割わりに、とにかくしつこいのだ。まるで、ここに近づいた人間は何者であれ一人も逃にがさないとでも言いたげな追い詰つめられた殺気が感じられるのだ。

　もう少し余よ裕ゆうがあれば調べてやろうという気にもなるのだが、何分状じよう況きようが悪い。今は不本意だが、脱だつ出しゆつを最優ゆう先せん事じ項こうに置くべきだろう。

「一日、この雪を凌しのいだら、すぐに場所を変えるわよ」

　サビーネは子分達に言い聞かせる。大人数がかたまって過すごしていたら、いかに外を人が出歩かない現げん状じようとはいえ間ま違ちがいなくばれてしまう。ひとまず悪天候を凌いだらまた脱出を狙ねらうつもりくらいなのが一番いいだろう。

　全員に詠唱がかかったのを確かく認にんすると、サビーネはダズールとブラッドに案内を頼たのんだ。

「任まかせてください」

「心配要いりませんよ」

　二人とも厳いかめしく答えた。サビーネがものを頼むという異い常じよう事態に、期する所があったのだろう。

「あり……蟻ありみたいに働くのよ。能のう無しなんだから」

　若じやつ干かん無理のありすぎる言い直しだった。ヨハンがへらへらと笑っている。体力が回かい復ふくしたら真っ先に痛いたい目に遭あわせることを内心で固く誓ちかう。上着の恩おんを差し引きしても赤字確定である。





　二人が案内したのは、さして大きくもなさそうな宿屋だった。看かん板ばんなど、雪に埋うまっていてほとんど見つけられなさそうである。

「全員分の寝床があるかしら……？」

　不安がサビーネの心の中で頭をもたげる。

「大だい丈じよう夫ぶ、屋根さえあればどこでも寝られますよ」

　子分の一人、フェリックスが腹はらを揺ゆするようにして笑った。

「それって、いつもサビーネさんが言う台詞せりふなのになあ」

　フェリックスの横で、突つっ立てた髪かみが印いん象しよう的てきなクレイグがおかしそうにいい、子分達が全員笑う。

「ふ、ふざけるんじゃないわよ！」

　言いながらも、自分が調子を乱みだしていたことを今いま更さらながら実感する。子分達の前で何かを心配する姿すがたを見せてしまったことなどおそらく初めてだ。恥はずかしいやら不ふ甲が斐いないやらで、かなり居い心地ごこちが悪い。

「さあ、入りましょうか。こんなところでみんなしてたむろしていたら目立って仕方ありません」

　そうこうしているうちに、指し示じまでヨハンに出されてしまった。

「い……行くわよ」

　それだけ言うのがやっとのこと。懐なつかしさを感じるくらい久しぶりに、サビーネは少し落ち込んでみた。

「じゃ、入りますよ」

　扉とびらに手をかけたブラッドが、その姿し勢せいのまま後ろに吹ふっ飛んだ。

「け、結界!?」

　子分達が動どう揺ようする。

「……そうみたいね」

　サビーネは扉の前に立った。

「質しつの高い結界ねー。うまく人の目を欺あざむきながら張はってる」

　杖つえをかざす。ほんの僅わずかな魔ま力りよくの反はん応のうがあった。

「今ので、中では色々な対たい策さくを準じゆん備びしてるはずよ」

「誰だれでしょう」

「分からないわね……」

　状況が全く読めない。結界を張って警けい戒かいすると言うことは、この村に何か目的があって侵しん入にゆうしている何者かによる仕し業わざだという可か能のう性せいが高いが、こんな辺へん鄙ぴなところに何があるのだろうか。

「そんじょそこらの人間がこんな高度な技ぎ術じゆつを使えるとも思えないし」

　間違いなく一流の詠唱士の仕事だ。執しつ拗ようにサビーネ達を追いかけ回す私兵団といい、謎なぞが深まるばかりである。

「どうしましょうか」

　ヨハンが尋たずねてくる。

「決まってるじゃない。行くわよ」

　決けつ断だんは明めい快かいだった。

　ここまで来て後に引くわけにはいかないというのもあるが、この手の結界を用意する時点で相手の戦力が高くないということもサビーネには読めていたからだ。

　気づかれないように息を潜ひそめ、隠かくれているわけだから、正面切って戦わないのではなく戦えないのではないかという理り屈くつである。

「制せい圧あつ戦よ。油断したら許ゆるさないから」

　調子を若じやつ干かんなりとも取り戻もどしたことを自覚する。眠ねむることのできる場所を前にして、最後の活力が湧わいてきた。

「フェリックスとレックスを先頭に。ウェンズデーとトリップで脇わきを固めて突つっ込こむわよ」

　素す早ばやく指示を出していく。

「承しよう知ちっ！」

「声を揃そろえて返事するのは三下っぽさが滲にじみ出るからやめなさいって言ってるでしょ！」

「承知っ！」

「……もういいわ。行くわよ！」

『全すべての扉は開かれるためにあり、故ゆえに我わが望みは真なり。愚おろかな抵てい抗こうをやめ道を開け。──我が名はサビーネ、全てを手に入れんとする者なり。塞さい門もん開かい破は、封ふう壁へき煤ばい破は』

　解かい呪じゆの自作詠えい唱しようを唱えて、思いっきり杖を扉にぶつける。

　閃せん光こうとともに、扉が砕くだけ散った。魔力の衝しよう突とつに耐たえ切れなかったのだろう。

「容易たやすいわね」

　その気になれば、魔術復ふつ興こう時代の高度な結界でも崩くずせる詠唱である。多少弱っているとしても、現代の人間の詠唱に手こずることなどあり得ない。

　子分達が中に駆かけ込み、怒ど鳴なりつける。

「おら、隠れてないで出てこい！」

「ぶっとばされてえのか！」

　堂に入った凄すごみ具合である。気の弱い人間なら一発で竦すくみ上がってしまいそうだ。

　中から返事はない。隠れているのだろうか。

「部屋を一つ一つ調べていきなさい。相手の腕うでは一流よ、油断しないで」

　サビーネの指示に、子分達は頷うなずく。

「よし、まずは──」

　一つめの部屋に入ろうとした途と端たん、内側から爆ばく発はつが巻まき起こった。

　入ろうとしていた子分が数名吹ふき飛ばされる。

「『津々の甲罠アザツク』ね。したたかというか、何というか」

　感心したようにサビーネが呟つぶやく。

「一いつ旦たん待機。ヨハン、仕し掛かけを調査しなさい」

　作戦を変へん更こうする。おそらく、向こうの狙ねらいは可か能のうな限かぎり罠わなでこちらの戦力を削けずることだろう。

　みすみすその手に乗ってやることはない。何者であるかは分からないが、明めい確かくな敵てき意いを持って対してきている以上こちらもそれなりの対たい処しよを取るしかない。

「『津々の甲罠アザツク』と『銅力時操モータライズド』がこの先の廊ろう下かに二つずつ交こう互ごに置かれてます」

　杖つえをゆっくりと動かしながら、ヨハンが言う。

「そのいずれかを踏ふむと、同時に『対気する帯儀アトモスフイアー』が発動するという仕掛けになってますね。上う手まいな」

「いわゆる『士残同階モツシユピツト』ね。『第新詠流ニユースクール』の遅速転換ビートダウン流れかしら」

「ええ。しかも若干ひねってあります。教科書通りでもなさそう」

　その場にしゃがみ込もうとしたヨハンのすぐ側そばで、空気が爆はぜる。

「……っと。危あぶない危ない」

　ヨハンの頬ほおが切れて血が出る。

「気を抜ぬいちゃダメって言ったでしょ」

「すいません……」

「あの、お頭かしら」

　子分の一人が話しかけてきた。以前は寺院で働いていたが小こ銭ぜにをちょろまかして追い出されたという経けい歴れきを持つティムである。

　小さい体は、見るからに敏びん捷しようそうである。実じつ際さい、寺院に世話になる前はこそ泥どろで生計を立てていたらしい。

「お頭じゃなくてサビーネ様」

「あ、はいサビーネ様。今は、何をしてらっしゃるんですか？　詠唱のこととかよく分からなくて」

「んー。そうね、言ってみれば罠の解かい除じよかしら」

「罠……？」

　ティムがきょろきょろと周囲を見回す。

「別に、それらしきものは見えませんけど……」

「大がかりなものを用意する必要はないの。紙でも石でも、それこそただの壁かべでも仕込めるわよ」

「そうなんですか」

　ティムが納なつ得とくしたように頷うなずく。

「さすがお頭。簡かん単たんに見抜けるんですね」

「わたしは罠なんてみみっちいもの使わないから、ヨハンに解除を任まかせてるけどね。というかお頭はやめなさいって何回言わせるのよ」

「サビーネさん」

　ティムにお仕置きを加えようとしたところで、ヨハンが振ふり返った。

「何よ」

「この『対気する帯儀アトモスフイアー』、ちょっと厄やつ介かいですね」

「どれどれ」

　注意深く、ヨハンの隣となりにしゃがみ込む。

「ふむ……解除するには『度溢高亜ミリタント』を使わないとダメかもしれないわね」

「でしょ。魔ま力りよく自体は大して強くないんですけど、仕掛けが受回発動を前ぜん提ていにしてますからねえ」

「普ふ通つうに解かい呪じゆできるけど、解呪した途と端たんに強度の魔力障しよう害がいが指定範はん囲いに起こるわね。やっぱ『度溢高亜ミリタント』だわ」

「両側からの一いつ斉せい解呪ですか。ほとんどやったことないなぁ」

「やるしかないでしょ。……向こうから回り込むには、飛び越こえないと無理ね」

　サビーネはティムの方を向いた。

「ちょっとあんた、向こう側に行ってくれない？」

「了りよう解かいですお頭。具体的には、どの辺りへ？」

　ティムが屈くつ伸しんを始める。

「うーんと、あそこね」

　二つ先の扉とびらを示しめす。簡単に行ける距きよ離りではない。

「なるほど」

「これをあの扉に取り付けて」

　ティムに、懐ふところから取り出した石を手て渡わたす。いわゆる魔精石グラインダーだ。

「お安いご用です」

「手伝おうか」

　のしのしとティムの隣に現あらわれたのは、山のような体と丸太のような腕うでを持つブランドンである。

　かつては王国軍の兵卒だった彼は、その体つきと経けい験けんから戦せん闘とう時の要かなめとして動くことが多い。

「おう、頼たのむ」

　ティムがブランドンの肩かたにひょいっと乗る。まるで鷹たか匠じようと鷹のような位置関係である。

「よーし、いくぞ」

「投げる位置には気をつけなさいよ。扉の直前辺りまで飛ばさないと罠わなが作動しちゃう」

「了解です」

　ティムを担かつぎ直すと、ブランドンはおもむろに放ほうり投げた。

「よっ」

　空中で体たい勢せいを変えると、ティムは軽かろやかに着地する。まるで曲芸のようだ。

　言われたとおり、ティムは魔精石グラインダーを扉に取り付けた。

「よし、準じゆん備びなさい」

　サビーネの言葉に頷くと、ヨハンも同じく魔精石グラインダーを取り出し、慎しん重ちような手つきで床ゆかに置く。

「いくわよ、『度溢高亜ミリタント』を共同詠唱ツインリードで発動させるの」

「はいっ」

　サビーネが杖つえを構かまえ、ヨハンもそれにならう。

『仕し掛かけられしは暗たる悪意』

　初めにサビーネが詠えい唱しようを始め、

『仕掛けられしは暗たる悪意』

　それをヨハンが追いかける。

『射いかけられしは惨さんたる隔かく意い』

　輪唱に近いが、必ずしも同じ言葉を続けるとは限かぎらない。

『打ちかけられし頑がんたる作さく為い』

『持ちかけられし冠かんたる伯はく夷い』

　重ね合わせ、流れるように、言葉を繋つなげていく。

『尾お業ごう印いん々いん、路ろ燈とう琴きん々きん』

　同時に鍵けん言げんを唱え、強力な解呪である『度溢高亜ミリタント』を発動させる。

　ぱんぱんという破は裂れつ音が廊ろう下かを満たし、やがて静まった。

「さて、ヨハン試しに歩いてみなさい」

「えっ、俺おれがですか……」

「文句あるの？」

「な、ないですっ」

　大人しく、ヨハンはサビーネの隣となりからティムのいるところ目指して歩き出す。

　一同が固かた唾ずをのんで見守る中、ヨハンは無事にティムの隣へと到とう着ちやくした。

「解かい除じよ完かん了りようね。さて、行動再さい開かいよ。さっき吹ふっ飛ばされた連中の治ち療りようは済すんだ？」

「はい。応おう急きゆう手当てをしておきました」

　そう答えたのは、子分の一人バスリ・クォーソンである。どこで学んだのか、怪あやしい医い術じゆつを使いこなすちょび髭ひげ男で、裏うら社会の人間の治療をそもそもの生業なりわいにしていた。

「ええ、それなら問題ないわ。奥おくへ向かうわよ」

　先さき程ほどと同じ隊形を組み直し、更さらに中へ中へと入っていく。

　部屋を一つ一つ確かく認にんするが、それらしい人間の気配はしない。

　ついに、一番奥の部屋を残すのみとなった。

「また開けた途と端たん、どかんってこともありますかね……」

　先程吹っ飛ばされたフェリックスが不安そうに言う。

「大だい丈じよう夫ぶだと思うわ」

　自分達が隠かくれている部屋に炸さく裂れつ系けい統とうの罠をしかけるとは考えにくい。仕し掛かけた側が巻まき添ぞえを食くらう可か能のう性せいが十分あり得るからだ。

「何か別の仕掛けも、なさそうではあるわねえ」

　杖を当てて調べてみるが、それらしい反はん応のうはない。

「物理的な罠かしら？」

「それだったらおそるるに足りませんな」

　元猟りよう師しのレックスが言う。

「俺に外せない罠はありません」

「そう。なら任まかせたわよ」

　サビーネは一歩下がり、指し示じを出した。

「行きなさい」

　扉とびらを引き開け、子分達が中に飛び込こむ。

「ぶわっ!?」

　待ち受けていたのは、白い煙けむりだった。

「……何これ」

　吸すい込んだら何かがあるというわけでもなさそうである。ただひたすらに、もくもくと中を満たしているようだ。

　視し界かいが悪く、中の様子は全くと言っていいほど見えない。誰だれかがいるのかどうかも判はん然ぜんとしないほどだ。

「く、くそっ」

　子分達も苦く闘とうしている。つまずくものあり、転ぶものあり。部屋の中の探たん索さくは遅ち々ちとして進まない。

「こんな詠えい唱しようでも使い道あるんですね……」

「逃にげるぞ、トピーア！」

　中から声が聞こえてきた。いずれも、聞き覚えのある声である。

「……ん？　あんたらもしかして」

「えっ……」

　向こうも気づいたらしい。

「こんなところで何をしてるのよ」

　サビーネの脳のう裏りに、二つの顔が浮うかぶ。

　一つは、王国詠唱士を率いていた腕うでは立つが生意気そうな子こ供どものもの。

　もう一つは、頼たよりなさげな挙動と低い魔ま力りよくの割わりに妙みように強力な詠唱を使う青年のもの。

「む、その声は……」

　子供の方が先に反応してきた。

「そっちこそ、こんなところで何を！」

「何をって、そりゃ寝ね床どこを探さがしによ」

「もしかして、あの高飛車高こう慢まん詠唱士……？」

　子供の声が、無礼極きわまりないことを言ってくる。

「あんまりふざけてると容よう赦しやしないわよ。今うちらとってもいっぱいいっぱいなの」

「寝るところを探しに……ってことは単に迷まよい込んだだけなのかな？」

　煙の向こうから、青年が質しつ問もんしてきた。

「まぁ、そんなところね」

「ここで会ったが百年目です。覚かく悟ごなさい！」

「いや、まぁまぁ。ちょっと待って」

　いきり立つ子供を青年が押おさえているらしい。

「サビーネさん、少し話があります」

「ちょっとクラウスさん、どうするつもりなんです!?」

「いいからいいから。俺に任まかせて」

「……何かしら？　話があるならさっさとしてくれない？　わたしは眠ねむいの」

　半分本気で、半分駆かけ引きである。

　流れを常じよう時じこちらに引き寄よせておく必要がある。向こうが何を持ちかけようとしているにせよ、こちらの有利なように話をもっていかなければならない。

　調子を取り戻もどしつつあることを自覚するサビーネである。やはり、偉い大だいな自分はこうでなくては。

「協力を、お願いしたいのです」

「な、何を言い出すんですかクラウスさん！」

「大だい丈じよう夫ぶ」

　ほほう。内心でサビーネは感心する。

　以前の青年とは随ずい分ぶんと違ちがう。もっと頼りない印象があったのだが、何があったのかかなりしっかりとした物言いをするようになっている。

「協力ね。条じよう件けん次し第だいでは考えてあげてもいいわよ」

「ありがとうございます」

　それきり会話は途と絶だえた。煙がさっきより増ふえ始めて、話すどころではなくなったのだ。

「……ねえ、聞いていい？」

「何でしょうか」

「この煙、消さないの？　もう逃げないならいいじゃない」

「いやーそれが……」

「まさか、消せないとか」

「その通りです」

　煙が消えるまで、サビーネ達は何とも言えない微び妙みような時間を過すごすことになったのだった。







「鼠ねずみが潜もぐり込んでおります。少なくとも、各おの々おの別方面の存そん在ざいを二種類確かく認にんしました」

　ダークの報ほう告こくは、ウッドにとって少なからず驚おどろきだった。

「そんな馬ば鹿かな。私し兵へい達にはしっかり見み張はらせているはずなのだが」

　ル・リチャーズに入るための道みち筋すじは、ほぼ一つである。そこに常時見張りを置いているのだから、軽々しく斥せつ候こうや密みつ偵ていの類たぐいの侵しん入にゆうを許ゆるしてしまったとは思えない。

「一つは高い擬ぎ態たい能のう力りよくを持った最上級階層マジエステイの人間。もう一つは、不ふ可か測そくの事じ態たいにより入り込んでしまった山さん賊ぞく野や盗とうの類ですな」

「ふむ……」

　ダークの言うことが本当なら、後者はともかく前者に関しては早さつ急きゆうな対たい策さくが必要である。

「最上級階層マジエステイに関してはしかるべき手を打っておりますし、山賊野盗に関しては、ウッド様の私兵の一部を割さいて捜そう索さくしております。ほどなく成果を上げられるかと」

「そうか。任せたぞ」

　言ってから、最近自分があまり先頭に立って物事に当たっていないことに思い当たった。

「ではウッド様、ロスホーラと連れん絡らくがつながっております。どうぞ」

「連絡……？」

　しかし、そのことに明確な疑ぎ念ねんを挟はさむよりも早く、ダークは話を畳たたみかけてくる。

「先方を少し待たせております。申し訳わけありませんが、お急ぎを」

「分かった」

　仕方なく、ウッドはダークに付いて歩くことにした。





　案内されたのは、以前筒つつに入れられた少女という奇き妙みような物体のあった部屋に酷こく似じした場所だった。

　壁かべに何やらつまみが沢たく山さん、相変わらず無む機き質しつな表ひよう情じようと仕草の助手。違うところというと、中央にあるのが謎なぞの筒ではなく、三角形の光り輝かがやく柱くらいだろうか。

「それでは、早さつ速そく作動いたします。効こう果かのほどは、ご自身の目で確認下さい」

　ダークが助手に目配せする。助手は無言で頷うなずくとつまみを操そう作さする。

　程ほどなく、光の柱に影えい響きようが現あらわれた。その中央に、何か像ぞうが結ばれ始めたのだ。

「む……なるほど、こういう仕し掛かけになっておったのか」

　その像の輪りん郭かくが確たしかなものになるにつれ、ウッドは慄りつ然ぜんとし始めた。

「まさか、あなたは」

「そういうお前は、コティペルトにその人ありと言われた賢けん人じんウッドではないか。会えて嬉うれしく思うぞ」

　頭とう髪はつの全すべてを剃そり上げ、それだけでは飽あきたらず眉まゆまで丁てい寧ねいに剃り落とした結果、綺き麗れいな球を彷ほう彿ふつとさせることになった頭。

　視し線せんは真まっ直すぐであり、刺し突とつするような鋭するどさも同時に備そなえている。

　見るからに屈くつ強きような体つきは、持ち主の精せい神しんをそのまま表しているかのようだった。

　一言で表ひよう現げんするなら、梟きよう雄ゆう。王道よりは覇は道どうを、文治よりは武ぶ断だんを好む性せい質しつが、その外見全てにまで滲にじみ出ていた。

「……ダニエル・メッタウィン・ヘイメンか」

「いかにも。朕ちんがロスホーラ帝てい国こく皇こう帝てい、ダニエルである」

　自身の名を呼よび捨すてにされたことにもさしたる不ふ快かい感も示しめさず、ダニエルは唇くちびるの端はしを持ち上げた。

「しかし遠く離はなれているのに間近にいるように互たがいの顔を見ながら会話できるとは、素す晴ばらしい発明。ウッド殿も立りつ派ぱな家臣をお持ちであるな。愚ぐ鈍どんばかりのロスホーラからすると羨うらやましい限かぎりだ」

　勇ゆう将しよう知将を多く抱かかえ、破は竹ちくの勢いきおいで勢せい力りよくを広げるロスホーラ帝国の最高権けん力りよく者しやの言葉とは思えないが、それはさておき明らかにしなければならないことがある。

　ウッドはダークを睨にらみ付けた。こんな装そう置ちがあることなど、全く知らなかった。自分に内緒で開発していたのか、そんな非ひ難なんを言外に込こめる。

「立派などと、恐きよう悦えつ至し極ごくに存ぞんじます。これもウッド様のお引き立てによるもの」

　しかしダークは、涼すずしい顔でウッドの視線を受け流した。

　この瞬しゆん間かん、初めてウッドの心の中に疑念が湧わいた。

　このダークという男は、腹はらの中で何を考えているのか。本当に、ただウッドを利用することだけが目的なのか。他に何か狙ねらいがあるのではないか。

「さて、ウッド殿どの。貴き殿でんはいかなる考えをお持ちなのかな？」

　しかし、追及することは後回しにすることにした。今は、この皇帝と亡ぼう命めいについて協議する方が先だろう。

　内心を押し隠かくしつつ、ウッドは隣りん国ごくにして敵てき対たい国こくの指し導どう者しやとの交こう渉しように没ぼつ頭とうし始めた。







「……というわけなのです」

　ようやく煙けむりが消えてから、クラウス達は部屋の中央で向かい合って話をしていた。

「なるほど。それであんた達はここにいるのね」

　むくつけき男達を後ろに従したがえ、サビーネは納なつ得とくがいったと言うように頷いた。

「僕ぼく達だけでは限げん界かいがあります。そこで、貴方あなた達に協力をお願いしたいのです」

　圧あつ倒とうされている内心をなんとか隠しながら、クラウスはサビーネの目を見み据すえた。

　相変わらず美人である。若じやつ干かん疲つかれというかやつれが見えるが、彼女の美しさは少しも損そこなわれていなかった。

「具体的には、そのウッドって男を見つけ出せばいいのね」

「はい、そうです」

「お安いご用よ。ここにいるのが確たしかっていうのなら、わたし達の力をもってすれば簡かん単たんね」

　そう言うと、サビーネはにやりと微笑ほほえんだ。

「もちろんただで動くつもりはないわよ。一体どんな報ほう酬しゆうがもらえるのかしら」

「それは……」

　どれくらいが妥だ当とうだろうか。早く決めなければ、どんどんふっかけられてしまう。

「……この宿をお貸かししましょう。見たところお疲れの様子、屋根や暖だん炉ろのあるところで休みたいのではありませんか」

　クラウスの言葉に、サビーネは噴ふきだした。

「ちょっとちょっと、たったそれだけ？　そんなことでこの偉い大だいなサビーネ様を駒こまに出来るとでも思ったの？」

　そして、笑え顔がおのままぎろりと睨み付けてくる。本心から怒おこっているわけではない、単なる威い圧あつだろうが、そこにはすくみ上がるほどの迫はく力りよくがあった。

「ええ、思っています」

　しかし、ここで譲じよう歩ほするわけにはいかない。足あし下もとを見られ、つけこまれてしまう。

「ふーん？」

「伺うかがったところ、貴方達は追われる身だそうですね。新たな場所を探さがすとなると、大きな危き険けんがつきまとう。ここで一夜を明かせるなら、それに越こしたことはないはずだ」

「ええ、そうね。それは否ひ定ていしないわ」

「ならば、この申し出は貴方達にとって決して損そんではないはず」

「大損よ」

　サビーネの顔から笑みが消えた。

「わたし達は、その気になれば力ずくであんた達を追い出すことだって出来るのよ？」

　子分達が殺気立つ。物もの凄すごい迫力だ。

「そ、それはどうでしょうか」

　声が裏うら返がえりそうになるのを必死でこらえながら、クラウスは真まっ直すぐサビーネを見据えた。

「ヤルヴァの森を、忘わすれたわけではないでしょう？」

　すっと、サビーネの目が細くなった。──おそらく、初めて本気で怒ったのだろう。

　そのまま話は途と絶だえた。じりじりと、押おし潰つぶされそうなほどに重苦しい空気が辺りに立ち込める。

「……いいでしょう」

　どれくらいの時間が経たっただろうか。ようやくサビーネが口を開いた。

「え、サビーネさん……」

　子分達がざわめく。まさかこの条じよう件けんをのむとは思わなかったのだろう。

「騒さわぐな。サビーネさんの決めたことは絶ぜつ対たいだろう」

　確かヨハンという名前だったか、サビーネの片かた腕うでらしい位置づけの男が子分達を制せいした。

　人望があるのだろう、子分達は揃そろって大人しくなる。

「あんた達が部屋を一つ、残りはわたし達で。これ以上は譲ゆずれないわね」

　サビーネが腕を組む。

「ええ、分かりました。異い存ぞんありません」

「これで交こう渉しよう成立ね。それじゃ、いい加か減げん本当にくたびれてきたからわたしたちはお暇いとまするわよ」

　サビーネは立ち上がった。

「お付き合いいただきありがとうございました」

　同じく立ち上がると、クラウスは右手を差し出した。

「よろしくお願いします」

「……ええ、こちらこそ」

　サビーネも差し出してきて、二人は握あく手しゆを交かわす。

「それじゃあね。細かい話はまた明日で」

　会え釈しやくすると、サビーネは部屋から出て行った。子分達も、ぞろぞろと後について出て行く。

　後に、クラウスとトピーアだけが残された。

「……ごめんね、トピーア」

　とりあえず、詫わびてみる。独どく断だんで行動してしまった。準じゆん詠えい唱しよう士しの権けん限げんの範はん囲いを詳くわしく覚えているわけではないが、自分がやったことが完全な越えつ権けん行こう為いであることくらいは簡単に想そう像ぞうがつく。

「驚おどろきました」

　トピーアが、ぶすりと答える。

「でも、あの場では……」

「そうですね。必勝の『対気する帯儀アトモスフイアー』を外された時点でこちらの負けでした。雪の降ふる外へ逃にげ出すくらいなら、説得してこちらに抱だき込むほうが賢かしこいです」

　言い訳わけしようとしたことを、先取りされてしまった。

「あ、分かってたんだ」

「当たり前です。失礼ですね」

　トピーアが不ふ機き嫌げんそうな上目遣づかいで見てくる。

「気づいたのは後からですけどね。あのサビーネを見たときに僕は捕つかまえるか逃げるかしか考えてませんでした。何しろ、相手は国こく際さい指名手配の重じゆう罪ざい人にんですから」

　そして、一つ溜ため息いきをついた。

「先せん輩ぱい風吹ふかせてたのに、判はん断だん力とか負けそう。あーあ」

「い、いやいや。今のはまぐれというか何というか……上う手まくいくとも限かぎらないし……」

「とりあえず苦く境きようを切り抜ぬけることには成功しました。多分最高とはいかなくとも次じ善ぜんの策さくではあったと思いますよ」

　そう言うと、トピーアは初めて表ひよう情じようを緩ゆるめた。

「お見事です。感心しました」

「う、うん……」

　何とも、照れくさい。クラウスは目を逸そらした。

「そろそろ休みましょうか。明日から頑がん張ばらないと」

「そうだね。まあ、俺おれは寝れそうな場所探してくるよ。同じ所で一晩明かすのもアレだしね」

「でも……」

　不服そうなトピーアを押すようにして、ベッドに横にならせる。

「……えへへ。それじゃ、お言葉に甘あまえますね」

　恥ずかしそうにそう言うと、トピーアはシーツをかぶった。

「おやすみなさい、クラウスさん」

「おやすみ」

　ぱちり、と暖だん炉ろが少しだけ爆はぜた。



    

  
    
      　第三章　筒つつに閉とじこめられしは　Trapped In The Wake Of A Dream






　次の日の朝、クラウス達は早さつ速そく作戦会議を始めた。

　まず、サビーネ側の戦力というか個こ々こ人じんの能のう力りよくを教わる。そして、行動の詳しよう細さいを決めていくという順じゆん序じよだ。

　サビーネ達は協力的だった。約束を守らないのではないのかと疑うたがっていたわけではなかったが、ちゃんと誠せい意いある態たい度どを示しめされると嬉うれしいものである。

「大体そんな感じでいいかしら？　して欲ほしいこととかあったら今のうちに言っておいてね」

「ええ、今話した通りでお願いします」

　そういうこともあって、話し合いはクラウスが事前に予想していたよりも随ずい分ぶんと短くなった。

「では、早速行動に移りましょうか。……しかしお腹なか空すいたわねー。この宿、宿のくせに食べ物らしい食べ物がないじゃないの」

「厨ちゆう房ぼうに置いてあったパンを残らず食べておいてよく言いますねえ」

　呆あきれたようにヨハンが肩かたを竦すくめる。

「あれっぽっちじゃ足りないわよ。おやつにもならないじゃない」

「……そのうち太り」

　めきりとむごい音。クラウスは目を背そむけた。

　イルミラの拳こぶしも大たい概がい残ざん虐ぎやくだが、今のサビーネによる杖つえの一いち撃げきはそれを凌りよう駕がしかねない苛か烈れつさを持っている。

　クラウスはヨハンに同情した。なんと哀あわれなのだろう。

「それじゃ行ってくるわ。手はず通りにね」

「了りよう解かいです」

　目を回しているヨハンを引きずりながら、サビーネは会議場になっていた部屋から出て行った。

「僕らも行こうか、トピィ」

「はい。うまくいくといいですね！」

　トピーアが笑いかけてくる。

「うん、トピィがいてくれれば大丈夫だよ」

「も、もうクラウスさんったら」

　少し照れたようでどこか哀かなしそうという複ふく雑ざつな表ひよう情じようを浮うかべると、トピーアは立ち上がった。







　宿から出ると、昨日の雪が嘘うそのように晴れ上がっていた。

　しかし、地面は相も変わらず一面真っ白である。積もった雪が、陽光を反はん射しやしていてまぶしい。

「足あし跡あとがついてませんね。『俟消の呻吟ハートランド』辺りの詠えい唱しようで消したのかな」

　トピーアが感心したように言う。

「俺たちもそうする？　二人分ぐらいなら消せるよ」

「いや、いいですよ。僕ぼくたちは一いち応おう行商人なんですから」

　なるほど、トピーアの言う通りである。

「しかし、サビーネはいい杖使ってましたね。あれはポース・レルの五十八年ものじゃないですか。羨うらやましいなあ」

　雪をさくさく踏ふみしだきながら、トピーアが話し始める。

「ヨハンでしたっけ、子分の方の杖も立りつ派ぱなものでしたよ。あれだけよく手入れされてていい状じよう態たいで残ってるバッカリーケンも珍めずらしいですし。ホール・マッカーシーとか好きなのかなあ」

　いつものように、杖について語り出すと彼女の目はきらきらと輝かがやく。本当に好きで仕方ないのだろう。

「バッカリーケンの調整って難むずかしいんですよ。何しろ、普ふ通つうに手入れしただけじゃ魔ま力りよくの残ざん滓しが杖に残っちゃって不具合を起こすから、六角の魔レ操ン器チだけじゃなくて他にも色々と道具が必要で……」

　そこまで喋しやべってから、トピーアはふと言葉を切った。

「……やっぱり杖がないと寂さびしいなあ。僕のワーウィックはちゃんと作杖師クラフトマンさんのところに預あずけてますけど、離はなれてると心配で心配で」

　まるで幼おさない我わが子が出かけてしまった後の母親のようである。杖を愛する詠唱士は多いが、トピーアの場合は更さらに一段だん階かい上なように感じられる。

「はぁ、何かの拍ひよう子しに傷きずがついてたらどうしよう……。もしかしたら、盗まれてるかも？　いや、大だい丈じよう夫ぶ大丈夫。作杖師クラフトマンさんはちゃんと厳げん重じゆうに保ほ管かんするっていってくれてたし……。でも、万が一ってこともあるし」

　クラウスからしてみると、一日三回以上規き則そく正しく転ぶトピーアが持ち歩いている方がよほど危あぶないと思うのだが、いらないことを言って不ふ興きようを買うのもよろしくないので黙だまっておくことにする。

「しかし、本当に歩いている人がいないなあ」

　街まち並なみを眺ながめながら、クラウスは呟つぶやいた。

　クレメンテ通りなら、既すでに仕事に出かける人やら何やらでごった返している時間帯だ。

　だというのに、この街は人一人歩いてはいなかった。

　店は残らず閉しめられ、鎧よろい戸どが下ろされている。死んだように静まりかえっている通りには、本当にこの街に生活している人間がいるのだろうかという根本的な不安までおぼえさせられる。

「外出禁きん止し令って、出されるときは基き本ほん的に中央からそれなりの役やく職しよくの人間が布ふ告こく書を持って現あらわれることになってるんですけどね。まあそんなこと普ふ通つう知らないでしょうけど」

　クラウスの独ひとり言ごとが聞こえていたのか、トピーアも同じように街を見回した。

「うん、俺も知らなかった。今初めて知った」

「もう、ちゃんと勉強しなくちゃダメですよ。詠唱士は詠唱が出来たらそれでいいってわけでもないんですから」

「うぐっ」

　言葉に詰つまる。確たしかにトピーアの言う通りかもしれない。

「詠唱士試験を通つう過かするためには詠唱の勉強だけしていればいいでしょう。でも、本当の意味で詠唱を使いこなすためには幅はば広く深い知ち識しきが必要なのです。日々これ勉強なのですよ」

「はい。肝きもに銘めいじておきますです先せん輩ぱい」

　そんな話をしながら歩く。

　隠かくれたりすることはしない。今回は、見つかるのが目的なのだ。

　しばらく進んだところで、行く手にようやく動く人ひと影かげが見えてきた。

　人数は三名ほど、遠目にはよく分からないが、どうやら武ぶ器きを持っているらしい。

「昨日入り口にいたのと同じですね。まあ、昨日片かた方ほうはジミーさんだったわけですけど」

　人影は、クラウス達を見るなり駆かけ寄よってきた。

「打ち合わせ通りに頼たのむよ」

「任まかせてください」

　トピーアが胸むねを叩たたいて請うけ合う。

「君たち、ここで何をしているんだね。外出禁止令が出ているだろう」

　三人のうち、頭目格かくとおぼしき無ぶ精しよう髭ひげの男だん性せいが尋たずねてきた。

「そ、それが……怖こわい人たちに襲おそわれたんですっ」

　トピーアが、突とつ如じよとして息を切らしながらその場に膝ひざをつき、助けを求めるようなか細い声を出し始めた。

　打ち合わせでは演えん技ぎをもっと抑おさえて現げん実じつ味みを出すようにと話したはずなのだが、果たして聞いていたのだろうか。

「怖い人たち？」

　とりあえず、何とか疑うたがわれずには済すんだようである。

「はい、偉えらそうで美人なのをちょっと鼻にかけてるっぽい女の人に指し揮きされたむさ苦しい男達の集しゆう団だんで……」

　サビーネが聞くと怒おこり出しそうな表ひよう現げんではあるが、間ま違ちがってはいない。

「それはまさか……」

　三人が、ひそひそと内ない緒しよ話を交かわす。

「その連中がどっちへ行ったか分かるかい？」

　無精髭が、トピーアに尋ねた。

「ええと……村の入り口の方に……」

「よし、分かった。ちょっと様子を見に行こう」

「ところで、君たちは？　見ない顔だね」

　三人のうちのもう一人、背せが高い若わか者ものがクラウス達に尋ねてきた。

「僕達は、櫛くしの行商をしているものです。流れ流れてこの村についたのですが、途と中ちゆうでその一味に襲われて危あやうく身ぐるみはがされそうに……」

　用意しておいた言い訳わけを話す。昨日と若じやつ干かん設せつ定ていが違うが、これくらいなら齟そ齬ごを来きたすとまではいかないだろう。

「なるほど。そういうことだったのか」

　背が高い若者がうんうんと頷うなずく。

「しかし、外出禁止令を破やぶって外に出ていることは見み逃のがせないな」

　三人組の最後の一人、背の低い小太りがクラウス達に疑いの視し線せんを向けながら言った。

「外から来た人間だし、外出禁止令のことを知らないのも無理ないんじゃ……」

「いや、決まりは決まりだ。国王陛へい下かからの命令は守らなくては。この二人が言っていることが本当だと決まったわけでもないしな」

　この小太りは、初対面の人間にまず疑ぎ念ねんをもって接せつするという、個こ人じん的にはあまり付き合いたくない種類の人間である。

　しかし、今回に限かぎっては好都合であったとも言える。連れて行ってもらわないと困こまるのだ。

「うむ、ダブロウの言うとおりだな。二人とも、付いてきてもらおう」

「え、でも僕達は何も悪いこと……」

「いいから、付いてくるんだ！」

　小太りの怒ど鳴なり声を聞きながら、内心でしめしめとクラウスは舌したを出す。まさかここまで予想通りに上う手まくいくとは思わなかった。

「は、はい……乱らん暴ぼうはしないで下さい」

　トピーアが泣き出しそうな声に変わる。

「全く、最近のガキは根こん性じようが足りんな！」

　小太りが怒鳴る。次にどんな言葉を繋つなげようとしているかが容よう易いに想そう像ぞうできて、クラウスは天を仰あおいだ。

「男ならひぃひぃ言うな！」

　ああ、やっぱり。





　たて続けのことで耐たい性せいがついたのか、さすがにトピーアも我が慢まんしたらしい。ほっとするクラウスだった。

　二人が連れてこられたのは、村の警けい察さつ署しよらしき場所だった。武ぶ器き防ぼう具ぐ等で物々しく飾かざり立てられているが、貼はり付けられた祭りの予定表やら掃そう除じの当番表が、隠かくしても隠しきれない素そ朴ぼくさを滲にじみ出させていた。

「しばらくその中にいなさい」

　そんな役所の一室に、クラウス達は押おし込こまれた。

「僕達は何もしてません、なぜこのような仕打ちを……」

「仕方ないんだ。分かってくれ」

　痛いたましそうな顔をすると、無精髭は扉とびらを閉しめ鍵かぎを掛かけた。

「……何というか、そこはかとなく罪ざい悪あく感を抱いだいてみたり」

「ですねえ……」

　二人して顔を見合わせる。本来なら潜せん入にゆうが上手くいったと手を叩たたき合って喜ぶところなのだろうが、どうにももやもやが残る。お互たがい、気が小さいのだろうか。

「気を取り直して、次の段だん階かいだな」

　トピーアにというよりは自分に言い聞かせるようにそう言うと、クラウスは部屋の中を調べ始めた。

　何かの物置か何かなのだろうか、窓まどさえない。木もく製せいの壁かべはところどころ染しみが出来て、場所によっては黴かびている。一いち応おう一組の椅い子すと机つくえは用意されているが、お世辞にも居い心地ごこちがいい場所とは言えそうもなかった。

「どうやって外と連れん絡らくを取ろうか」

　クラウスは顎あごに手を当てて考える。こうなることは予よ測そく済ずみだったが、ここまで隔かく絶ぜつされた部屋にいれられるとは思っていなかった。

「多分出してもらえると思いますよ」

　対照的に、トピーアは楽観的だった。

「そうかなぁ……？」

「僕達が疑うたがわれているのって、要するにサビーネさんに襲おそわれて云うん々ぬんなんですから」

「ふむ、それもそうか」

　トピーアの言葉は程ほどなく現げん実じつになった。

「……おい、お前ら」

　苦虫を噛かみ潰つぶしたような顔をした小太りが入ってきて、こう言ったのだ。

「もう出ていいぞ。調べに行った人間が、お前らが話したとおりの連中を発見した」





　こうして自由の身になったクラウス達だが、役所から出ることはしなかった。

「こんにちは～」

　にこやかに挨あい拶さつしながら、中を歩き回る。

　訝いぶかしがる視し線せんを向けてくる者、普ふ通つうに挨拶を返してくる者と反はん応のうは様々だが、呼よび止められ誰すい何かされることはなかった。

　これはつまり、役所にいるというだけで疑われずに済んでいるということである。

　一いつ般ぱん市民は、家から出ることも許ゆるされていない。役所にいるというだけで、ある程てい度どの地位がある人間だということの保ほ証しようになっているのだろう。

　荷物を背せ負おった二人連れというかなり怪あやしめの出いで立たちであるにもかかわらず何も言われないのは、かなりありがたかった。

「地方の役所の割わりには大きいですよねー」

　階段を上りながら、トピーアが言う。

「だよね。俺おれの実家があったところの役所って、そもそも造つくりが平屋だったような気がするし」

「曲がりなりにも権けん力りよく者しやの私し領りようですから、建物にもお金を掛かけてるってことかなあ」

「でも、ウッドって人は私し財ざいをそういうことに使わないというかそもそも財産のない人じゃなかったっけ」

　聞いた噂うわさを思い返す。事実かどうかはさておき、ウッド・スモールロッドという人物は、自分のために金を使おうとすることがないそうだ。

　高こう価かな贅ぜい沢たく品ひんを買い漁あさることもしないし、私的な事業に手を出したり女じよ性せいを囲ったりすることもない。雇やとった私兵も、私領に暮くらしている住民達の安全を確かく保ほするためだと言われている。

　そんな人物なのに、役所だけこんなに金をかけているというのは不思議な話だった。

「この建物は新しいですね。さっきのところも、風通しが悪いからああなってただけで古ぼけてたわけじゃないですし」

　階かい段だんを上る足を止め、トピーアが壁を触さわる。白く、綺き麗れいな壁だ。

「妙みように、安定してるんですよねー」

　解げせないと言いたそうな口くち振ぶりだ。

「安定してる？　何が？」

「魔ま力りよく的に、です」

　そう言うと、トピーアは踊おどり場までささっと駆かけ上がった。

「あんまり急ぐと転んじゃうよ……」

「だ、大だい丈じよう夫ぶですよ。僕ぼくだってそんな毎日転んでるわけじゃ……ないこともないですけど……」

　それはさておき。トピーアは腕うでを広げると話を再さい開かいした。

「この建物の造りは、魔法陣じんに似にています。何か、この建物そのもので一つの魔力的な事物として完成しちゃってるんです」

「そうなの？」

「ええ。僕は基き礎そ的な魔力が低いので具体的に感じることは出来ませんが、内ない装そうの一つ一つや部屋の配置を『虹を賭ける王者アイサ・レンダー』という魔法陣になぞらえてるんです」

「なるほど……」

　考え過すぎと切って捨すてることも出来るだろうが、それは賢けん明めいでないように思えた。

　相手には、千年前の過か去こから亡ぼう霊れいのごとく甦よみがえった発明者がついている。そのことを考え合わせると、トピーアの言葉は不気味な説得力を伴ってクラウスの胸むねに迫せまってきた。

「この建物自体を使って、何らかの詠えい唱しようが発動できるかもしれないってこと？」

「そうですね。手法としては『円場の家屋フアイヤーハウス』という名前がついています。準じゆん備びが大がかりなので、僕が知る限かぎりでは実験的なことにしか使われたことはないと思うのですが、向こうには魔ま術じゆつ復ふつ興こう時代の技ぎ術じゆつがついてますから」

　トピーアも、同じことを懸け念ねんしていたらしい。

「これは、由ゆ々ゆしき事じ態たいかもしれません。報ほう告こくが必要ですね。とりあえず、ウッドの探たん索さくはジミーさんに任まかせて……」

　そこまでトピーアが喋しやべったところで、階段の下から二人連れの女性が上がってきた。

　いずれも、書類を抱かかえている。役所に勤つとめる事じ務む員いんといった風ふ情ぜいだ。

「そう言えば、ウッド様の周囲を嗅かぎ回る怪あやしい人物が捕つかまったそうじゃない」

「聞いた聞いた！　何でも、アーケストダワーのジョンさんに化けてたらしいわよ。目立たない相手を選んだものねー」

　話している内ない容ように、クラウスは息をのむ。

「気持ち悪いわね……外出禁きん止し令と何か関係があるのかしら」

「多分そうよー。ウッド様の身に何か危き険けんが迫せまってるみたい」

　話題の主は、まず間ま違ちがいなくジミーだ。

「いやよねー。一体何があるのかしら」

「ウッド様は大丈夫だっておっしゃるけど、心配で心配で」

　踊り場の隅すみに寄よったクラウスたちには気づかない様子で、女性達は世間話に花を咲さかせている。

「村に山さん賊ぞくが攻せめてきてる、って話だしねー」

「私し兵へい団だんの人たちが追いかけてるけど捕まえられないらしいわね。嫌いやだわ、わたし連れ去られちゃうかも……」

「ないないそれはない。わたしならまだしもあんたを連れ去る山賊とか飢うえすぎにもほどがあるわ」

「失礼ね。あんたみたいに貧ひん相そうな──」

　わいわいと話しながら、二人は階段を上っていく。

　クラウスとトピーアは目を見合わせた。

　まさか、あれだけの変へん装そう技術を持つジミーが捕まるとは考えにくい。

「大丈夫かな、ジミーさん……」

　クラウスは呟つぶやいた。

　彼（おそらく）の、悪戯いたずら好きな性せい格かくが思い出される。少々激はげしいからかい方ではあったが、決して悪い気はしなかった。

「ジミーさんなら、きっと、大だい丈じよう夫ぶですよ」

　一言一言を噛かんで吐はき出すように、トピーアが言った。

「これまであの人は何度も危あぶない目に遭あってきましたけど、いつもぎりぎりで生き延のびて助かってきたんですから。今回なんて、それに比くらべたら楽勝です。これまでジミーさんが相手にしてきたのは、デスタメールとかインフレイルとか、もっともっと強大な相手だったんですよ」

「……なるほど」

　不安に思っていなければ、そんな言い方をするわけはない。しかし、クラウスはただ黙って頷うなずくことにした。

「さあ、行きましょう。僕達は僕達でやることをやらないと」

「うん、そうだね」

　トピーアの言うことに同意し、クラウスは階かい段だんを上った。





　二人が辿たどり着いたのは、屋上だった。

　屋上に通じる扉とびらは、詠えい唱しようで厳げん重じゆうに封ふう鎖さされている。単なる危険防ぼう止しのためなのか、それとも他に理由があるのかは判はん然ぜんとしない。

　そんな状じよう態たいであるのに力ずくで突とつ破ぱするのは若じやつ干かん危険なのだが、今役所にいる人間に気づかれないようにしつつサビーネ達に合図を送るためにはどうしても屋上に来る必要があった。

　扉を破やぶり、外に出てみる。

　思った通り、この役所が村で一番高い建物だった。これは都合がいい。

　厳重に封鎖されていた割わりに、特に何があるわけではない。丁ちよう度ど真ん中当たりに、存そん在ざい意義のよく分からない棒ぼうとも柱ともつかないものが天に向けてぽつねんと突つっ立っている以外には、物らしい物さえ存在していない。殺風景この上ない場所だと言えた。

『己おのが心を光と変えて、知らしめ割わらしめ図はからせしめん。高こう源げん鋳い楽らく、総そう編へん微び拍はく』

　トピーアが詠唱し、手の中に小さな光の玉を作り出す。

「やっぱり杖つえがないと上う手まくいかないなあ」

　情なさけなさそうにそうぼやくと、トピーアは玉を投げ上げた。

　光の玉は自ら意思を持っているかのように空を飛び、やがて砕くだけ四方に飛散した。

「これで伝わったでしょうか」

「うん、大丈夫だと思うよ。後は、来てくれるのを待つだけかな」

　ふと、トピーアが不安そうな表ひよう情じようを見せた。

「……ねえ、クラウスさん。彼らの能のう力りよくに果たしてそこまでの信しん頼らいをおいていいのでしょうか。今いま更さらかもしれませんが……」

「大丈夫だよ。彼らの腕うでは保ほ証しようする。この前の研究所の時も──」

　安心させようとしたクラウスの言葉を遮さえぎるように、役所中にけたたましい警けい笛てきの音が響ひびき渡わたった。

　すわ見つかってしまったかと動転したクラウス達だったが、どうも違ちがうらしい。その証しよう拠こに、屋上に人が現あらわれる気配がない。

「様子を見に行こうか」

「そうですね」

　クラウス達は屋上から降おりることにした。





　役所の中は、上を下への大おお騒さわぎになっていた。

　一体何が起こっているのかは分からないが、とにかくとんでもない混こん乱らん具合である。

　行き交かう人の中にさっきの無ぶ精しよう髭ひげを見つけだし、クラウスは話を聞くことにした。

「ん、まだいらっしゃったのですか？」

　驚おどろいたような無精髭の反はん応のう。しまったとクラウスは後こう悔かいする。普ふ通つうなら解かい放ほうされた時点で役所など後にするはずだ。

「ええとそれは……」

「外に出ると、またあの人達に狙ねらわれそうな気がして……ぼ、ぼくっ、怖こわくて怖くてっ」

　クラウスが答えに詰つまっていると、トピーアがいつもの大おお袈げ裟さ演えん技ぎで助けに入ってきた。

「ふむ、まあ確たしかにその危き険けんがあるか。外出禁きん止し令も出ているわけだし、もうしばらく役所にいるといい」

「ありがとうございますっ」

　トピーアの演技が上手いというよりはこの無精髭がお人ひと好よしなだけの話だろうが、上手くいったのだから細かいところにこだわることもないだろう。

「これは、一体何の騒ぎですか？」

　クラウスの問いに、無精髭は一いつ旦たん困こまったような表情を見せたが、結けつ局きよく話し始めた。

「実は、この土地の実力者であるウッド・スモールロッドさんという方がいらっしゃるのですが、その方をつけ狙う輩やからがおりまして」

「なるほど。それは物ぶつ騒そうな」

「ええ、全くです。で、その不ふ逞ていの輩を先さき程ほど捕つかまえることに成功したのですが、すぐに逃にげられてしまいまして」

「おお、そうなんですかっ」

「…………？」

　ジミーが無事だという話に、嬉うれしさが出てしまった。トピーアに背せ中なかをつねられる。

「いたっ……ああ、いえいえ。何でもないです」

「ふむ。まあ、危あぶないのであまりうろつかないようにしてくださいね」

「分かりました。お仕事頑がん張ばってください」

「はい、ありがとうございます」

　笑え顔がおを見せると、無精髭は走り去っていった。

「よかったですね」

　トピーアが、ほっとしたような表情を見せる。大だい丈じよう夫ぶだとはいいつつも、かなり心配していたのだろう。

「さて、これからどうしようか」

「ジミーさんも無事なようですし、この混こん乱らんを機にもう少し役所の中を探さがしてみましょう。もしかしたらウッドがいるかもしれません」

「なるほど……。でも、影かげ武む者しやとかだったら見た目とかそっくりなんだろうし、どうやって判はん別べつするの？」

「そんな時のための道具を持ってきました」

　トピーアが、懐ふところから何かを出した。

「道具？」

　見た感じでは、短い金きん属ぞく製せいの棒ぼうのようである。

「『観切の証クリージウン』という魔ま術じゆつ具です。また正式運用はしてませんが、動作は確かく実じつに保証されてます」

「効こう果かは、どんな感じなのかな」

「そうですね、例えば……」

　棒の根元をかちかちといじると、トピーアはその棒をクラウスに近づけてきた。

「おお、光った」

　棒が、鈍にぶく明るい光を放つ。

「五人までの魔力を記き憶おくさせ、照合することが可か能のうなアイテムです。特とく殊しゆな例を除のぞいて魔力の波動は人それぞれ違いますから、本人かどうか簡かん単たんに確たしかめることが出来るんですね」

「ほうほう、便利だなぁ」

「発光する以外にも、熱を放つようにも設せつ定ていできますから、懐に入れておいて相手にばれないように確かく認にんすることも出来ます」

　言いながら、トピーアは棒を懐にしまった。

「五人まで登録できるんだね。俺おれのが入ってるってことは、他にも誰だれかのを記録してあったり？」

「そうですね、一いち応おうジミーさんや、後はシャーリーさんとか……」

　言いながら懐の『観切の証クリージウン』を操そう作さしていたトピーアが、

「あ、あつっ!?」

　いきなり悲鳴を上げた。

「ど、どうしたの？」

　戸と惑まどうクラウスには目もくれず、トピーアは周囲をきょろきょろと見回し始めた。

「むっ」

　トピーアが目を止めたのは、金庫らしきものをえっちらおっちら運んでいる冴さえない中年男だん性せいだった。

「そこにいたんですか」

　歩み寄より、小声で話しかけるトピーア。何がどうなっているのか分からないが、とりあえず後ろに付いていく。

「はっ、なんですか？　わたしはこれを隠かくしに行かなければならないのです」

「下手な芝しば居いはいいですから。よく無事でしたねジミーさん」

「よりによってトピィに大根役者呼よばわりされるとは、不本意極きわまりありませんね」

「……ジミーさん!?」

　驚おどろくクラウスに、ジミーはにっこりと笑いかけてきた。

「お二人とも、ここまで忍しのび込こむことに成功されるとは。お見事です」

「無事だったんですか？」

　トピーアの質しつ問もんに、ジミーは苦く笑しようしながら頷うなずいた。

「わたしとしたことが、油ゆ断だんしました。まさか見み破やぶられるとは、密みつ偵てい人生二度目の屈くつ辱じよくですなあ。今日はどうにもこうにもつきとやらが悪いのかもしれない」

　そこまで言ってから、ジミーの笑顔が消える。

「相手は只ただ者ものではありません。化けていることそれ自体を完全に見破られたのは初めてです」

「まさか、そんな……」

　トピーアが口に手を当てる。はっきりと、驚きよう愕がくの色が見て取れた。

「昨日の宿のようなお遊びではなく、全身全ぜん霊れいをかけて装よそおっていたのですが。一体何が問題だったのか……」

　おそらく、ジミーも例の男の存そん在ざいは知らされていないに違ちがいない。

　千年前の陰いん謀ぼうの澱よどみ。殺しても死なず、こびりついて離はなれない執しゆう念ねんでもって一人の少女を追い続ける男。

　いかに現げん代だいの技ぎ術じゆつの粋すいを凝こらしたところで、あの男を詠えい唱しようで凌りよう駕がすることは不ふ可か能のうだろう。

「君達も十分に気をつけた方がいい。下手をすると大変なことになる」

「分かりました……」

「それじゃ、一いつ旦たんわたしは失礼するよ。まだウッドの姿すがたを確認してないのでね」

　そう言い残すと、ジミーは再ふたたび冴えない中年男に戻もどって歩き去っていった。

「ジミーさんでも見み抜ぬかれるとなると、僕ぼくの演えん技ぎでは厳きびしいものがあるかもしれませんね……」

　難むずかしいと言うより明らかに不可能である。これまでがまぐれだということをどうやったら理り解かいさせることが出来るのだろうか。

「しかし、諦あきらめるわけにはいきません。任にん務むの放ほう棄きなどあるまじき行こう為い！」

　ぐっと拳こぶしを握にぎるトピーア。かなり辛つらい状じよう況きようなのだが、まだまだ情じよう熱ねつは失っていないらしい。

「手はず通りなら、そろそろサビーネ一味の人が来るはずなんですが……」

「もう来てますよっと」

「ひゃっ!?」

　いつの間にか、トピーアの後ろに役所にはふさわしくない格かつ好こうの兄ちゃんが立っていた。

「お待たせしましたー。なんなりとご指し示じを」

　だぶだぶと余あまらせた大きい服に、沢たく山さん並ならんだ耳みみ飾かざり。確たしか、ブラッドとかいう名前の子分だ。

「そんな格好で来るなんて……怪あやしまれるじゃないですか」

　トピーアが、腕うでを組んで非ひ難なんする。その口調から察するに、やはり、無法者と組むことには抵てい抗こうがあるらしい。

「問題ないですよー。いつもこの格好だし。こだわりってやつですよ」

　しかしブラッドは、悪びれた様子もない。

「先が思いやられますね……」

　呆あきれたといわんばかりに、トピーアが溜ため息いきをついた。

「うーんと、とりあえずこの建物の中に一いつ般ぱん人が近づけない場所っていうのがあるはずなんですよ。それを探さがしたいなあと」

　これだけの建物を造るということは、中にウッドが潜せん伏ぷくしている場所があるはずである。一部の腹ふく心しんしか近づけないようにして、いることを隠かくすという手しゆ段だんだ。

「必ずしもここにいるとは限かぎらないと思うんですけど……」

　トピーアが言う。

「僕も初めはそう思っていた」

　しかし、ウッドがここにいると断だん定ていできないまでも希望を持てる程てい度どの理由はある。

「でもね、ジミーさんがいることを気づかれたということは、ジミーさんの変へん装そうを見み破やぶることが出来る人間──つまり、ウッドの近くに仕えているような凄すご腕うでがこの建物にいるということになる。だとすれば、ウッドだって隠れているかもしれないということさ」

　あくまで推すい測そくに過すぎない。しかし、結けつ構こう自信があった。

「調べる手段はトピィが持ってるみたいだし、とりあえず探してみよう」

「分かりました」

　まだ納なつ得とくがいかないという様子だったが、一いち応おうトピーアは同意を示しめした。

「近づけない場所っすね。んじゃま聞き込んできます」

　何でもないことのようにそう言うと、ブラッドはふらふらと歩き始めた。

「えっ……ちょっと」

　トピーアが呼よび止めようとした頃ころには時既すでに遅おそく、ブラッドは近くを行く役所の人間に話しかけていた。

「あっ……」

　一いつ瞬しゆん、クラウスはサビーネに助力を申し出たことを後こう悔かいした。まさか、ここまでいい加か減げんな人間が来るとは。予定が全すべて狂くるってしまうのではないか。

「分かりましたよー」

　しかし、クラウスの不安は杞き憂ゆうに終わった。

「四階の一番奥おくの区画は立ち入り禁きん止しらしいです。何でも工事中だそうで」

「……そ、そうなんですか？」

　呆あつ気けにとられたように、トピーアが聞き返す。

「みたいですよー」

　相変わらず、ブラッドは緊きん張ちよう感のかけらもない。まるでこの程度のことは朝飯前だといわんばかりだ。

「す、すごいですね……」

　素す直なおな感想が口をついた。そんな立ち入ったことを、今みたいに混こん乱らんしている状況でよく聞き出せたものだ。

「要はコツですよ。会話も技ぎ術じゆつです」

　へへっ、と斜しやに構かまえた笑えみを浮うかべるブラッド。

「んじゃまあ行きますか。早く行動した方がいいでしょ」





「どう、トピーア。反はん応のうある？」

「うーん、微び妙みようですね」

　他の所はあれだけ人が行き交かっていたのに、四階の一番奥だけはがらがらだった。

「あるといえばあるような、ないといえばないような」

　先さき程ほどジミーが近くを通った時の反応を見る限り、いればもっと分かりやすい効こう果かが出るはずである。

「やっぱりはずれなんすかねー」

　ブラッドが、あくび混まじりに言う。

「まだ分からないよ」

　全ての空間を探したわけではない。まだもう少し調ちよう査さできる場所はあるはずだ。

「でも、もうこの先行き止まりですよ」

　ブラッドが行く手を見やる。

　そこには、ただ無む機き質しつな壁かべが立ちふさがっているのみだ。

「うーん……」

　壁に歩み寄よってみる。

「何かおかしいんだよなあ」

　ブラッドが聞きだしてきた話によれば、この辺りは工事中なはずだ。しかし、そんな様子は全く見られない。

「工事してないっすよねえ」

　同じことに、ブラッドも思い当たったらしい。

「というか、この壁なんか変だな」

　こつこつと、ブラッドが靴くつの先で壁を蹴ける。

「変？」

「ほら、何て言うか薄うすいんですよ」

　今度は拳こぶしで軽く殴なぐる。

「そうかなあ……？」

　同じように叩たたいたりしてみるが、普ふ通つうの壁にしか思えない。

「勘かん違ちがいっすかねえ」

　ブラッドが首を傾かしげる。

「ならちょっと、解かい呪じゆしてみましょうか」

　そう言うと、トピーアは詠えい唱しようを始めた。

『掘ほりしとどめし凍こおりしさざめき、ほどき結びて奈な辺へんにありや』

　聞いたことのない詠唱である。トピーアの自作詠唱だろうか。

『覇はの葉を填うめ込こみ我われ歌う。果かの香かを刈かり込み我たゆたう。和わ業ごう神しん間かん、差さ銅どう円えん願がん』

　杖つえがないので、軽く手を壁に押おし当てる。動きは少々おぼつかない。

　クラウスも彼女と同じく基き礎そ魔ま力りよくが低いのでよく分かるのだが、杖で常じよう時じ自分の魔力を最さい適てき化しているので、なくなるとどうにも詠唱を扱あつかいづらくなってしまうのだ。

　道具に頼たよりすぎと言われればそれまでなのだが、そうしなければ持って生まれた遅おくれを取り戻もどせないのだから仕方ない。

「やっぱり、何もないかな……。もしかしたら偽ぎ装そうしてるのかもと思ったけれど」

　壁に変化は現あらわれない。ただ壁として存そん在ざいしている。

「……あれ？」

　否いな、それは見間違いだった。

　壁が、少しずつねじれ始める。

　奇き妙みような光景だった。それまでしっかりと実在していた壁が、少しずつ消えていくのだ。

　似にたような場面を、クラウスは見たことがある。





　──暑い夏の日、埃ほこりに埋うもれた館やかたの地下。今でも思い出す、謎なぞめいた文字がびっしりついた扉とびら。





「多分、この先だな」

　完全に消えた壁の向こうを見通しながら、クラウスは断だん言げんした。

「薄気味悪いっすね、何か」

　ブラッドが呟つぶやく。

　彼の言いたいことはよく分かる。壁の向こう側は、こちら側とは明らかに空気が違っていた。

　造つくり自体は同じだ。

「でも、行くしかないですよ」

　トピーアが言った。

「ああ、そうだね」

　それに頷うなずき返すと、クラウスは一歩踏ふみ出した。







『獅し導どう王おう用よう、麒き高こう方ほう翔しよう！』

　追いすがってくる男に、雪ごと巻まき上げた土つち塊くれを叩たたき込む。

「やっぱり休息は大事ねー。かーいかん☆」

　日ひ頃ごろ滅めつ多たに出さないような浮うわついた声を出しつつ、サビーネは周囲を睥へい睨げいした。

　戦せん況きようは五分五分。若じやつ干かんこちらが不利な程てい度ど。

　もちろん作戦である。本気を出せばこちらが勝ってしまう。何だかんだでこれまで世界を股またに掛かけて色々な連中と戦ってきたのである。そこらの私し兵へい団だん程度に後おくれを取ることはない。

「少し下がりなさい、ばらつくと各かつ個こ撃げき破はされるわよ！」

　いかにも押され気味な指し示じを出す。子分達も上う手まいもので、苦戦している素そ振ぶりを見せながら固まっていく。

　目的は私兵団の注意を惹ひき付ける陽動だということなので、だらだらと戦い続けて時間を稼かせいでいるのである。

　ただし、自分がわざとやられるのは気に入らないので、向かってきた相手は叩たたきのめしている。やられるふりなど、子分に任まかせていればいい。

　徐じよ々じよに移い動どうし、村からつかず離はなれず辺りの場所へ誘ゆう導どうする。あまり離れすぎても怪あやしまれてしまうし、近すぎるとクラウスやブラッド達の邪じや魔まになってしまう。

「待て、逃にがすな！」

　騙だまされているとも気づかず、まんまと私兵団はサビーネ達を追いかけてくる。

「たわいないわねー」

　苦く笑しようが漏もれる。田舎いなかの連中などこんなものだろうか。

「うぎゃああ」

　そんなサビーネの横に、子分が一人吹ふっ飛んできた。

「ちょっとリーアマン、そこまでわざとらしくしなくていいじゃない。今時うぎゃああなんて子こ供ども向けの小説の悪役でも……」

　続いて、数名の子分が転がってきた。いずれも気き絶ぜつしている。

「トゥリッラにヘイヤーまで……あんた達何を」

　そこで、サビーネは彼らが吹っ飛んできた理由を理り解かいした。

「な、何者……!?」

　凄すさまじい、魔ま力りよくの脈みやく動どう。理り性せいや知ち能のうを飛び越こえ、生物としての本能に直ちよく接せつ危き険けんを訴うつたえかけてくる、空気中に満ちた邪じや悪あく。

　杖つえを構かまえ直す。手て加か減げんは終わりだ、本気を出さないと、やられる。

「サビーネさん、ば、化け物が……！」

　槍やりを振ふり回していたフェリックスが、上ずった声で呼よびかけてくる。

「分かってるわよ。一いつ旦たん下がりなさい。怪け我が人にんの治ち療りようを最さい優ゆう先せん。適てき当とうにやり合ったら逃げるわよ」

　自分を無言で打ち据すえてくる魔力を計算。おそらく出力を全開にすれば肩かたを並ならべることが出来るが、そこまで危き険けんな賭かけをする必要はないと結けつ論ろんづける。

　子分達を下がらせ、自分が先頭に立つ。

「ヨハン、しっかり援えん護ごしなさいよ」

「了りよう解かいっ」

　ヨハンの支し援えん込みで、普ふ通つうに戦って勝しよう率りつは四割わり。ただしこれは相手が技ぎ巧こうを凝こらしてこない場合であり、万が一ある程てい度ど以上の詠えい唱しよう技ぎ術じゆつを持っているとなると、半分以下まで勝ち目は下がる。

　戦列の一番前に立ち、私兵団を傲ごう然ぜんと見回す。内心を悟さとられると負けだ。堂々としていなければならない。

　私兵団の列が割われ、一人の男が姿すがたを現あらわした。

　額ひたいに刻きざみ込まれた魔術紋もん様ようが異い様ようである。険けわしい顔つきは、どこか正せい常じようではない不気味さを醸かもし出していた。

「貴き様さまが首しゆ領りようか」

　男が尋たずねてくる。

「だったらどうなのよ」

　返事はなく、男はその手を振ふった。

「なっ……」

　ただそれだけのことで、強きよう烈れつな魔力の波動がサビーネに激げき突とつしてきた。

『嘆なげける神のその慈じ悲ひを！　防ぼう貴き賛さん英えい、浪ろう秘ひ淡たん例れい！』

　とっさに杖で受け止め、使える中で最も単たん純じゆんな防ぼう性せい詠唱を発動する。

　効こう果かは薄うすい。結果、かなりの衝しよう撃げきがサビーネの体を襲おそった。

「ヨハン！」

『警けい醒せいの打号、永えい逝せいの覇は豪ごう！　汝なんじの失われた力を燃もゆる熱ねつ塊かいに変えん！』

　サビーネが何を言わんとしたのか察したのだろう、ヨハンがすかさず詠唱する。

『由ゆう熱ねつ動どう宴えん、融ゆう滅めつ暴ぼう全ぜん！』

　彼の得意詠唱、『焔翼の天使エンジエルクロウ』である。強烈な火の玉が男と私し兵へい団だんへ叩たたきつけられる。

『結ゆわえる髪かみを加える網あみと、払はらえる海を浚さらえる無む観みを！　虚こ空くうの雲を解とき置き削そぎて、大地を穿うがつその音ねを我われに！』

　すかさずサビーネも詠唱する。

『雷らい銘めい頓とん差さ、灰はい例れい魂ごん座ざ！』

　掲かかげた杖から、雷らい光こうが迸ほとばしった。

　禁フ十オ二ビ階ド詠ウ唱ンの一つ、『北翁の愁いラス・マース』。

　消しよう耗もうも激はげしいし加減も難むずかしいので使うことは滅めつ多たにないが、今は別だ。

　目も眩くらむほどに明るい光が、ばちりばちりと恐おそろしい音を立てながら空間を縦じゆう横おう無む尽じんに動き回った。

　突とつ然ぜんのことに、私兵団たちは逃にげ惑まどう。

「さあ、撤てつ退たいよ。もたもたしてる時間はないわ。動けない人間を忘わすれていっちゃダメだからね」

　言うなり、サビーネは駆かけ出した。逃げるのは悔くやしいが、準じゆん備び無しで勝てる相手ではない。

　私兵団から離はなれたところまで行き、点てん呼こを取る。返事は全員分あった。

「全員無事みたいねー。あんなのを相手にした割には奇き跡せきだったわ」

　安心するサビーネに、ヨハンが、

「ふふふ、何だかんだでサビーネさんって子分思いですよね」

「おちょくってるんじゃないわよ」

　殴なぐってやろうとしたが、体が動かなかった。さすがに、『北翁の愁いラス・マース』を発動した後で全力疾しつ走そうとなると堪こたえる。

「とりあえず休きゆう憩けい。ある程度休んでから、ここから離れるわよ」

「そうなんですか」

「当たり前じゃない、あんなのがいるなんて聞いてないわ。わたしは偉い大だいだけど無意味な戦いは挑いどまないの」

「ブラッドはどうしますか？」

「あいつなら放ほうっておいても自力で帰ってくるわよ。……しかし、今回のはちょっと危き険けんというか何というか。不安になってくるわね」

「確たしかに。この前の研究所も大たい概がいやばかったですが、それの上を行くかもしれないですね」

　サビーネは空を見上げていた。先さき程ほどまであれだけ晴れていた空は、いつの間にか曇くもっていた。

　無む闇やみにどす黒い雲である。不ふ吉きつな気分に浸ひたるには、十分すぎるほどの空模も様ようだった。





「どの部屋も、鍵かぎがかかってるのか」

「いやー、鍵じゃないですよこれ」

　扉とびらの鍵穴を覗のぞきながら、ブラッドがクラウスの言葉を否ひ定ていする。

「自分は専せん門もんの鍵かぎ師しじゃないから分からないですけど、少なくとも普ふ通つうの鍵で開け閉しめ出来る扉じゃないです」

「詠えい唱しようでもないですね。何らかの魔ま術じゆつ的仕し掛かけは施ほどこされているみたいですけど……」

　トピーアも首を傾かしげる。

「あの壁かべにしても、たまたま僕ぼくの詠唱が上う手まく作動しただけで、正しい開け方じゃなかったみたいですし……」

　謎なぞが謎を呼よんでいる。一歩進んだのはいいのだが、かえって余よ計けいに迷まよったような気がしないでもない。

「とりあえず、調べるなら調べるで早くしたほうがいいっすよ。あの壁消えたままですし、そのうち誰だれかに気づかれてしまう」

　こういう行動に慣なれているのか、ブラッドの判はん断だんは速い。

「よし、もう一度一つずつ見て回ろう。それでダメなら撤てつ退たいだ」

　その判断に背せ中なかを押おされるようにして決定する。場数を踏ふんでいる人間の言うことを参考にした方がいいだろう。

「了りよう解かいっす」

「はい～」

　返事をしてくる二人を連れて、もう一度奥おくの部屋から一つ一つ見て回る。

　どの扉も、見たことのないような意い匠しようが施ほどこされている。この世ならざるような、禍まが々まがしくも美しい模様が刻みつけられているのだ。

　廊ろう下かに注意を向けてみると、鑑かん賞しよう樹じゆが置いてあったり壺つぼが飾かざられてあったりと、ウッドの印象とは異ことなるそこはかとない豪ごう奢しやさが目につく。

「この鎧よろいも壺も、少し意味があって置かれてるかもしれませんね」

　クラウスの言いたいことを先取りするかのように、トピーアが言った。

「いわば、魔法陣じんにおける魔術文字のような役やく割わりを果たしているとも考えられます。確かく証しようはないですけれど」

「何か難むずかしそうっすね」

　大して興きよう味みもなさそうに、ブラッドが言う。

「どうでしょうね。まあ簡かん単たんに説明すると──」

　がちゃり。トピーアの話は、扉が開く音に遮さえぎられた。

「か、かくれろ！」

　慌あわてて近くの鑑賞樹の陰かげまで走る。

「あぅ……」

　トピーアが呻うめいた。『観切の証クリージウン』が、反はん応のうしているということなのか。

　鎧の陰から、様子を窺うかがう。

　部屋から出てきたのは、一人の老人だった。ブライアン帽ぼうに、白く長い髭ひげ。

　紛まごう事なき、ウッド・スモールロッドである。

「遂ついに見つけた……」

　ロッドは、扉を閉めようとしてから、壁がないことに気づいたらしい。扉を開けたまま壁があった場所へと歩み寄よっていく。

　クラウス達の存そん在ざいに、ウッドは気づいていないようだ。やはり老いているだけに、五感は衰おとろえているのだろう。

　壁のあった場所にしばらく立ちつくすと、ウッドは向こう側へと歩いていった。

「今のうちに、ここから離はなれよう。壁がもう一度作られてしまったら、抜ぬけ出すのが難しくなる」

　二人とも、クラウスの言葉に頷うなずいた。

「よし、行こうか」

　ウッドとつかず離れずの距きよ離りを取りながら移い動どうする。

　しばらく行ったところで、ウッドの向こう側から一人の鎧よろい兜かぶとを身に纏まとった男が現あらわれた。見たところ、私し兵へい団だんの一員といったところだろうか。

「んー、あのじじい一人だったら叩たたきのめして逃にげた所なんだけどなぁ。なんか強そうなのが現れた」

「三人とも戦せん闘とう向きって感じじゃないですしね」

　今度は近くの壺の後ろに隠かくれる。ウッドはクラウス達に背せ中なかを向けているから大だい丈じよう夫ぶだが、こちらを向いている鎧兜の方はそうもいかない。

「ここにいると気づかれそうだな……」

　ちらりと周囲に目を走らせると、近くにウッドが開けっ放しにしていたままの扉とびらがあるのが見えた。

「あの中へ入ろうか。隠れているよりはマシだと思う」

　様子を窺う。鎧兜とウッドはすっかり話し込こんでいる。周囲には余あまり気を配っていないらしい。

　戦士然とした出いで立たちの割に、異い常じよう事じ態たいに対する心こころ構がまえが余り出来ていない。好機だ。

「三、二、一……行こう！」

　数を数え、部屋に飛び込んだ。

　全員が入ってから、鎧兜とウッドの方を窺ってみる。

　二人はまだ話し続けていた。気づかれなかったらしい。

「やれやれ、上う手まくいったな……」

　安あん堵どするクラウスの袖そでを、トピーアが引いてきた。

「ん、なんだい？」

　トピーアの目は、何かに釘くぎ付づけになっていた。その横にいるブラッドも、唖あ然ぜんとしている。

「二人してどうしたんだよ、一体何が……」

　トピーア達の視し線せんの先に目をやって、クラウスは凍こおり付いた。

　巨きよ大だいな筒つつが、部屋の中央に鎮ちん座ざしている。それだけでも十分すぎるほどに異様な光景だが、筒の中身がクラウスに頭の中が真っ白になるほどの衝しよう撃げきを与あたえた。

「エル、リー……」

　捜さがしていた少女が、いた。

　液えき体たいに満たされた筒の中で、まるで何かの標ひよう本ほんのように、浮うかんでいた。

「エルリーっ！」

　全すべての理り性せいが吹ふき飛んだ。後先を全く考えず、筒へと駆かけ寄る。

「クラウスさんっ、ダメです！」

　トピーアに止められても、部屋の中に警けい報ほう音が満たされても、クラウスは全く構かまわなかった。



    

  
    
      「エルリー、エルリー！」

　筒を力ちから任まかせに叩たたく。しかし、一体何で出来ているのか、筒はびくともしない。

「貴き様さまら、そこで何をしている！」

　入り口の方から怒ど鳴なり声が聞こえてきた。

　振ふり返ると、鎧よろい兜かぶとを筆頭に私し兵へい団だんらしき連中が数名入り口の前に集まっていた。

「やはり山さん賊ぞく団騒さわぎは陽動だったか！　他の連中の目はごまかせても、このウッド軍団軍団長ウィン・ペリ・テーリ様の目は誤ご魔ま化かせないぞ！」

『防ふせぎ塞ふさいで失うせさせん。稼かせぎ成さして蒸むせさせん。抑よく師し業ごう論ろん、臆おく氏し総そう門もん』

　鎧兜の前口上には付き合わず、トピーアが詠えい唱しようした。

「む、ぐぅ……!?」

　私兵団達が、揃そろって膝ひざをつく。体が、急に重くなったかのように見える。

「さあ、クラウスさん急ぎましょう！　逃にげないと！」

　トピーアが腕うでを掴つかんできた。

「で、でも……」

「今の僕達じゃ助け出せません！　さっきまでの沈ちん着ちやくなクラウスさんはどこへ行ったんですか！」

「く、うぅ……」

　悔くやしいが、トピーアの言うとおりだ。ここは退ひいた方がいいだろう。

　自分の頭上に月が輝いていたなら。悔くやんでも仕方ないことを悔やむ。

　せっかく用意した最後の切り札は、切り札だけに使い勝手が悪い。屋内では十分の一も効こう果かを発はつ揮きできないのだ。

　情なさけなさが体を貫つらぬく。一度ならず二度までも、エルリーを目の前にして助け出せないとは。

「クラウスさん！」

「きっと……きっと助けに来るからな！」

　そう叫さけぶと、クラウスは惨みじめさを噛かみ殺しながら部屋から飛び出した。

「こっちですっ！」

　冴さえない中年男の姿をしたジミーが、壁かべのあった辺りで手を振ふっているのが見えた。

「ウッドを見つけました。こちらの正体がばれる前に脱だつ出しゆつしましょう」

　既すでにクラウス達も見つけ出していたのだが、いちいち言っている暇ひまはない。

「はい……」

　それでも名残なごり惜おしく後ろを振り返ってしまう。

「クラウスさん、早く！」

　トピーアにせかされ、クラウスは遂ついにエルリーのもとから走り去った。



    

  
    
      　第四章　あの日と同じ月の下で　Moonsorrow






　懐なつかしい声だった。懐かしい姿すがただった。

　会えなくなって、そこまで時間は経たっていないはずだ。しかし、それこそ、何千年も会っていなかったような、そんな錯さつ覚かくをおぼえてしまった。

　嬉うれしい。これ以上ないくらいに、嬉しい。

　本当なら、こんな筒つつは破は壊かいしてクラウスのもとへ飛びつきたかった。けれども、そうすることは不ふ可か能のうだった。

　エルリーは今、自分の意い志しでいかなる魔ま力りよくも行使できない。この筒と液えき体たいは、エルリーから魔力を操あやつる全すべての技ぎ術じゆつ能力を奪うばうためのものなのである。

　エルリーの魔力は装そう置ちで制せい御ぎよされ、実験している人間達が発動させたいときに発動させられるようになっている。完全な操り人形だ。

　以前あの男に封ふうじ込められた結界では、『思伝の調べセイントヴアイタス』のような詠えい唱しようが使えたのだが、今回はそれすら出来ない。千年の間に、研究を重ねたのだろう。

　ともかく、そのような理由で、目の前にクラウスがいるというのにエルリーは石せき像ぞうのように無む反はん応のうでいるしかなかったのだ。

　しかし。エルリーは思う。まだ、自分の心までは操られていない。

　クラウスの登場が、エルリーの心に無む謀ぼうなくらいの勇気と元気を呼よび起こしている。

　彼はここまで助けに来てくれたのだ。今度は、自分が頑がん張ばる番ではないのか。

　思案を始める。動けないとしても、頭を使うことは出来る。どうすれば、あの男に一いつ矢しを報むくいることが出来るだろうか。







　彼が店に来なくなってから、どれくらいが経っただろう。

　椅い子すにぽつんと腰こし掛かけたまま、イルミラはそんなことを考える。

　何か、詠唱士の仕事で調ちよう査さに行くと言い残したまま、彼の消息はぷっつりと途と絶だえた。

　これまでにも来なくなることは時たまあった。しかし、今回に関しては全く話が違ちがう。

　危き険けんなところではない、とクラウスは言っていた。もちろん嘘うそだろう。そのくらいのことが見み抜ぬけないイルミラではない。

　クラウスなりに心配させないようにと気を遣つかったのだろうが、余よ計けいに不安を煽あおられるばかりだった。

　隠かくさないといけないほどに、危あぶないところへ行くということなのだから。

　心配で、胸むねが潰つぶれそうだった。そのせいか、最近食しよく欲よくが明らかに落ちている。このままだと痩やせてしまいかねない。

　そんなイルミラに、レシーナは色々と気を回してくれる。何のことで悩なやんでいるのか、きっとある程てい度ど分かっているのだろう。

　その優やさしさも今のイルミラには重荷だった。こんなことで落ち込こんでいる自分が情なさけなくて仕方なくなるのだ。

　せめて接せつ客きやく中は表に出さないように気をつけているのだが、最近は抑おさえきれなくなりつつあった。

　注文の取り間違えや出し間違いはざらで、この前などはエルガが三つ載のったトレイを見事に床へと落としてしまうという大失しつ態たいを犯おかしてしまった。

　常じよう連れんの客は、別人のように萎しおれているイルミラを心配してくれ、多少の失敗は見み逃のがしてくれた。レシーナの優しさと同じく、そんな客達の思いやりもイルミラを苦しめるばかりなのだが。

「はぁ……」

　くせになってしまった溜ため息いきをつきながら、イルミラはテーブルに突つっ伏ぷした。

　よくこうしていると、クラウスがからかってきたものだ。

　店が閉しまったからってさぼるなよ。掃そう除じとかあるだろ。あと肌はだの手入れとか。

　イルミラだったらこう叫さけぶだろう。あたしのお肌を店の床ゆかと比くらべないでよ、店の床って木じゃないのよ。何それ、あたしの顔が木の皮みたいだっていいたいわけ──

「店が閉まったからってさぼるなよ。掃除とかあるだろ。あと肌の手入れとか」

「あ、あっ……」

　叫べなかった。本当に、この声がするなんて、思ってもいなかったから。

「さては寝ねてたなー。レシーナさんに言いつけてやるぞ」

　椅子から弾はじかれたように立ち上がる。

「クラウス、じゃない……」

　不覚にも涙なみだが出そうになった。慌あわてて体たい勢せいを外す。顔を見られないようにする。

「ふらふらしてるなぁ。よっぽどぐっすり寝てたのか」

　クラウスが苦く笑しようする。本当に、いつまで経っても、この男は鈍にぶい。助かったというのか、どこか寂さびしいというのか、何とも複ふく雑ざつな気分だ。

「別に、関係ないじゃない」

　やっとのことで、それだけが言えた。我われながらキレがない、昔の調子はどこへ行ったのか。

「もう、店閉めちゃったのよ。今いま頃ごろ何しに来たのよ」

「ん。もう閉まってたか」

「見れば分かるでしょ。ばっかじゃない」

　普ふ段だんの自分なら、ここで馬ば鹿かとか罵ののしるような言葉遣いはしない。自分で分かる。

「何だよ、今日のイルミラは妙みようにキツいな」

　クラウスでさえ気づくほどにおかしいのだろうか。今すぐ、どこかへ消えたくなる。

「いやー、こんなこと頼たのむの悪いんだけど……」

　クラウスが言う。その言葉に釣つられるように、初めてイルミラはクラウスと目を合わせた。

　クラウスの目は、いつも通り優しく、いつも通り温あたたかく、そして以前よりずっとたくましくなっていた。

　こんなにも近くにいるというのに、どうしようもないほどの寂しさがイルミラの胸をきりきりと締しめ上げる。

　クラウスは、自分の知っていたクラウスと少しだけ違ちがったクラウスになった──つまり、成長した。

　変わったかどうかというのは所しよ詮せん観察する側の主観でしかない。そのことに思いを至いたらせることなく簡かん単たんに「変わった」という言葉を使うほど、イルミラは身勝手でも我わが儘ままでもないつもりだった。

　しかしそれでも、今のクラウスが以前と違うことにどうしようもない隔へだたりを感じていた。やっぱり我が儘で身勝手なのだろう。相手に、「こうあってほしい」という枠わくを決め、その枠からはみ出ることを許ゆるせないのだから。

「……また仕事で出かけるからさ、その前にこの店のエルガを飲みたいんだ」

　クラウスの言葉に、イルミラは我に返る。

「え、エルガね。それじゃお姉ちゃんに頼もうか」

　仕事で出かける。またいなくなるというのか。目の前が真っ暗になりそうだ。

「いや、イルミラの淹いれたエルガが飲みたいかも」

　そして、いきなり何てことを言うのか。出かけることに衝しよう撃げきを受けるそれより前に、最上級の驚きよう愕がくを叩たたきつけるなんて、クラウスはイルミラで遊んでいるのか。

「な、なんでわたしのを……」

「レシーナさんのは、帰ってきた時のお楽しみ」

　引っぱたいてやろうか。ほんの少しでも、期待した自分が馬鹿だった。

「淹れるわよ、淹れりゃいいんでしょ！」

　ほとんど怒ど鳴なりつけるようにして、イルミラは厨ちゆう房ぼうへ引っ込んだ。

「……どうしたの？」

　皿を洗っていたらしいレシーナが、イルミラの剣けん幕まくにたじろぐ。

「クラウスの大馬鹿が来たのよ！」

　ささっとエルガの準じゆん備びをする。口調その他は乱らん暴ぼうだが、手つきのみ果てしなく繊せん細さいである。

「あらあら、そうだったの」

　レシーナがくすくすと笑う。

「とびっきりのを、淹れてあげなさい」





　この前飲んでもらったときは、おかしなことに素す直なおに誉ほめられてしまった。

　しかし、さすがに二度も同じことは繰くり返されないだろう。次は、多分聞くに堪たえない罵ば詈り雑ぞう言ごんの嵐あらしなはずだ。

「……あれ」

　一口エルガを含ふくんで、クラウスは首を傾かしげる。

「な、何よ」

　イルミラは、出来るだけむすっとした口調で返す。

　これは、言うなれば防ぼう御ぎよだ。こうして気持ちを張はっていれば、きっと何を言われたって耐たえられる。

「何かさ」

　さあ、来るといい。どんな悪口にだって反撃してみせよう。

「前より、美お味いしくなってるんだけど」

「えっ……」

　呼こ吸きゆうが止まった。

　確たしかに練習に練習を重ねた。クラウスがいない間も、より美味しいエルガが淹れられるように努力した。

　その成果は出ていると密ひそかには自負していたけれども、まさかまた誉められるなんて。

「何だおい、馬鹿にしてやろうと思ったのに残念だな」

「そ、そんな言い方ないじゃないっ」

　怒鳴ってみるが、弱々しいことこの上ない。すっかりダメになってしまった。

「あはは、悪い悪い」

　笑うと、クラウスはぐいっとエルガを飲み干ほした。

「さて、慌あわただしくてすまないけど、もう行くよ」

「えっ、もう？」

　口に出してから後こう悔かいする。自分が、クラウスを引き留とめるようなことを言うなんて初めてだ。

「うん、ごめんね。時間あんまりないんだ。レシーナさんによろしく言っておいて」

　言うと、代金を置いてクラウスは立ち上がった。

「あ、あのさ」

　何でもいいから、あと少しだけいてほしい。何でもいいから、話しかけないと。

「クラウスって、そうやって頑がん張ばるのって」

　自分が何を言おうとしているのか、よく分からない。分からないままに、言葉を続ける。

「やっぱり、エルリーのため？」

　自分は救いようのない馬ば鹿かだと思う。どうして、こんなことを聞くのか。聞いてしまったら、取り返しがつかなくなるかもしれないのに。

　クラウスは少し黙だまった。何も言わずに、イルミラを見ている。

　永えい遠えんよりも長い一いつ瞬しゆんの後。

「うん、そうだよ」

　クラウスは、イルミラが恐おそれていた言葉を恐れていたとおりに言った。

「エルリーのこと、好きなんだ？」

　衝しよう撃げきが、イルミラを自じ爆ばくへと誘さそう。尋たずねてはいけないことを、尋ねさせる。

　答えは、分かり切っていた。







　誰だれもいなくなった店の中。

　椅い子すの上で膝ひざを抱かかえるという子こ供どものような姿し勢せいで。







　──イルミラは、泣いた。







「遂ついに、決着をつけるときが来たな」

　馬車に乗り込こむと、ラムリアは自分の荷物の最終確かく認にんをした。

　鷲嘴剣エピー・ソード、鎧よろい、手てつ甲こう、脛すね当て。コティペルト王国を治めるものが戦いに向かうときの、正式な出いで立たち。

「そうですね」

　向かいの席に座すわったナフィンが、静かに頷うなずく。

「……よし。問題ないな」

　ラムリアの言葉を受けると、ナフィンは自分の後ろを振ふり返った。

「馬を出して。全軍に、同じように伝達」

「了りよう解かいいたしました」

　御ぎよ者しやが答え、馬車はゆっくりと動き出した。

「緊きん張ちようしているか、ナフィン」

　馬車の外を見やりながら、ラムリアが聞く。

「ええ。王国軍、王国詠えい唱しよう士しはもちろんのこと、最上級階層マジエステイのほとんどを集めて戦いに赴おもむくのは、初めてのことですから。……陛へい下かはいかがなのです？」

「余よか。余は昂たかぶっている」

　武む者しや震ぶるいを隠かくそうともせず、ラムリアはそう答えた。

「父の仇かたきをとれる。これほど、希こいねがったことがあっただろうか」

「ふふ」

　微笑ほほえむナフィン。

「陛下のために、微び力りよくながらも最さい善ぜんを尽つくさせていただきます」

「ありがとう。その気持ちに応こたえるためにも、必ずやウッドの首級を挙げてみせよう」

　拳こぶしを握にぎりしめ、ラムリアはそう誓ちかった。







　馬車の中で何日も過すごしているが、クラウスはさっぱり眠ねむれなかった。

　同席している詠唱士の歯ぎしりがひどいというのも一つあったが、一番大きいのはやはり精せい神しん的なものだろう。

　これほど大きな作戦に加わっているということもさることながら、何よりついにエルリーのことを助け出せる好機に巡めぐり会えたという興こう奮ふんが最も安あん眠みんを妨さまたげているに違ちがいない。

　集まった戦力は、クラウスを除のぞいてはコティペルト王国の最さい精せい鋭えいと言えるようなものである。

　王国軍は、王国軍最強との呼よび声ごえ高い近この衛え兵へい団だん第一師し団だんだし、『不死騎四柱アンデツドカルテツト』だの『死神の薪水ネクロブツチヤー』といった雑ざつ誌しでしか見たことのないような最上級階層マジエステイの人間がぞくぞくと集まっていた。感動よりも畏い怖ふが先に立つような光景である。

　自分が末席に加わることを許ゆるされたのが不思議でならない。トピーアによると、調ちよう査さでの実じつ績せきが評ひよう価かされたとのことらしいが、にわかには信じがたいことだった。

　何とか気持ちを落ち着けようと、馬車の定期的な揺ゆれに身を任まかせる。

　雪が積もっているところまでは馬車で移い動どうし、その後は徒歩に切り替かえるのだという話だった。調査の時は延えん々えん徒歩だったことを考えると、ずっと楽である。

　今は亡なき兄から譲ゆずり受けた杖つえを握りしめる。ヨルグ山の竜りゆう退たい治じの時も、兄はこんな感覚を味わったのだろうか。

　クラウスが、ふと過か去この思い出に浸ひたったその時、遠くから何か違い和わ感かんのある物音が聞こえてきた。

　何か、多数の物音がぶつかるような、そんな音。

　耳を澄すませたその瞬しゆん間かん、強い衝しよう撃げきがクラウスを襲おそった。

　座ざ席せきから転がり落ちる。一いつ瞬しゆん、天地の感覚が失われる。

『思想よ疾しつ走そうせよ、固相よ構こう想そうせよ』

　魔ま力りよくを活かつ性せい化させる単語のつながり。顔を上げると、それまで歯ぎしりをしていた向かいの詠唱士が、嘘うそのようにはっきり覚かく醒せいした様子で杖を構かまえていた。

「気をつけろ、兄ちゃん。襲われたらしい」

「馬を止めます！　状じよう況きようが把は握あくできない！」

　御者の悲鳴のような叫さけび声が聞こえ、馬車が停止した。

「降おりるぞ、気をつけてな」

　詠唱士に促うながされ、クラウスは馬車から降りた。

　外に広がっていた光景は、クラウスの想そう像ぞうを絶ぜつするものだった。

　武ぶ器きを振ふりかざし戦う兵士達。片かた方ほうが近衛師団だということはすぐに分かったが、相手方がロスホーラ帝てい国こく軍のものだと理り解かいするまでは、かなりの時間を要した。

「おら、ぼやぼやするなよ兄ちゃん。……気をつけてないと、死ぬぞ」

　詠えい唱しよう士しに肩かたを叩たたかれ、クラウスは我われに返った。

「とりあえず俺おれたちのやることは後ろからちょっかいをかけることだ。うだうだやってたらそのうち上からちゃんとした指令も来るだろ」

　クラウス達以外の馬車も次々止まり、中から詠唱士が沢たく山さん出てきた。

　その中にはトピーアの姿すがたもあった。目の前の光景にもひるむことなく、自じ慢まんの杖を振りかざして詠唱を始めている。

　空が、おぞましいほどに明るい。人の流血が生んだ炎ほのおが、照らし上げているのだ。

　その中央で、月が輝かがやいていた。残ざん酷こくなほどに白く、身み震ぶるいするほどに美しく。







　これが、世に言う『スモールロッドの変』の幕まく開あけである。







　先行していたコティペルト王国近衛軍第一師団と、どこからともなく突とつ如じよとして出しゆつ現げんしたロスホーラ帝国軍兵士とがまず激げき突とつ、後から来ていた詠唱士たちが近衛軍を後方から支し援えんするという形で戦況は推すい移いしていった。

　戦せん闘とうは長く続かなかった。数、質しつともに上回るコティペルト王国側が、開戦後まもなく絶対的な優ゆう位いを確かく保ほしたのだ。

　あまりに示じ威い的過すぎる、と不ふ評ひようを買っていた戦力の集中が、はからずも功を奏そうした形になったと言えるだろう。

　なぜラムリア・ピスロメン・コティペルトが戦力をこれほどまでに集めることにしたのか、には諸しよ説せつある。

　単に、謀む反ほんを企くわだてる者には情なさけ容よう赦しやない罰ばつを下すという意思表ひよう示じのためだというものから、ウッド側の動きが漏もれていたという説まで紛ふん々ぷんとして結けつ論ろんは出ていない。

　ともかく、ル・リチャーズ村の近くで行われた戦闘は程ほどなく終了、王国側はすぐさまウッドが隠かくれているル・リチャーズ村役所へと行軍を開始した。

　村の中ではロスホーラ帝国軍の第二陣じんが待ち受けており、更さらに激戦が繰くり広げられることとなる。







　どこをどう走ったのか。いつの間にか、クラウスは味方とはぐれてしまっていた。

　村のどこにいるのかも分からない。どちらに行けば合流できるのか、見当もつかない。

　呼こ吸きゆうが苦しい。極きよく度どの緊きん張ちよう状じよう態たいが、クラウスの体に明確な不調を引き起こしていた。

　もう、走れない。近くの大きな手て押おし車に背せ中なかを預あずけ、ずるずると座すわり込む。

　鬨ときの声が、遠くから聞こえてくる。怒ど号ごうとも悲鳴ともつかない絶ぜつ叫きようが、クラウスの鼓こ膜まくを突つき刺さす。

　断だん続ぞく的てきな爆ばく発はつ音。おそらくは攻こう性せい詠唱によって引き起こされたものだろう。

　クラウスは激はげしく咳せき込む。体が震ふるえる、危あやうく嘔おう吐としそうになる。

　日ひ頃ごろの運動不足云うん々ぬんの問題ではない。非現実的な状じよう況きように、体が拒きよ絶ぜつ反はん応のうを示しめしているのだ。

　正直なところ、こんなことに巻まき込まれるとは思わなかった。

　詠唱士が戦場に向かうのは、基き本ほん的に志し願がん制せいである。さすがに命の取り合いに興きよう味みがあるわけでもなかったので、詠唱士になっても志願をするのはやめておこうと思っていたのだが、好むと好まざるとにかかわらずクラウスは血なまぐさい戦場に放り出されてしまった。

　今すぐ逃にげ帰りたい。足の震えが止まらない。一度座ったのは間ま違ちがいだったかもしれない。もう立ち上がろうとする気力さえも湧わかない。

　しかし、それでも逃げるわけにはいかなかった、絶対に、立ち向かわなければならなかった。

　助け出したい、助け出さねばならない相手がいるのだから。

　足音がした。がしがしと、重い足音。

　近衛このえ軍だろうか、助かった。そう思い立ち上がったクラウスの目に映うつったのは、血に塗まみれたロスホーラ帝てい国こくの兵士だった。

「ひっ……」

　悲鳴が喉のどでくぐもる。杖つえを引っ掴つかみ、後ずさる。

　兵士は無言で剣けんを構かまえた。剣の刃はからは、赤い血が滴したたり落ちている。つい先さき程ほど、誰かの命を奪うばってきたのだろう。

『御み名なは風神オリヴィウス、其そは吹ふきすさぶ天空の使者、すなわち疾はやき蒼そう穹きゆうの覇は者しや！　眩まばゆきその所作その力、いざ我わが前に顕あらわし示しめせ！』

　思いついた詠唱をぶつける。風が手押し車を巻き上げ、兵士へと叩たたきつける。

　上う手まくいったと思ったのもつかの間、手押し車は無む惨ざんにもまっぷたつとなった。

　兵士が唇くちびるをつり上げる。この程てい度どで俺を倒たおせると思ったか。表ひよう情じようが、雄ゆう弁べんにそう物語る。

　振ふりかざされる剣が、閃ひらめく。

　しかし、その刃やいばがクラウスの命を奪うべく突つき立てられるよりも前に、兵士の体はあっさりと宙ちゆうを舞まい、地面に叩きつけられた。

「大だい丈じよう夫ぶか!?」

「クラウスさんっ！」

　聞き覚えのある声が聞こえてくる。

　その方を振り向くと、トピーアと見憶えのある彼女の同どう僚りよう達が駆かけ寄よって来るのが見えた。

「よかった、無事でしたね……」

　トピーアが、ほとんど泣き出しそうなほどに顔を歪ゆがめる。

「今、治ち癒ゆ詠えい唱しようをかけます」

　クラウスの隣となりにしゃがみ込こんでそう言ったのは、トピーアの同僚で治癒詠唱士のレミーンだ。

「戦況は我わが方に有利らしい。無む駄だ死じにだけはするんじゃないぞ」

　同じくトピーアの同僚で、屈くつ強きような体たい格かくを持つ攻こう性せい詠唱士のシャーリーが周囲を油ゆ断だんなく見回す。

「一人で歩いている王国詠唱士さんの姿すがたが見えたので、追いかけてみたのです。間に合って本当によかった……」

「そうだったのか……本当に、ありがとう」

　九死に一生を得た格かつ好こうだ。もしトピーア達の到とう着ちやくが遅おくれていれば、クラウスはどうなっていたか分からない。

「待ってくださいね。今治してあげます」

　治癒詠唱が唱えられ、クラウスの体に無数についていた傷きずが消えていく。

　張はり詰つめられた神しん経けいまでは癒いやされなかったが、体が治った時点で随ずい分ぶんと楽になった。

「ありがとうございます」

「いえいえ、どういたしまして」

　こんな状況にもかかわらず、レミーンはあまり動どう揺ようしているように見えない。どこかパルミに通じる、超ちよう然ぜんとした空気を身に纏まとっていた。

「さて、これからどうしましょうか」

　トピーアが、シャーリーに尋たずねる。

「本体との合流を目指すべきだろうが、こうも乱らん戦せんになると下手に動かない方がいいかもしれないな」

　シャーリーが答えた。なるほど、賢けん明めいな策さくである。無む闇やみに歩き回ると、さっきのクラウスのようになりかねない。

「では、ここで待機と行きますか？」

「そうしたいところだが」

　トピーアの相あい槌づちに、シャーリーは苦々しそうに顔を歪める。

「そうもいかないようだ」

　建物の陰かげから、ロスホーラ帝てい国こく軍の一いち団だんが姿を現あらわした。

　数は五人、武ぶ器きは三人が剣けん、一人が槍やり、一人が斧おのという組み合わせだ。

　いずれにせよ、人を殺すための訓練を受けてきた、完全な軍隊である。

「レミーン、下がれ！　クラウスさんとトピーアは俺の背はい後ごへ！」

　シャーリーの怒ど鳴なり声で、クラウスは弾はじかれたように動いた。

　怯おびえている時間はない。エルリーを助けるためには、今ここを生き残らなければ。

『その身を堅かたき鋼はがねとなして、その威いを荒き鏨たがねとなさん！　あたかもそれは鉄神ヒエタラ、大地を支ささえし義ぎ眼がんの聾ろう者しや！　体たい駆く員いん眼がん、細さい句く琴きん団だん！』

　トピーアがシャーリーに詠唱をかける。

　これは、『洪髄なる陶酔カタクリーズム』。攻性詠唱士の肉体を一時的に強化する詠唱だ。となると、クラウスが唱えるべきは。

『願いと力を重ねて合わせ、化け外がいの輩やからを浅めて交かわさん！』

　すかさず決めて、詠唱を始める。

『協きよう化か涯がい層そう、凍とう過か媒ばい奏そう！』

『重来の王碑マーシフルフエイト』。詠唱の効こう果かを十二分に引き出すための詠唱である。トピーアの『洪髄なる陶酔カタクリーズム』に重ねて使うなら、これを持ってくるのが一番なはず。

　クラウスの詠唱が完成したのとほぼ同時に。

　雄お叫たけびとともに、剣を持った兵士二人と槍を使う兵士がシャーリーへと斬きりかかった。

『幻まぼろしなして轟とどろくは、滅ほろぼし絶たえる愕おどろきか！　立ちあがり歩か行ちはさながら夢む幻げん！　祖そ波は恩おん団だん、藻も我が論ろん願がん！』

　シャーリーが唱えたのは、攻性詠唱『老ウ鎌イをツ抱チくリ鷹ー』である。杖つえに魔ま力りよくが集まり煌きらめき輝かがやく。

　遂ついには杖の形けい質しつを変化させ、一本の光の棒ぼうとなった。

「ぬおおおお」

　野太い気合いとともに、シャーリーが光の棒を振るう。

　一人、二人。剣を振りかざした兵士が吹ふき飛ばされる。

　しかし槍使いは冷静だった。深入りすることなく後こう退たいし距きよ離りを取り、自らの間合いで戦えるように立ち位置を調整する。

　シャーリーは動かない。光の棒を構かまえ直し、まるで銅どう像ぞうのようにその場に屹きつ立りつしている。

『我わが肉を斬きる愚おろか者、その骨ほね断たたれる悪あく夢むを謡うたえ。苦く痛つうは自おのず疎そ通つうを始め、魔ま通つうの調べを世に奏かなでん』

　トピーアが再ふたたび詠えい唱しようする。

『魔通姶あい貴き、矢や通つう概がい儀ぎ』

　これは、『叫びし讐言スクリームヴエンジエンス』だ。ということは、かなり危き険けんな戦い方をすることになる。

　後ろではレミーンが治ち癒ゆ詠唱を始めている。機会を合わせて発動させるのだろう。

　ここで、クラウスのすべきことは──ただ一つ。

　得意苦手はこの際さい脇わきに置いておかなければならない。出来るか出来ないかではなく、やるかやらないかだ。

　精せい神しんを集中させる。機会を外せば、まったくの無意味。足を引っ張ぱるだけのことになってしまう。

　失敗は許ゆるされない。手のひらに汗あせが滲にじむのを感じながら、ただその時を待つ。

　瞬しゆん間かんは、すぐに訪おとずれた。

　槍の鋭するどい刺し突とつ。それをシャーリーが払はらった瞬間、剣と斧がシャーリーの体に食い込んだのだ。

　血は噴ふき出さない。剣は左脇わき腹ばらに、斧は左ひだり肩かたに。それぞれ突つき立ち、動かなくなった。

『叫びし讐言スクリームヴエンジエンス』の効こう果かである。受ける打だ撃げきを最さい小しよう限げんに食い止め、出血その他の消しよう耗もうを一瞬だけ抑おさえているのである。

『御み名なは風神オリヴィウス、其そは吹ふきすさぶ天空の使者、すなわち疾はやき蒼そう穹きゆうの覇は者しや！』

　機会は今。

『眩まばゆきその所作その力、いざ我が前に顕あらわし示しめせ！』

　招風詠唱ストームウインドを発動させ、兵士たちが異い常じように気づき体たい勢せいを整え直すそれよりも先に、勢いきおいを挫くじき隙すきを作る。

　シャーリーが、言葉も発さずに光の棒を振ふるった。二人の兵士が、うめき声を上げながら崩くずれ落ちる。

　同時にレミーンが治癒詠唱を発動、シャーリーの受けた傷きずをたちまち治ち療りようする。

　すかさず、シャーリーは光の棒を天に放ち、

『我が意を兼かねて、跳はね行き砕くだけ！』

　さらなる詠唱を加えた。

　光の棒は空中で横に回転を始め、一つの光の輪へと変化。

「せいっ」

　シャーリーが手を振り、それにあわせるかのように残った最後の兵士へと飛び掛かかる。

　槍やりで弾はじこうとする兵士だが、光の輪は彼の反はん応のう速度を遥はるかに上回る勢いでもって激げき突とつした。

　重そうな鎧よろいを身に纏まとっているにもかかわらず、まるで投げ飛ばされた人形のように兵士は宙ちゆうに浮うく。

　彼が地面に叩たたきつけられる鈍にぶい音は、そのまま戦いの終わりを告げる合図だった。

「シャーリーさん、大だい丈じよう夫ぶですかっ？」

「最低限の治癒はしておいたけど……」

　トピーアとレミーンがシャーリーに駆かけ寄よる。

　しかし、クラウスにそんな余よ裕ゆうはなかった。脱だつ力りよくし、その場に座すわり込む。

　おそらく、生まれて初めて経けい験けんした本物の『戦せん闘とう』だった。これまで味わったこともないような集中と緊きん張ちようが、体力と精せい神しん力を根こそぎ奪うばっている。

「ふむ、まあいつものことだ。さすが勇ゆう猛もうをもって鳴るロスホーラの兵士だけあって、一ひと筋すじ縄なわではいかなかったが」

　その場にどっかりと腰こしを下ろすシャーリー。剣けんと斧おのを突き立てられて痛いたくないわけがないはずなのだが、少なくともその声色から苦く悶もんの様子は窺うかがえない。驚きよう嘆たんすべき忍にん耐たい力だ。

「クラウスさん、お見事でしたよ。指し示じを出さなくてもしっかり役やく割わりが果たせてたじゃないですか」

　クラウスの方を振り向いてきたトピーアが、満面の笑えみで賞しよう賛さんしてきた。

「やっぱり僕ぼくの見込んだ人です。試験さえ通ればいつでも最前線で活かつ躍やくできますよ」

「うむ。招風詠唱ストームウインドの間合いは完かん璧ぺきだったな。場数を踏ふんだ人間でもああは行かないぞ」

　シャーリーもトピーアに同意する。

「いや、そんな……」

　照れる余裕もなかったが、反はん射しや的に謙けん遜そんしてしまった。どうもこの控ひかえめさというか気の弱さは直らないらしい。

「これで大丈夫だと思います」

　レミーンが立ち上がりながら言った。

「ありがとう」

　シャーリーはもうぴんぴんとしている。おそるべき頑がん丈じようさだと言えた。

「やはり合流を急いだほうがよさそうだ。孤こ立りつしたままこれ以上襲しゆう撃げきを繰くり返されては、いくら何でももたない」

「……そうもいかないようです」

　トピーアが悔くやしそうに呟つぶやいた。

「とりあえず逃にげた方がよさそう」

　彼女が指差した先には、十人を超こえるロスホーラの兵士がいた。

　いずれも、仲間を倒たおされたことに対する怒いかりに燃えているようである。

「これは、厳きびしいな」

　さっきの二倍以上の戦力だ。戦って勝てないこともないかもしれないが、損そん害がいも少なくは済すまないだろう。

『黒に相対するは白、闇やみに相対するは光！　叡えい智ち溢あふるる光にて、いざ我わが周りの漆しつ黒こくを照らし出さん！　白びやつ光こう招しよう起き、百ひやつ光こう称しよう貴き！』

　トピーアが点灯詠唱ホーリーライトを高出力で発動した。突とつ然ぜんの光に、兵士達がひるむ。

「今ですっ」

　クラウスたちは一いつ斉せいに走り出した。

　土と地ち勘かんは誰だれ一人としてない。足に任まかせて走り続けるばかりである。

「いたぞっ」

「逃がすな！」

　行く先々で、ロスホーラ軍とばかり遭そう遇ぐうする。もしや負け戦いくさなのか、あるいは深入りしすぎて本ほん格かく的にはぐれてしまったのか。

　クラウスにせよ他の人間にせよ所しよ詮せん一兵卒であり、戦いの大局的な流れも分からない。恐きよう怖ふと不安ばかりが募つのる。

　どれだけ走ったろうか。クラウス達はいつの間にか大きな建物の中に逃げ込こんでいた。

「ここって、役所ですよね……」

　周囲を見回しながら、トピーアが言う。

「……そうだね」

　これは大変な場所に来てしまったかもしれない。クラウスは暗あん澹たんたる気分になった。

　おそらく、ここは相手方の大本ほん営えいとして機き能のうしている可か能のう性せいが高い。みすみす、懐ふところに飛び込んでしまったようなものだ。

「でも、誰もいなさそうじゃありませんか？」

　レミーンが、遠くを見み透すかす。

「確たしかにそうだな。明かりは全すべて消えているし、人が動く気配もあまりしない」

　シャーリーが腕うでを組んだ。

「位置的に言って、ウッドは撤てつ退たいなり転戦なりしたのかもしれないな」

「だと、すると……」

　この場所をウッドが放ほう棄きするとは考えにくいが、もしやむにやまれずそうしたというのなら、これは最大の好機かもしれない。

「クラウスさん……」

　トピーアが、クラウスの袖そでを引いてきた。

「ああ、ちょっと行ってみようか」

　エルリーを助け出すことが出来るかもしれない、ということだ。

「行く？　どこへだ」

　シャーリーの質しつ問もんに、クラウスは言葉を探さがした。

　言い訳わけをするのなら、更さらなる戦力の補ほ強きようとかウッドの気き勢せいを削そぐとか色々考えられる。

「この建物の、四階の奥おくです」

　しかし、クラウスは直球で勝負することにした。

「そこに、捕とらわれている大事な人がいるのです。助け出したい」





「戦せん況きようはいかがか」

　重々しい声で、ウッドは尋たずねた。

「我が方不利にて推すい移いしているようですな」

　さして動どう揺ようした様子もなく、ダークがそう答える。

「援えん軍ぐんはまだまだ差し向けてもらえるようです。そう心配なさることはありません」

「そうか……」

「わたしくめの発明がお役に立てたようで、欣きん喜きの念に堪たえません」

　そんなダークの言葉を、ウッドは本心から疑うたがい始めている。

「ダーク、お前の発明は確かに革かく新しん的だ」

　ウッドは後ろを振ふり返った。

　そこの地面には、輝かがやく魔ま術じゆつ文字がびっしりと描えがかれていた。

「これさえあれば、今までの戦術という戦術は全て塵じん芥かいと化すだろう」

　魔術文字──そういうことにうといウッドでも分かるほどに、現げん代だいのものではないことが明らかである──の光がどんどん強くなり、天に向かって光柱を突つき立てる。

　その光柱が消えた後には、士気を高め装そう備びを整えたロスホーラ帝てい国こくの援軍が並ならんでいた。

「距きよ離りも地形も無む視しし、僅わずかな手間であっという間に最前線へ援軍を送り届とどけるなど。この技ぎ術じゆつさえあればスカンディ国家連合が世界に覇はを唱えることも容易たやすい」

「お褒ほめにあずかり恐きよう縮しゆくです。向こうはやたらと戦力を集めているようなので、排はい除じよするのには今しばらくの時間がかかるでしょうが、ウッド様の弁べん舌ぜつによりロスホーラの皇こう帝ていを説き伏ふせることに成功しておりますゆえ、いずれはラムリアを敗走させることも叶かなうでしょう。

　そうしたのち、ロスホーラに亡ぼう命めいされればよろしい。連中が来る前にある程てい度ど村を荒あらしておいたのが生きてきます。ラムリア達を悪人にしておければ、今後ウッド様の名声も上がるかと」

「ふむ。相変わらず、見事な戦せん略りやく眼がんを持っているな。だからこそ、尋ねたい」

　ウッドはダークの目をすっと見つめた。

「貴き様さまは何者だ。何が、目的なのだ」

「いきなりどうなさったのです。この程度の戦で動どう揺ようされるウッド様ではございますまい」

「取るに足りない駆かけ引きならば、時間の無む駄だ遣づかいだ。早く質問に答えてもらおうか」

「異いな事をおっしゃる。私は誠せい心しん誠意ウッド様に仕えております。この忠ちゆう誠せい心しんをお疑いなのですか」

　言葉に嘘うそがあるようには思えない。しかし同時にいかなる真実味も感じられなかった。

　ウッドの心はこの男をこれまで通り信しん頼らいすることを拒きよ絶ぜつし、ウッドの理り性せいもそれを許きよ可かした。

　感覚という曖あい昧まいなものに最終的な舵かじ取とりを行わせるのは余あまり好きではない。しかし、自身の内側から聞こえてくる、これ以上この男の言う通りにすることは危き険けんだという警けい告こくを無視することはどうしてもできなかった。

「これから、どうしろと言っていたかな」

「乱らん戦せん状じよう態たいに持ち込むことに成功しました。ウッド様は今来た兵とともに村の入り口に移い動どうして下さい。敵てきの後こう背はいをつきます」

「それが分からないのだよ」

　ダークの言葉を途と中ちゆうで遮さえぎる。

「確かに邀よう撃げきすると見せかけつつ挟きよう撃げきに持ち込むのは効こう果か的かもしれない。しかしならばなぜ私がここまで来なければならなかったのだ。ずっと村の外にいればよかったではないか。お前の言う秘ひ密みつ兵器というのも、役所に置きっぱなしだというのに」

「ウッド様にここまで下がっていただいたのは、ひとえに安全を確かく保ほするため。いずれはこのコティペルト王国を支し配はいすることになるお方。時が熟じゆくするまでは身を隠かくして安全を図はかっていただかなければ」

　いい気分がしないということは共通しているが、ダークの言葉はいわゆるおべっかとは何かが違ちがう。

　おべっかというものは、相手に気に入られよう、何とか気に入れさせなければというあまり陽性とは言えないがそれなりに強力な情じよう熱ねつが後ろ側にあり、そこに依い拠きよして言葉が成立している。

　しかし、このダークの言葉にはそういった必死ささえも感じられない。全すべてが予よ測そく済ずみで、全てを見通しているかのような、余よ裕ゆうのみがある。

「秘密兵器に関しては、何の心配も要いりません。最強にして最大の護ご衛えいをつけてあります」

「そうか」

　思わず納なつ得とくの言葉を返してしまった。自分の流れに引き込むはずが、いつのまにかひっくり返されている。

「何も心配なされることはありません。全てお任まかせ下さい」

　ダークという男は、自分よりも年下のはずである。しかし、まるで永えい劫ごうの時を生きてきたかのような、そんな老ろう獪かいさに、ウッドはただならぬ恐きよう怖ふをおぼえた。





　力が、自分の体に流れ込んでくるのを感じる。

　決して前向きな力ではない。ひとたび行使すれば暗い淵ふちに落ち込んでしまいそうな、そんな邪じや悪あくな力だ。

　エルリーは思う。遂ついに、あの男の計画が最終段だん階かいに入ったのだ。

　こんな、魔ま力りよくを最さい適てき化するためだけの建物を建けん造ぞうしてまで準じゆん備びされた計画が。

　全身を、歯がゆさが襲おそった。この悔くやしさは、かつて感じたことがある。

　千年前、助力を断ことわったばかりに襲しゆう撃げきされ結界の中に封ふうじ込められてしまったあの日だ。

　同じだと思う。自身の力を封じられ、抵てい抗こうできずに、なすがままにされてしまう。一度ならず二度までも、こんな目に遭あうとは。

　何一つ変わっていない。何一つ、自分は進歩していない。

　自じ嘲ちようしている時間は、ほとんど残されていなかった。あの男がどういう手段でこのおぞましい力を集めているのか分からないが、流入量から考えてもあっという間にあの男が必要としているだけの力を集めることが出来るだろう。

　あの男の目的を果たした後、それが問題だ。

　下手すれば、国一つくらいは灰かい燼じんに帰きすかもしれない。それは避さけなければ。



　──あの技ぎ術じゆつを生み出した人間として、取るべき責せき任にんは取るしかないだろう。そんな決意を、エルリーは固めた。





「やはり情じよう報ほうは事実だったか」

　うちかかってくる兵士を打ち倒たおすと、ラムリアは呟つぶやいた。

「わたしも半信半はん疑ぎでした。いわゆる流言の類たぐいか、敵てきの情報操そう作さという線も捨すてられませんでしたから」

　油ゆ断だんなく杖つえを構かまえながら、ナフィンがその呟きに返答する。

「もしそうだった時の対たい策さくも考えていたが、無用だったか」

　剣けんを振ふり、ラムリアは血を払はらい落とす。鷲嘴剣エピー・ソードは血や脂あぶら程てい度どで切れ味に変化が出るような凡ぼん百ぴやくの刀とう剣けんとは格かくが違うが、滴したたるままにしておくのは若じやつ干かんいい気がしない。

「提てい供きよう者しやからの条件の提示はないのか」

「ええ。投とう降こうや抜ばつ擢てきの交こう渉しようが来るかと準備していたのですが、全くありませんでしたね」

「気味が悪いな」

　自身が属ぞくする側を決定的に不利な状じよう況きようへと追い込こむくらいの情報を相手側に流しておいて、見返りを求めないというのもおかしな話である。

「目的が分からん」

　気まぐれや思いつきでやることではない。必ず、教えたには教えただけの理由が存そん在ざいしいているはずだ。

「勝ち戦いくさですし、ロスホーラとの外交の手札を一つ増ふやすことも出来そうですが、油断するのはもう少し後にした方がいいでしょうね」

「全くだ」

　二人は頷うなずき交かわす。

　ラムリアの内心に安心感がたゆたう。

　同じことをしっかりした視し点てんから検けん討とうを加えてくれる人間が持てた自分は幸運だろう。国家の指し導どう者しやが味わいがちな孤こ独どく感を、ナフィンのお陰かげで随ずい分ぶん緩かん和わしてもらっている。

「……情報の続きを憶おぼえているか」

　ラムリアの問い掛かけに、ナフィンは首を縦たてに振ふった。

「ええ、一字一句間違いなくしっかりと記き憶おくの重要な部分に納おさめております」

「流石さすがだな」

　思わず笑えみを見せそうになってから、慌あわてて表情を作り直す。戦せん闘とう中だ、総そう指し揮き官かんが気を緩ゆるめるわけにはいかない。

「ひとまず、ウッドは途と中ちゆうで単たん独どく行動を取るということらしいですね」

「入り口に行くということだったか。ご丁てい寧ねいに道みち筋すじまで指し示じがあったが」

　まるで全すべて初めから決められている、と言わんばかりの情報だった。

「疑うたがわしいが、混こん乱らんを誘さそう情報としては稚ち拙せつに過すぎる。稚拙を装よそおうにしても、もう少しまともなやり方があるはずだ」

「全くです。あのウッドともあろう者が、こんな手しゆ段だんを取るとは考えられません。事実と考えた方がよほど辻つじ褄つまが合います」

　もちろん、虚きよ報ほうだった時のための対策も考えてある。しかし、ラムリアはある程度その情報に従したがって動くつもりだった。

「あのダーク・ムーアという男。何者だろうか」

　情報提供者である、ウッドの腹ふく心しんの顔を思い出してみる。

　二度ほど会ったことがある。一度目は、見所のある研究者がいるというウッドの推すい薦せんに従って会った時のことであり、二度目はそのダークがスカンディ国家連合間の取り決めに背そむく研究をしているという内部告発に基もとづきラムリア自ら調ちよう査さを行った時のことだ。

　いずれの時も、受けた印象は同じだ。──信用できない。

　胡う散さん臭くさいとか、怪あやしいという類たぐいのものではない。根本的なところで、危き険けんな雰ふん囲い気きを持っている。

　今回の情報漏ろう洩えいにしても、真意が見えないこと甚はなはだしい。

　常じよう識しき的に考えれば、ウッドに愛あい想そを尽つかし寝ね返がえろうとしていると判はん断だんしたくなるところだ。

　だが、このダークという男は下手をすると外交問題に発はつ展てんしそうな研究に手を染そめていた。たかが内部情報くらいで今後も自由な立場になれる保ほ証しようはない。そもそも若干不利になったくらいで内通するような人間を重用しなければならないほど、コティペルト王国は人材が不足しているわけではない。

　そんなことくらいはあのダークという男も分かっているはずだ。話して受けた印象からは、ますます謎なぞが深まる。

「光柱が七度目に立ち上った時に、ウッドが移い動どうするそうですが……」

　光柱が何か、ということまでは聞いていない。ただ、光の柱が天に向けて上るから、それによく注意するようにとのことだった。

「つい先さき程ほどので六回目か。間かん隔かくはまちまちだから、次がいつ来るとは──」

　ナフィンの言葉は、ほとんど間を空けずに立ち上った光の柱にかき消された。

「……どうなさいますか、陛へい下か」

　尋たずねてくるナフィンに、ラムリアは頷うなずいて見せた。

「取りあえずその道筋を見てみよう。指揮は全てティルに任まかせる」

「ティルさんなら上う手まくやってくれるでしょう」

　王国近衛このえ軍総指揮官を務つとめるティル・ドゥハスト・リンデマーラは、やや応おう用よう力にかける嫌きらいがあるものの、安定した判断力と堅けん実じつな行動力には定てい評ひようがある。ラムリアも何度かチェスの相手をさせつつ喋しやべってみたことがあるが、評判通りの人間性せいだと言う風に感じられた。

「行くぞ。多数で動くとかえって怪しまれる」

「了りよう解かいです。必要最さい低てい限げんの人数で移動しましょう」

　言うと、ナフィンは数名の兵士と王国詠えい唱しよう士しを呼よび集めた。

「王国軍剣けん術じゆつ指南役ノリス・アルダー及およびその直ちよく属ぞくの兵士十名と、最上級階層マジエステイのヴィニー・アービンとミゲル・バロールです。これだけいればある程てい度どの数には対たい処しよできるかと」

「よきにはからえ」

　ナフィンの決めたことなら問題ない。信しん頼らいとか信用といったことではなく、単に否ひ定ていしようがない事実なのだ。

「では、移動しましょうか」

「うむ」

　手て勢ぜいを引き連れ、ラムリアはウッドを追うことにした。







「本当に、誰だれもいませんね……」

　トピーアが言う。

　役所の中は、死んだように静まり返っていた。明かりもないので、点灯詠唱ホーリーライトがなければ歩くことも出来ない。

　様々なものがばらばらと散らばっているのは、急な侵しん攻こうに動どう揺ようが走ったせいだろうか。

「放ほう棄きしたって考えるのがよさそうですねー」

　レミーンがきょろきょろする。

「防ぼう衛えいには向かないからな。妙みように魔ま力りよく的均きん衡こうにこだわった内ない装そうなのが解げせないが」

　シャーリーの感想は、トピーアのそれとよく似にている。一流の人間はやはり同じ所に着目するのだろうか。

「ですよねー。役所にこんな仕し掛かけをするのが意味不明です」

「戦せん闘とうが終わったら、魔術調ちよう査さ官かんに任せた方がいいかもしれないな。何か重大なことを企たくらんでいたのかもしれない」

「じゃあ、あんまり触さわったりしちゃいけないのかなー。あの椅い子すとか持って帰りたいのにー」

「なんで椅子なんですか……」

「と、トピィちゃん今馬ば鹿かにしたでしょ！　椅子のこと考えてるなんて馬鹿だって思ったんだ。うわああん」

「ちっ、違ちがいますよ！　椅子素す敵てきですよね！　その、座すわれるし！」

　緊きん張ちよう感があるのかないのかよく分からない会話をしながら階かい段だんを上る三人の後ろをついていきながら、クラウスは逸はやる気持ちを抑おさえる。

　もうすぐ、エルリーのもとへたどり着ける。助け出すことが出来る。そう思うと、胸むねが高鳴るのを隠かくせなかった。

　この調子だと、とっておきを使うことにもならなさそうだし。

　まあ、思いついてから一度も実じつ践せんしていないので、効こう果かのほどは怪あやしいことを考え合わせると、使わずに済すむに越こしたことはないだろう。

　以前にも一発勝負で自作詠唱を発動させたことがあったが、そう何度も上う手まくいくとは限かぎらない。安全に行くのなら、それが一番だ。

　そうこうしているうちに、四階へ到とう着ちやくした。廊ろう下かを歩き、壁かべの所まで進む。

「……ない」

　壁は存そん在ざいしていなかった。向こう側が、あっさりと見えている。

「行こう」

　気持ちを抑えきれず、クラウスは走り出そうとした。

「待て、待つんだ」

　その襟えり元もとを、シャーリーが掴つかんでくる。

「何をするんですかっ」

　思わず本気で抗こう議ぎしてしまった。トピーアやレミーンの驚おどろいた顔が視し界かいの端はしに見える。

「何かおかしい。迂う闊かつに近づくのは──」

　シャーリーの言葉は最後まで続けられることがなかった。

「シャーリーさん!?」

　トピーアの悲鳴に答えることもなく、体をくの字に曲げるようにして、シャーリーがその場に倒たおれ込こむ。

「な、何!?」

　レミーンが動転する。

　クラウスにも分からなかった。余あまりにも突とつ然ぜんのことで、理由を推すい測そくすることさえも出来ない。

　前ぜん衛えいを兼けん任にんする類たぐいの攻こう性せい詠えい唱しよう士しは、『叫びし讐言スクリームヴエンジエンス』なしでも十分すぎるほどの打たれ強さを誇ほこっているのが普ふ通つうだ。こんな風に、あっさりと倒されることなど滅めつ多たにあることではないのだ。

　驚きよう愕がくするクラウス達の前に、風のように一人の少年が現あらわれた。

「お前はっ……！」

　腰こしまで伸のびた長い髪かみに、一いつ切さいの感かん情じようが窺うかがえない表情。

　見覚えがある。以前エルリーが連れ去られたときに、いた少年だ。

『我われその加か護ごを渇かつ望ぼうせん、我その庇ひ護ごを熱望せん！　陽の統とう治ち者しやすなわちハンセン、汝なんじの輝かがやき今こそここに！　陽よう沙さ燈とう乱らん、光こう狭さ導どう暗あん！』

　トピーアが詠唱し、少年とクラウス達の間に防ぼう壁へきを作る。

「レミーンさん、シャーリーさんを治ち療りようして──」

　トピーアが指し示じを出そうとして、息をのんだ。

「そ、そんなっ」

　彼女が作り出した防壁が、あっという間に破は壊かいされたのだ。

　驚愕するトピーアに、少年は情なさけ容よう赦しやなく襲おそいかかる。

　止めることも出来なかった。トピーアははじき飛ばされ、ごろごろと地面を転がっていく。

「トピィちゃんっ！」

　レミーンが上ずった声を出す。

　トピーアは動かない。気き絶ぜつしてしまったのだろう。

　無理もない。打だ撃げきを受けることも仕事のうちであるシャーリーのような詠唱士でさえ打ち倒されてしまったのだ。トピーアではひとたまりもないだろう。

「よ、よくも……」

　レミーンが唇くちびるを噛かみ、少年を睨にらみ据すえる。

　少年は、そんなレミーンの視線を静かに見返した。油ゆ断だんもなく、怯きよう懦だもなく、慢まん心しんもない。ただ見ている、それだけの視し線せん。

「ひっ」

　レミーンが竦すくんだのは、必ずしも彼女が臆おく病びよう過すぎるからだけではないだろう。

　この少年は、何かが違ちがう。違いすぎる、と言っていい。クラウス達の常じよう識しきでは測はかれない、測ってはいけない何かが、その内側にある。

「くそっ……」

　あっという間にクラウス達の戦力は半はん減げんさせられてしまった。倒されたのが核かくとなる二人だということを考えると、戦力の減少具合は見かけの数以上にのぼるかもしれない。

　攻撃を仕し掛かけようにも、防ぼう御ぎよの体たい勢せいを取ろうにも、普ふ通つうの詠唱では間に合わない。詠唱の最大の弱点である所要時間が、ここでは致ち命めい的な欠点となっていた。

　詠唱士は元来、近きん接せつ攻撃を得意とする相手とは相あい性しようが悪い。互ご角かくに戦うためには、向こうの間合いで戦わないようにするのが一番なのだ。

　しかし、現げん状じようでは既すでに懐ふところへ潜もぐり込まれた格かつ好こうになっている。治ち癒ゆ詠唱士と助性詠唱士しかいない状じよう態たいでは、ひっくり返すのは至し難なんの業わざである。

　倒せなかったとしても、せめて相手を無力化できたらと思うのだが、そんな手しゆ段だんも考えつかない。

　冷や汗あせが噴ふき出す。後一歩なのだ。ここさえ通つう過かできれば、エルリーを助け出すことが出来る。

　しかし、この少年を倒すのは現げん在ざいでは不ふ可か能のうに近い。一いつ旦たん撤てつ退たいすることさえも出来ない。どうすればいいのか。

「困こまっているようね」

　いよいよ進退窮きわまったかに見えたその時、どこからともなく落ち着いた女の声が聞こえてきた。

「条じよう件けん次し第だいじゃ力を貸かしてあげてもいいわよ」

　サビーネである。

「な、何でこんなところに」

「特に深い意味はないわ」

「別に、潜せん伏ぷくしていたら戦せん闘とうが始まったから何かよさそうなものがあれば火事場泥どろ棒ぼうで頂いただきなんて考えてませんからね」

　サビーネの隣となりにいたヨハンが言った。

「懇こん切せつ丁てい寧ねいに説明してるんじゃないわよ！」

　サビーネの杖つえが唸うなる。

「こんなことしてる場合じゃないわ。……そのガキ、見た目は違うけど雰ふん囲い気きがこの前会った奴やつに似にてるわよね」

　腕うでを組むサビーネは、真しん剣けんそのものの目つきである。

「そうですね」

　痛いた々いたしいたんこぶを隠かくそうともせずに、ヨハンが頷うなずく。

「あんたらは下がってなさい」

　後ろに控ひかえている子分達にそう言うと、サビーネは一歩前に進み出た。

「さあ、やることは分かってるわねヨハン」

『師し突とつ、糸し源げん！』

　返事よりも先に、ヨハンは杖を振ふり詠えい唱しようした。

　少年の体に白い糸が絡からまり、その動きを封ふうじる。

　略りやく詠唱だ。詠唱は言葉を繋つなげることで効こう果かを生み出すのが大前ぜん提ていなのだが、それをあえて必要最さい低てい限げんまで省略して不意打ちや連続使用に向いた形へと変化させるものである。

「その手があったか……」

　それまでの窮きゆう地ちも忘わすれてクラウスは感心した。さすがは、詠唱士の最高学府と言われるホフマン魔ま術じゆつ学院の出身である。

　しかし、略詠唱は効果が根本的に低い。ずば抜ぬけた身体能力を誇ほこる少年を拘こう束そくしておくことができるのだろうか。

『全すべての終しゆう焉えんを我われは見る、破は滅めつを統すべて終しゆう演えんを観かん劇げきす』

　間かん髪はつを入れずに、サビーネが詠唱する。

　少年は動かない。否いな、動けないのか。

　略詠唱だというのに、何という効果だろう。よほど魔力の再さい変へん換かん技ぎ術じゆつに長たけているらしい。

『始点と終点はすなわち対ついなり、そして終ついゆえに輝かがやかん。滅めつ路ろ本ほん義ぎ、越えつ魯ろ遜そん偽ぎ』

　サビーネの杖から、牙きばを剥むく猛もう犬けんを模もした魔力が迸ほとばしる。『破滅を告ぐ者ドウームセイヤー』だ。

　破は滅めつを予言する神を象かたどる波動は、狙ねらい過あやまたず少年に激げき突とつした。

　略詠唱で動きを封じられた少年には、吹ふっ飛ぶことさえも許ゆるされなかった。その場に縫ぬい止められたまま、衝しよう撃げきの全てを受け止めることを余よ儀ぎなくされる。

「ふっ。俺おれとサビーネさんの組み合わせは世界最さい高こう峰ほうだぜ」

　ヨハンが誇ほこらしげに言う。

「そりゃ世界最高級の詠唱士であるわたしと組めば昆こん虫ちゆうでも世界一よ」

　そんなヨハンを全否ひ定ていしつつ、サビーネは再ふたたび詠唱を始めようとした。杖つえを横様に構かまえる、少し古式めいた立ち姿すがたが艶あでやかである。

「確たしかに世界でも類るいを見ないほどの実力だ」

　しかし、そんなサビーネの詠唱は完成されることはなかった。

「今の時代では、という注ちゆう釈しやく付きではあるが」

　黒い煙けむりが、彼女を後ろ手に縛しばり上げたのだ。

　杖が床ゆかに落下し、音を立てる。

「なっ……」

　一番驚おどろいているのはサビーネ自身だった。

「一体、どうやって」

「君達には永えい劫ごう分からないことだな」

　クラウス達が向かおうとしていた奥おくの方から、忽こつ然ぜんと一人の男が姿を現あらわした。

「『koass mawra』。君達が闇やみ魔術と呼よび恐おそれている魔術体たい系けいに属ぞくする詠唱だよ」

　薄うす暗ぐらい部屋にあってなお、その男の額ひたいに刻きざみ込まれた魔術紋もん様ようは際きわ立だっている。

「まさか、そんな……」

　ヨハンの声から高こう揚ようの色は完全に消え去った。怯おびえと恐れが、入れ替かわりに彼を支し配はいしているようだ。

「ジョージ、だな」

　一人、男から目を逸そらさず、クラウスはそう言った。

「その名で私を呼ぶと言うことは、一部始終を聞いたか。ならばダーク・ムーアなどというくだらぬ偽ぎ名めいを用いることもあるまい」

　男──千年前に起こった戦争の主しゆ因いんであり、エルリーを結界に封じ込めた張ちよう本ほん人にんであり、そして現げん代だいに甦よみがえり再びエルリーを拐かどわかした諸しよ悪あくの根こん源げん、ジョージ・カロドナー。

　傍かたわらには、人形のような女じよ性せいが控えていた。少年から受ける印象よりも、更さらに不気味な空気を放っている。

　少年が空っぽなら、この女性は空っぽでさえなかった。存そん在ざい感がない、どころの話ではない。存在していると思えないのだ。

「何を知られていようと構わないことだ。全ては、じきに終わる」

　ジョージが、ぱちんと指を鳴らす。

「くぅうぅ……あぁぁ……」

　悲鳴とも呻うめきともつかない声を漏もらしながら、サビーネが床に転がった。

「汲くめども尽つきぬ豊ほう潤じゆんな魔力。なるほど、少なくとも現代においては屈くつ指しの使い手となれよう」

　その言葉から察するに、サビーネの魔ま力りよくを吸すい取っているのだろう。現代の詠えい唱しよう技ぎ術じゆつで同じことをしようとするなら、サビーネが以前エルリーに使った魔法陣じんのような、大々的な仕し掛かけが必要になる。

「貴き様さま、よくもサビーネさんに！」

　子分の数名が、逆ぎやく上じようして襲おそいかかった。

「ふん、喧やかましいな」

　しかし、ジョージのもとに辿たどり着くことさえも出来なかった。

　体に拳こぶしがめり込こむ鈍にぶい音、骨ほねが折れる音。

「無闇に近づくんじゃないっ！　あのガキはもう動けるぞ！」

　ヨハンが叫さけぶ。

「いい判はん断だんだ」

　サビーネの子分をあっという間に叩たたきのめした少年を傍らに手て招まねくと、ジョージは苦笑いをこぼす。

「しかし予想外だったよ。この場所に人が来ないように、兵を配置させたり捨すて駒ごまを用意したりと工く夫ふうを凝こらしたのだが」

「一体、何を……」

「まあいい」

　ジョージは手を広げた。

「丁度いいと言えば丁度いい。君達には生いけ贄にえになってもらおう」

　その顔に、一いつ瞬しゆん前までの苦笑いとは別種の表ひよう情じようが浮うかぶ。

「いやむしろ、道連れと言った方があるいは正しいか」

　笑え顔がおという点では同じで、しかし意味合いが根本的に異ことなるそれ。

「光栄に思うといい。君達は、世界で初めて発動する詠唱を目まの当たりにすることができるぞ」

　──すなわち、はっきりとした、狂きよう気き。





「本当に、こちらで合っているのか」

　珍めずらしく、ラムリアは焦じれていた。

「間ま違ちがいありません」

「その割わりには、いつまで経たっても現れないではないか」



    

  
    
      　返答するナフィンを、ついついなじってしまう。

「どうか、もうしばらくご辛しん抱ぼうを」

「……すまぬ」

　分かっている。焦あせっても仕方ない。

　しかし、後もう少しで宿願が果たせると思うと、逸はやる気持ちをどうにも抑おさえきれなかった。

　時折入る伝令からは、自軍の圧あつ倒とう的優ゆう勢せいが伝わってきた。コティペルト王国の粋すいを集めた戦力であるがゆえ当然の結果である。

　しかし、このような小こ競ぜり合あいで勝利することは目的ではない。あくまで、ウッドを倒たおすことが最優先なのだ。

　そうすることで、父の恨うらみも晴らせる。国家の安定も期待できる。

　これまで国の内外を問わずに起こっていた様々な問題も、そのかなりがウッドの差し金だったことが明らかになっている。自身の権けん勢せいの更さらなる強化を狙ねらい、騒さわぎを起こしては自分で解かい決けつしていたのだ。

　ウッドを倒し、その悪行を明らかにすれば、コティペルト王国の平和をより強固なものにできる。墓はかの下の父も喜んでくれるだろう。

　そのことを考えるたびに、じっとしていられなくなる。まだまだ精せい神しん的に未み熟じゆくということなのだろうか。

「陛へい下か、陛下！」

　斥せつ候こうに出していたノリスが戻もどってきた。

「どうした」

　見るからに慌あわてている。元々好戦的で沈ちん着ちやくさや冷静さという単語からは若じやつ干かん距きよ離りがあるノリスだが、それにしても尋じん常じようではない。

「いました、ウッドがいました！」

「どこだ、どこにいた」

　びり、と体中を電流が貫つらぬいたかのような感覚。

「この先の路地を真まっ直すぐいって、突つき当たりを曲がったところです」

「兵力はどうなっていましたか？」

　ナフィンの言葉にも、若干の緊きん張ちようが感じられた。滅めつ多たにないことだ。

「兵士が目もく視しで数十人。いずれも一いつ般ぱんの兵士です」

　勝った。内心でそう叫さけぶ。数ではこちらが下回るが、ひっくり返すのはわけないことだ。

「全員、もう少し進んだところで待機だ。正面から迎むかえ討うつ。初しよ撃げきはナフィンの詠唱で行くぞ」

「向こうはこちらに気づいていないと思われます」

　ノリスが具ぐ申しんしてくる。

「待ち伏ぶせによる奇き襲しゆうの方が効こう果か的だと存ぞんじますが」

「否いな。正面から討ち果たす」

　ラムリアは剣けんを抜ぬく。

「先王の無念を果たすには、そうするのがおそらく一番だ。正々堂々、奴やつの首級を挙げるぞ」

「……御ぎよ意い！」

　ノリスの目が燃え上がる。元々、戦せん略りやく戦せん術じゆつよりも正面からのぶつかり合いを好む性せい格かくが表に出てきたようだ。

　それはノリスに限かぎらないようだ。彼の部下も、二人の王国詠えい唱しよう士しも、一様に滾たぎる気持ちを隠かくしきれない様子でいる。

『意い志しを縊い死しさしむるその嘆なげきを、破は棄きされし覇は気きに変えん。前方へ漸ぜん進しんせよ、後方の高こう峰ほうを候こう補ほとし』

　ナフィンが詠唱を始めた。『鋼の魔宴メタル・デイスチヤージ』。彼女が最も得意とする攻こう性せい詠唱である。

「この場に居い合あわせられたことを幸運に思うといい」

　剣をひょうと振ふると、ラムリアは薄うすく笑った。

「コティペルト王国史上に残る逆ぎやく賊ぞくの討とう伐ばつを目まの当たりに出来るのだからな」

『斗と砲ほうを揺ゆるがす東峰に、御ご風ふうをとどめる轟ごう譜ふとせん！』

　ナフィンの詠唱が、佳か境きようを迎えた頃。

　道の向こうに、一いち団だんの兵士に守られた老人が現あらわれた。

「旗を掲かかげよ！」

　兵士の一人に命じる。

　さっと、向かい合うイルカと鷲わし──コティペルト王国の紋もん章しようが描えがかれた旗が天に翻ひるがえる。

　未いまだ消えぬ戦いくさの轟とどろきを反はん射しやしながら、高らかに、誇ほこらしげに。

「ナフィンの詠唱発動後、ノリスは一気に襲撃せよ。ヴィニーとミゲルは助性詠唱でもってノリス達を後方支し援えん」

　指し示じを出すと、ラムリアは一番先頭に進み出た。

「陛下、危あぶのうございます」

　ナフィンが諫いさめてくるが、ラムリアは耳を貸かさなかった。

「卑ひ怯きよう者ものの刃やいばは、誇り高き荒鷲の心イーグルハートを持つ余よには通らぬ」

　ウッドの周まわりの兵士達に動どう揺ようが走るのが見えた。行く手に突とつ然ぜん、コティペルト王国国王の所しよ在ざいを示しめす王旗が現れたのだから、無理もないことだろう。

「ウッド・ハリース・スモールロッド。父フォグラス・ピスロメン・コティペルトの仇かたき、討うたせてもらう」

　高らかにそう宣せん言げんすると、ラムリアはウッド達に剣を向けた。

「逃にげ道はない。祈いのる猶ゆう予よもやらぬ。ここが貴き様さまの奥おく津つ城きだ」

『鞭べん時じ朗ろう編へん、縁えん字じ等とう剣けん！』

　ナフィンが杖つえを振り、次の瞬しゆん間かん、ウッド達の足あし下もとが膨ふくれあがり爆ばく発はつした。

　兵士達のほとんどが宙ちゆうに巻まき上げられる。

「突とつ貫かん！」

　ノリスを先頭に、近衛このえ兵達が生き残ったロスホーラの兵士達に襲おそいかかる。

『その身を堅かたき鋼はがねとなして、その威いを荒あらき鏨たがねとなさん！　あたかもそれは鉄神ヒエタラ、大地を支ささえし義ぎ眼がんの聾ろう者しや！　体たい駆く員いん眼がん、細さい句く琴きん団だん！』

『我わが肉を斬きる愚おろか者、その骨ほね断たたれる悪あく夢むを謡うたえ。苦く痛つうは自おのず疎そ通つうを始め、魔ま通つうの調べを世に奏かなでん。魔通姶あい貴き、矢や通つう概がい儀ぎ』

　詠唱士達が後ろから支し援えんする。必勝の方ほう程てい式しきだ。

　戦せん闘とうはあっさりと終わった。数の上では勝まさっていたロスホーラの兵士は全員が倒たおされ、ただ一人ウッドを残すのみとなった。

「剣をとれ」

　ラムリアは倒れているロスホーラの兵士の手から剣を奪うばうと、ウッドの前まで歩いた。

「コティペルト王国の士し大たい夫ふとして、恥はずかしくない最後を貴様にくれてやる」

「……情なさけを、かけるか」

　ウッドは重々しくそう呟つぶやくと、剣を拾い上げた。

「どこからでも、かかってくるがよい」

　すっと腰こしを引き、剣を構かまえる。

　ウッドは何も言わず、じっと手の剣を眺ながめ。

　そして、おもむろに己おのれの腹はらへと突つき立てた。

　取り囲んでいた近衛兵達に僅わずかな動揺が走る。

「自ら命を絶たつか」

　血が流れ出すウッドの口が、僅かに動いた。何か、言い遺のこそうとしているようである。

　聞き届とどける義ぎ理りなどどこにもない。しかし、それでもラムリアはウッドの側そばに跪ひざまずいた。

　自分でも、なぜそうしたのか分からない。あれほど憎にくんだ相手の遺ゆい言ごんを聞く気になるなど、不思議なものだ。

「……だ、あのダークという男は、危き険けん……」

　人間、腹を自ら裂さいたくらいではすぐに死ぬことは出来ない。ウッドは苦く悶もんの息を継つぎながらも未いまだはっきりした意い識しきを保たもっている様子だった。

「貴様を裏うら切ぎり、自らの保ほ身しんに走るような男だからな。いかに高い技ぎ術じゆつ力を持っていたとしても、用いるには適てきさぬ」

　ラムリアの言葉に、ウッドは首を横に振ふった。

「奴やつにはめられた、から、言うのではない。奴は、何か、途と方ほうもないことを企たくらんでいる……」

　しかし、何分老体である。その命の灯ともし火びは、流れ出す血とともに加速度的に輝かがやきを弱めていた。

「あの男を、信用しては、なら、ぬ。出来るなら、この勢いきおいのまま奴も討ってしまうべき、だ」

　これまで自身の権けん勢せい欲よくを満たすことを至し上じようの目的としてきたウッドの言葉である。信じるか疑うたがうか、いずれが正しいかはわざわざ論ろんじることもないほどだ。

「奴は、奴の力は、途方もない。今の世界の、常じよう識しきを、逸いつ脱だつしたところに……」

　しかし、ラムリアはウッドの言うことに耳を傾かたむけ続けた。見み過すごすことの出来ない何かが、そこにあるような気がしたのだ。

「その気になれば、奴は、この国を……」

　意識が混こん濁だくしてきたのか、ウッドの言葉は途切れがちになる。

「……よく分かった。他に言い遺すことはないか」

　ラムリアの問いに、ウッドは微かすかに唇くちびるをつり上げた。

「な、いな。あの世でフォグラス王にする、言い訳わけ、を考えておく」

　それが、不世出の政せい治じ家かにして稀き代だいの姦かん臣しん、ウッド・ハリース・スモールロッドの最後の言葉になった。

「……ウッドの死体は、いかがなさいますか」

　ナフィンが、尋たずねてくる。

「捨すて置け」

　冷れい酷こくなようだが、こうすると決めていた。

「礼を尽つくすには当たらぬ。ロスホーラの兵士とともに、朽くちるに任まかせよ」

「了りよう解かいしました」

「……さて、次はあのダーク・ムーアという男だ」

　立ち上がると、ラムリアは剣けんを鞘さやに収おさめた。

「ティルに連れん絡らくし、ロスホーラ軍を排はい除じよしつつダークの行方ゆくえを追うように指令しろ」

「御ぎよ意い」

　ノリスが駆かけだしていく。

「ウッドの言うことを信じるのですね」

　ナフィンが、ラムリアの隣となりに立つ。

「いずれにせよ、主あるじを裏切るような人間を用いるつもりなど初めからなかった」

「なるほど。左様でしたか」

「行くぞ。浪ろう費ひしていいような時間はない」

　あっさりと、ラムリアはその場から去る。

　もう少し、感かん慨がいが湧わいたりするものだとばかり思っていた。感極きわまって涙なみだするかもしれないとまで覚かく悟ごしていたのだ。

　しかし、実じつ際さいの所は淡たん泊ぱくとさえ言えるほどのものだった。肩かたの荷が下りたような感覚は確たしかにあるが、悲願を果たしたというにはあまりにあっけなかった。

　きっと、遅おくれて色々な感かん情じようがやってくるのだろう。そう思うことにして、ラムリアはひとまずの決着をつけた。

「やるべきことは、いくらでもあるからな」

　歩き始める。次へ向かって、明日へ向かって。







「そろそろ、けりがついた頃ころ合あいか」

　少し遠くを見るような目をしながら、ジョージが言った。

「何の、ことだ」

　問い返すクラウスの耳には、未だ消え残る鬨ときの声や爆ばく発はつ音おんが間かん断だんなく聞こえていた。

　なぜそんな音が聞こえるのか。

「君達には関係ない。こちらの話だ」

　それは、クラウス達が役所の屋上にいたからだった。

「お前、これを一体どうやったんだ……!?」

　呆ぼう然ぜんとしたまま、ヨハンが言う。

「これだけの人数を、一度に別の場所まで移い動どうさせるなんて……」

「簡かん単たんなことだ。『mreafd』を使い空間と空間を直結させ、運んだだけのことだ」

　隣となりにいる少年の頭を撫なでながら、ジョージは笑った。

「もっとも、今の君達にしてみれば人じん智ちを超こえた悪あく魔まの所行であるかのように思えるかもしれないがな」

「くっ……」

「逃にげられるとは思わないことだ。今、この建物の周りには結界を張はってある」

「結界くらいで、閉とじこめられると思うなよ」

　ヨハンがサビーネを担かつぐ。黒い拘こう束そくは既すでに解とかれているが、奪うばわれた魔力は相当量だったらしく、サビーネとは思えないほどに衰すい弱じやくしていた。

「この期ごに及およんで、私が普ふ通つうの結界を張ると考えているその前向きさは羨うらやましいな」

　そんなヨハンをあざ笑うと、ジョージは軽く腕うでを振ふった。

『mofsain,lofsein』

　轟ごうという音とともに、透とう明めいの刃やいばが屋上の床ゆかを抉えぐりながらヨハン目がけて突とつ進しんした。

「うわっ!?」

　ヨハンのすぐ横を刃は通り、そのまま屋上の柵さくを破は壊かいし中空に飛び出す。

　次の瞬しゆん間かんクラウス達を襲おそったのは、ばちりという閃せん光こうだった。強大な魔力同士が激げき突とつした時に発生する衝しよう撃げき波はが、五感を隅すみ々ずみまで打ちのめす。

「ある程てい度ど使える人間だろうから、説明は要いらないと思うが」

「……お前は、何者だ」

　呻うめくようにヨハンが言う。

「たったそれだけの詠えい唱しようで禁フ十オ二ビ階ド詠ウ唱ンに匹ひつ敵てきする出力の魔ま術じゆつを行使し、なおそれを受け止める結界を張るなんて」

　その顔にはっきりと刻きざみつけられている、戦せん慄りつ。

「人間業わざじゃない」

「ふふふ、そうだな。私は既に人間ではない。人間ならば──」

　ジョージは懐ふところから短刀を取り出し、

「死にたい時に、死ぬことが出来る」

　自分の喉のどに突つき立てた。

「なっ……」

　予想だにしないジョージの行動に、クラウスは絶ぜつ句くする。

「見るがいい」

　普ふ通つうに考えて、喉を裂さくと言葉が出ないはずなのに、ジョージははっきりとそう言った。

「あ、ああ……」

　繰くり広げられたのは、この世ならざる光景。

　血は瞬またたく間に止まり、破やぶり割わられたはずの傷きず口ぐちは塞ふさがったのだ。

　傷をつけたのが幻まぼろしでも何でもない証しよう拠こに、ジョージの持つ短刀には赤々とした血が滴したたっている。

「詠えい唱しようを発動させてみるがいい」

　短刀を投げ捨すてると、ジョージはヨハンに向かってそう言った。

「お前が使える中で一番強力なものだ。何、遠えん慮りよは要らない」

「な……なめやがって、化け物が！」

　怒ど鳴なりながら、ヨハンが杖つえを構かまえる。

『世を蓋がいするは慨がい嘆たんの性せい、聖せい魔まを問わず圧あつ殺さつせん！』

「ちょ、ちょっと！」

　クラウスは青くなった。

　ヨハンが唱えているのは、おそらく『空歪ホラルク』。禁フ十オ二ビ階ド詠ウ唱ンの第二位階である。

　第一位階『闇の魔呼ダークフイアー』が『多段構成詠唱クワイア』であることを考えると、単たん独どくで発動できる詠唱としてはほぼ最高級の破は壊かい力を持っていることになる。

『空を閉とじ殻からを塞ふさぐ！　洞ほらを封ふうじ原を畳たたむ！』

　ヨハンが詠唱を続ける。

　はっきり言って、こんな場所で発動させるのは危き険けんである。消え去るのは、ジョージ一人ではすまないかもしれないのだ。

『総すべてを歪ひずみの彼方かなたへと、くべては拝おがみ滅ほろぼさん！　歪わい羅ら雄ゆう偽ぎ、倍ばい派は空くう利り！』

　詠唱を完成させ、ヨハンは杖を振る。

「くっ……」

　クラウスは耳を押おさえた。人間には聞こえない音おん域いきの音が、そこら中に鳴り響ひびいたのだ。痛つう覚かくとしてしか感じられない。

　ジョージの姿すがたが歪ゆがむ。正せい確かくには、ジョージの周辺の空間が歪んでいるのだが。

『空歪ホラルク』──攻こう撃げき対象の周辺の空間を局地的に歪ゆがませ、押し潰つぶすという掟おきて破りの詠唱が発動したのだ。

　ジョージはねじれ、曲がり、遂ついにはその姿が消え去った。

「は、はぁぁ……」

　ヨハンが膝ひざを突く。

　空間に直ちよく接せつ干かん渉しようするという無む茶ちやな詠唱であるが故ゆえに、消しよう耗もうする魔ま力りよくも半はん端ぱではない。クラウスだと急性の魔力減少ジエイデツドで即そく死ししかねない。

「見事だ。現げん代だいの詠唱でもこれほど兇きよう悪あくなものがあるのだな」

　耳を疑うたがった。

「う、うそ、だろ……」

　ヨハンが呆ぼう然ぜんと呟つぶやく。

「そこの男、あるいは頭とう領りようを上回る力を持っているのではないか」

　ジョージの声が、何もないところから聞こえてくる。

「これでも死ねないとは、我われながら因いん果がな体よ」

　徐じよ々じよに、足先からジョージの姿が現あらわれる。砂すなが積み上がるかのように、ゆっくりと。

「ご苦労だった。死ぬほど苦しかったよ」

　自分の冗じよう談だんにげらげらと笑うと、ジョージは両手を広げた。

「ご覧らんの通り、私は死ねない体になってしまった。経けい年ねん劣れつ化かのない、完全な地じ獄ごくだ。

　この千年、私は己おのれの呪のろわれた体から自分を解とき放つ手しゆ段だんを研究し続けた。長かった、実に長かったよ」

　声には、隠かくそうともしていない歓かん喜きと達成感が溢あふれている。

「さあ、始めようか。おあつらえ向きに、美しい月が出ているではないか。見るがいい、完全に満ち足りている。私の旅立ちを飾かざるにふさわしい」

　空を見上げ、呵か々か大たい笑しようするジョージ。

　隙すきだらけである。しかし、その隙を突つく自信はクラウスにはなかった。

　ジョージのすぐ側そばには、あの少年と、更さらにもう一人女性が控ひかえている。二人とも何を考えているのか判はん然ぜんとしないが、迂う闊かつに近づくことが不ふ可か能のうなのは間ま違ちがいないだろう。

「ダナ、準じゆん備びを」

　空を見上げたまま、ジョージが言った。

「かしこまりました」

　ダナというらしい女性が、ジョージの側を離はなれる。

　彼女が向かったのは、屋上の中央辺りに屹きつ立りつしている柱だった。

　トピーアと一度屋上に来た時にも立っていたものだ。この様子だと何かに使われるものらしい。もう少し調べておけばよかったと、今更ながらにクラウスは後こう悔かいする。

「『samira mioru』発動のための、最終形けい態たいへ移い行こうします。第三級の衝しよう撃げきが発生することが予想されます。用意を」

　外見そのままなほどに淡たん々たんとした声でそう告げると、ダナは柱に触ふれた。

　ぼうっと、柱が鈍にぶい光を放つ。

　光はやがて柱を包み込こみ、その輪りん郭かくさえも隠してしまった。

　その後ゆっくりと天を目指して立ち上り、その後ほどなくして役所自体が激はげしく揺ゆれ出した。

　立っていられない。その場に膝ひざをつき、何とかやり過すごす。

「最終形態への移行を完かん了りよう。起動のご命令を」

　ようやく揺れが収おさまった。ダナがジョージに指し示じを仰あおいでいる。

「……あれは」

　柱からは光が消え、それまでとは全く違う形へと変化していた。

　一言で言うなら、社やしろだろうか。

　祠ほこらとも神しん殿でんともつかない、神しん秘ぴ的な建けん造ぞう物ぶつである。

　しかしそんな外観はクラウスにとってどうでもよかった。

「エルリー！」

　その社の中央に、金色に輝かがやく髪かみを持つ少女が、まるで祀まつられているかのようにいたのである。

「動くのはもう少し待ってもらおう」

　そんなジョージの声が聞こえたかと思うと、クラウスの視し点てんは激しく乱みだれた。

　あまりに一いつ瞬しゆんのことであり、自分が少年に押さえつけられていると気づくまでにもかなりの時間を要した。

「ここからが肝かん心じんなのでな」

「く、くそっ……放せ！」

　もがくのだが、少年はびくともしない。この小さい体のどこに、そんな力が隠されているのか。

　杖つえはもぎ取られ、手の届とどかないところまで放ほうり捨すてられていた。杖無しでは、それこそ寝ねている野の良ら犬いぬも驚おどろかせられない。

「ダナ、続けろ」

　暴あばれるクラウスには興きよう味みも示しめさず、ジョージが指し示じを出す。

「やめろ、何をするつもりだ！」

「見ていれば分かる」

　それだけ答えると、ジョージはヨハンを筆ひつ頭とうとしたサビーネの子分達に目を向けた。

「お前達も大人しくしていることだ。その女の命は惜おしかろう」

　ちらり、と倒たおれたままのサビーネを一いち瞥べつし、鼻先で笑う。

「所しよ詮せん、現げん代だいの尺しやく度どでいうところの超ちよう一流など恐おそるるに足りんな。グロスコフによくいた書生崩くずれでももう少しまともな詠えい唱しようを使ったぞ。……さて」

　ジョージは、社の前に立った。

「始めるぞ。我わが宿望、ここに果たさせてもらう」

　ジョージの言葉に頷うなずくと、ダナは社の横辺りに立った。手を伸のばして、何か操そう作さしている。

「やめろ、やめるんだ！」

　絶ぜつ望ぼう的に、よくないことが起こりそうな気がする。今ここで阻そ止ししないと、取り返しのつかないことになりそうな気がする。

　しかし、どうやっても身動きがとれなかった。情なさけなさに、死にたくなる。

「完了。『samira mioru』発動まで、五……四……」

　ダナが秒読みを始める。すぐそこで控ひかえている悪あく夢むが、一歩一歩近づいてくる。

「二……一……」

　ゆっくりと、しかし確かく実じつに。

「零ゼロ。第十級の衝しよう撃げき。用意を」

　──世界そのものが砕くだけたか、と錯さつ覚かくした。

「はは、ははははは！」

　決して大おお袈げ裟さなたとえではないと思う。

　視界が、音が、匂においが、屋上の床ゆかの手て触ざわりが、感じる全すべてが一いつ瞬しゆん純じゆん白ぱくに染そめ上げられたのだ。

「見ろ、見るがいい、このために私は千年の時を過すごしたのだ！」

　ジョージの絶ぜつ叫きように近い声が、途と切ぎれ途切れに聞こえてくるばかりである。何が起こっているのかも、ほとんど把は握あくできない。

　どれくらいの時が経たっただろう。ようやく衝撃の全ては去った。

　目がちかちかする、耳鳴りはひどい。それでも起き上がろうとしたクラウスだが、またしても床に押しつけられてしまった。

「くっそ……」

　首をねじ曲げて見上げると、そこにはまたあの少年がいた。相変わらず凄すさまじい力でもって、クラウスを押さえつけている。

　もう一度もがこうとしたところで、ジョージの高笑いが聞こえてきた。

「何を、するつもりだ！」

　クラウスの視界に入ってきたのは、それまでの混こん沌とんを統とう一いつし象しよう徴ちようするかのような光景だった。

　社はいつの間にか消失していた。社があった場所には、エルリーだけがいた。

　背せ中なかから、美しくも禍まが々まがしい翼つばさが生えている。『魔転イーヴライズド』を起こしているのだろう。

　エルリーの体は、その羽で浮ふ遊ゆうしているかのごとく、中空にあった。

『mo-lo,qonteis』

　ジョージが詠唱する。

『wo-ra,kosunra』

　闇やみ魔ま術じゆつであり、単語の意味は理り解かいできない。しかし、何かよくないことが起きるということだけはクラウスにも簡かん単たんに分かった。

『am,em,om』

　詠唱を完成させると、ジョージは両手を広げエルリーに近づく。

「離はなれろ、エルリーに近寄るな！」

　ジョージはエルリーの翼に手をかけた。魔力の塊かたまりである銀翼シルバーウイングに迂う闊かつに触ると危き険けんなはずなのだが、ジョージにためらう素そ振ぶりは見られない。

「むうぅぅ」

　噛かみ殺した呻うめき声がジョージの口から漏もれる。

　ジョージの手からは、白い煙けむりが噴ふき上がっていた。剥むき出しの魔力に直ちよく接せつ触ふれることにより、火傷やけどに近い苦く痛つうが彼を苛さいなんでいるはずである。



    

  
    
      　しかし、ジョージは翼から手を離そうとしなかった。

　その手は、遠目に見ても分かるほどに焼けただれているにもかかわらず、離そうとしなかった。

「あ、あ……」

　そして、我わが目を疑うたがうようなことが起こった。

「これが……終わらせるための、力だ！」

　エルリーの翼が、もぎ取られたのだ。

　神しん秘ぴの象徴を失い、床へどさりと投げ出される。

「何てことを！」

　あの翼を形作っているのは、全てエルリーの魔力である。それを奪うばわれるということは、生命力の大半を失ってしまうということにもつながりかねない。

「見るがいい。この美しさこそ、破は滅めつを表したこの輝かがやきこそ、我が千年の生を締しめくくるにふさわしい」

　恍こう惚こつとした表ひよう情じようで、訳わけの分からないことを言うジョージ。

　その言葉に返事をするものはいない。クラウスやサビーネ側の人間には理解しがたいことだし、ジョージ側の人間は誰だれ一人口を開こうともしないからだ。

「さあ、仕上げと行こう」

　翼と、ほとんど溶とけてしまっている自分の手を眺ながめながら、ジョージはにやりと笑う。

「来い、ハワード」

　ジョージの呼よび声に、クラウスを押おさえつけていた少年が反はん応のうした。ハワードという名前らしい。

　ハワードはクラウスを放し、ジョージの隣となりまで歩いていった。

　そのハワードの背中に、ジョージは翼を植え付ける。

　植え付けられた場所から、先さき程ほどジョージの手から立ち上っていたのと同じような白はく煙えんが立ち上った。

　しかし、ハワードは顔色一つ変えない。想像を絶ぜつする痛いたみが、その体を貫つらぬいているはずなのに。

「……よし、完成だ」

　ジョージがハワードの背中から手を離す。それまでエルリーの背中から生えていたはずの翼が、今はハワードのものとなったのか。

「魔力の移い行こうを完かん了りよう。作業に必要な全行こう程ていが終了しました」

　ダナが、まるで報ほう告こく書しよを読み上げるかのような簡かん潔けつさでそう言う。

「最後の鍵けん言げんを発動すれば、『woqot marot』は発動します。……お疲つかれ様でした」

　ジョージの顔に、微かすかな驚おどろきが浮うかんだ。何に怪け訝げんさを感じたのだろうか。

「……ジェシーの時と同じだというのか。不思議なものだ」

　それも、一いつ瞬しゆんのことだった。ジョージはまた元の高こう揚よう感と達成感に溢あふれた顔に戻もどる。

「まあよい。もう全すべてが終わる。今いま更さら考えても詮せん無きこと」

　ジョージはハワードの頭の上に手を置いた。

「いくぞ。……長かった。実に長かった」

　ハワードの頭に手を置いたまま、ジョージは詠えい唱しようを始める。

『nasl,sals,zxos』

　不気味なくらい、落ち着いた詠唱ぶりだった。あたかも、悟さとりを開いたかのような。

『woqot marot』

　詠唱の文は短く、あっさり完成した。

　一体何の効こう果かがあるのか。しかしそのことは後回しである。

　じりじりと、少しずつクラウスはエルリーの側そばへと移動を始める。ジョージはもはやエルリーに興きよう味みがないようだし、ダナとハワードは突つっ立ったまま。エルリーを助け出すには千せん載ざい一いち遇ぐうの好機である。

　作戦を立てる。ある程度の距きよ離りまで移動したら、目くらましに『招風詠唱ストームウインド』辺りを発動し、一瞬の隙すきを突いてエルリーを抱かかえて逃にげる。

　万が一上う手まくいったとしても、張はられている結界が厄やつ介かいである。何とか外の王国詠唱士達と連れん絡らくを取り、内外で一いつ斉せいに攻こう撃げきすれば破は壊かいできるか──

「案ずることはない。結界の効果ならじきに切れる」

　そんなクラウスの考えを読んだかのように、ジョージが言った。

「なっ……」

　心しん臓ぞうが止まりそうになる。

「そう驚くな。私でも今のお前と同じ立場ならそう考える」

　ジョージの笑え顔がおは、この場に似につかわしくないことに、とても清すが々すがしかった。

「逃げたいのなら、逃げればいい」

　そんなジョージの側に、いつの間にかダナが寄より添そっていた。

　相変わらずの無表情であり、恋こい人びと同士と言えそうなほどの距離の近さにもかかわらず、あらゆる種類の甘あまい雰ふん囲い気きとは疎そ遠えんに見える。

　しかし、ダナはジョージの隣となりにいた。まるで、そこにいるのが自分の望みだと言うかのように。

「逃げ切れるのならな」

『御み名なは風神オリヴィウス、其そは吹ふきすさぶ天空の使者、すなわち疾はやき蒼そう穹きゆうの覇は者しや！』

　ほとんど恐きよう慌こうをきたしながら、クラウスは詠唱した。

『眩まばゆきその所作その力──』

　しかし、詠唱を完成させる前に、ジョージがすっとクラウスに指を突きつけてきた。

「うぐっ……!?」

　突とつ如じよとして、詠唱が出来なくなる。

「こ、これは……」

「詠唱のみを封ふうじた。魔ま力りよくを単語に載のせて組み合わせようとすると鍵かぎがかかる、と考えると分かりやすいぞ」

　生徒に教えるような口くち振ぶりで、ジョージが言う。

「お前の詠唱は少々他と異ことなる。力で押さえ込こみきれないものを使うからな。封じておくに越こしたことはない」

『いざ、わが……』

　それでも強ごう引いんに詠えい唱しようしようとする。

「げはっ」

　突然、叫さけびすぎた後のように喉のどがひりついた。

「無理をしないことだ。声を失うことになるぞ」

　ジョージの言葉に、クラウスは凍こおり付く。

「ものが言えなくなるということが詠唱士にとってどういうことか、分からないわけではあるまい」

　それはすなわち、詠唱が使えなくなるということだ。詠唱士としては、死んだに等しい。

　クラウスはその場で動けなくなった。詠唱が使えなくては、ジョージを止めることなど不ふ可か能のうだ。

「……さて、これで邪じや魔まもいなくなった」

　満足そうなジョージの声に導みちびかれ。

　異い変へんが、起こった。

「終しゆう演えんの、開かい幕まくといこう」

　ハワードが、翼つばさをはためかせ空を飛んだのだ。

　現げん実じつを遥はるかに逸いつ脱だつした光景だった。人が、翼を生やし、空を飛ぶ。

　どこか冒ぼう涜とく的でさえあった。造ぞう物ぶつの理ことわりを無む視しした、超ちよう常じよう的な存そん在ざい。

　しばらく、何かを確たしかめるかのように屋上の上を旋せん回かいすると、ハワードはジョージの真上で動きを止めた。

　ジョージは何も言わない。ハワードを見ることさえしない。目を閉とじ、ひたすらに何かを待っている。

　その何かは、あっという間に訪おとずれた。

　ハワードが両手の平をジョージに向けるように突き出し、そこから真っ赤な色をした光がジョージとダナに向かって降ふり注いだのだ。

　二人の姿すがたが、光に飲み込まれる。

　耳を打ち砕くだくかのような、轟ごう音おん。

　言葉を発することも叶かなわなかった。恐きよう怖ふを感じる余よ裕ゆうさえもなかった。

　──光が消えた後には、何も残っていなかった。

　ジョージの姿も、ダナの姿も。

「何が、どうなってるんだ……」

　全くもう、訳わけが分からない。それまでジョージに従じゆう順じゆんだったハワードが、突とつ如じよとして主あるじに牙きばを剥むいたのだ。

　いや、真に驚きよう愕がくすべきは他にある。

「待てよ、あの光、何なんだ」

　ヨハンが、震ふるえる声で言う。

　そう、あの光の正体である。

　人間が単たん独どくで発動しうる詠唱の中では最さい高こう峰ほうに位置する破は壊かい力を誇ほこる『空歪ホラルク』を受けてなお甦よみがえったジョージの姿が、完全に消え去っているのだ。

「ヨハンさん、逃にげましょう」

　子分の一人がそう提てい案あんした。

「あのガキはヤバい。詠唱がどうこうってのはあっしには分かりませんが、あのガキが常じよう識しき外れにマズいものだってことぐらいは感じます」

「そ、そうだな。よしブランドン、サビーネさんを担かついでくれ。とんずらするぞ。あの男の言うとおりなら、そろそろ結界も──」

「無む闇やみに動くでない！」

　ひどく懐なつかしい、そんな声がクラウスの耳に飛び込んできた。

「ハワードの的まとになるぞ！」

「エルリー……！」

　それまで、何をされてもぴくりともしなかったエルリーが、いつの間にか自分の足で立っている。

「今のハワードは、全すべてを破壊するまで止まらぬ。迂う闊かつな行動は、そのまま死に繋つながるぞ」

「大だい丈じよう夫ぶ、なの？」

「うむ。問題ない」

　エルリーの動きは、とても魔ま力りよくの大半を奪うばわれた人間のものではなかった。

「それじゃ、まあ……」

　とりあえず、上着を脱ぬいで投げる。

「……クラウス、お主」

　上着を羽は織おりながら、エルリーが冷たい声で話しかけてくる。

「まさかとは思うが、見てはおらんだろうな」

　筒つつの中にいた頃ころからエルリーは服を着ていなかったわけで、そのまあ何というか、全て見えてしまっていた。

「もちろんさ！」

　しかしその事実を直ちよく接せつ告げるのはかなり危き険けんである。どんな目に遭あわされるか分かったものではない。

「よく分かった。お主後で覚えているがよい」

　これっぽっちも隠かくせていなかったらしい。空を飛んでいるハワードより恐おそろしいかもしれない。

　──ふとクラウスはくすぐったいような懐かしいような不思議な感覚に襲おそわれた。

　こうしてエルリーとやり取りするのが、随ずい分ぶん久しぶりな気がする。

　エルリーも同じことを考えていたらしい。視し線せんがまともにぶつかり、どちらからともなく気き恥はずかしさから目を逸そらしあう。

「……再さい会かいを喜ぶのは後だ。今は、ハワードを止めることを考えるぞ」

　上着の釦ボタンをかけながら、エルリーが言う。

「何がどうなってるのか、さっぱりなんだ」

「闇やみ魔ま術じゆつには、『woqot marot』という詠えい唱しようがある。魔パ製ペ人ツ形トに外部からの魔力を注ぎ込んで強化することにより完全な破壊兵器として運用するものだ。詠唱そのものは理り論ろん上可か能のうなものとしてわしの家か系けいに伝えられておったが、発動されたことはなかった」

　ふと、エルリーが遠い目をする。──あるいは、千年前を見ているのか。

「それを史上初めて発動したのが、奴やつ──ジョージ・カロドナーだった。結果は、以前にも話したとおり大失敗に終わり、当時わしらが暮くらしていたヴァイカート帝てい国こくの帝都グロスコフは一夜にして消しよう滅めつした。文字通り、跡あと形かたもなくな」

　遠い昔、業ごう火かに包まれる都市を幻げん視しする。あのハワードと同等の破壊力が猛もう威いを振ふるったとすれば、ひとたまりもなかったに違ちがいない。

「しかし、ジョージだけは生き残った。『woqot marot』の思わぬ副作用で、死ぬことの出来ない体となったのだ」

　エルリーが体を震わせる。寒さからか、あるいはジョージの身に降ふりかかった恐おそろしい事じ態たいに思いを至いたらせたせいか。

「初めのうちは不死身ということに酔よいしれたのかもしれぬ。しかし、歳さい月げつを経へることにより、奴はおそらく絶ぜつ望ぼうした。終わりのない生とは、すなわち終わりのない拷ごう問もんと同意義だからな。

　奴は、自分を殺すべく研究を重ねた。そして行き着いた結論は、『woqot marot』の完全な形での発動」

　エルリーはハワードを見上げた。ハワードは、中空で翼つばさをはためかせ、クラウス達をただ見下ろしている。

「千年前に足りなかったのは、高い出力と大量の魔力。そして、より完成された魔パ製ペ人ツ形トだったろう」

　唇くちびるを噛かみながら、エルリーが続ける。

「わしはいずれにも手を貸かしてしまった。悔くやんでも、悔やみきれぬ」

「…………」

　クラウスは押おし黙だまる。どんな慰なぐさめの言葉も、陳ちん腐ぷで心には届とどかないものになりそうだった。

「こうして争いを起こさせたのも、おそらくは詠唱の飛び交かう環かん境きようを作るためだ。

　そうして複ふく数すうの人間の魔力を大量に発生させた上で、先さき程ほどまであった魔集針ニードルフイーストで集め、わしの体に流し込こんだ。この建物を魔法陣じんになぞらえてあるのも、そのためだな。

　その上で『魔転イーヴライズド』を発生させ、銀翼シルバーウイングの部分を奪うばい取りハワードに与あたえるという形で魔力の移い動どうを完成させたのだ。これがわしが動けているわけでもある。あの銀翼シルバーウイングは厳げん密みつに言うとほとんどわしの魔力ではない」

「回りくどい方法だな……」

　心の底からほっとする。つまり、エルリーは無事だということだから。

「仕方のないことだ。魔パ製ペ人ツ形トに長時間に亘わたって高出力の魔力を流し込むと、どんな効こう果かが起きるか分からん。それよりは、わしを受け皿にしてから『魔転イーヴライズド』を橋はし渡わたしに用いて魔力の移動を行った方がずっと安全だ」

　そこまで話してから、エルリーは目を伏ふせた。

「本当なら、ハワードが完成する前にジョージの作業を妨ぼう害がいするつもりだった。だが、ジョージの作り上げていた仕し掛かけは想そう像ぞうよりも遥はるかに高度なもので、遂ついに破やぶれなかった。

『woqot marot』は確たしかに成功した。ジョージの命令をハワードは聞いていたからな。しかし、命令すべき主あるじを失い再ふたたびハワードは暴ぼう走そうしてしまった。もう、どうすることも……」

「大だい丈じよう夫ぶだよ」

　悄しよう然ぜんとしたエルリーの肩かたを、クラウスはそっと抱だく。

「あっ……」

「要するに、あれを止めればいいんだろう」

　天空を悠ゆう然ぜんと駆かけ始めたハワードに目を向ける。

「力を合わせれば、きっと何とかなるさ」

　根こん拠きよなどあるわけがない。しかしクラウスはそう約束した。エルリーを、どうしても勇気づけたかったのだ。

「……ありがとう。そうだな、頑がん張ばろう」

　頷うなずくと、エルリーはヨハン達に顔を向けた。

「お主達、死にたくなければ協力するがよい。座ざして終わりを待つよりはずっとよいだろう」

「協力って、言っても……」

　ヨハンが、気弱そうに目を逸そらす。非ひ現げん実じつ的な出来事の連続に、すっかり気持ちが折れてしまっているのだろう。

「つべこべ言うでない。やらねば死ぬだけのことだ」

「……わ、分かった。ちくしょう、こうなりゃヤケだぞ」

　ヨハンが立ち上がり、杖つえを構かまえる。消しよう耗もうした魔ま力りよくはかなりの量なはずだが、弱音はもう口にしないようだ。

「ヨハンさんがやるなら、俺おれ達も手伝いますぜ」

　子分達が、後に続く。詠えい唱しように関しての知ち識しきがない分、クラウスやヨハン以上の恐きよう怖ふを感じているはずだが、いずれも覚かく悟ごを決めたような堂々とした面おも持もちである。

「千年前の闇やみ魔ま術じゆつ、か。まさかそんなものにお目にかかれるとはな」

「詠唱士冥みよう利りに尽つきるじゃあないですか」

　いつの間にか、倒たおれていたはずのシャーリーとトピーアもクラウス達の近くに現あらわれた。

「二人とも、怪け我がは……？」

「わたしがいる限かぎり、痛いたい思いをしてもまた立ち上がれますっ」

　レミーンが二人の後ろから誇ほこらしげに言った。

「……思っていたよりも、仲間が多くなったな」

　なぜか恥はずかしそうにそう言うと、エルリーはクラウス達に向き直った。

「防ぼう壁へきを張はれ。詠唱を使えるもの全員でやるのだ。言葉を知っているものは全員、気休めでも何でもいっこうに構わぬ。防壁が完成したら、すかさず全力でハワードを攻こう撃げきしろ」

「了りよう解かいっ」

「ここは、エルリーさんの指し示じに従したがいますね」

「一ひと段だん落らくついたら、千年前の詠唱についてご講こう義ぎ願いたいものだな」

　口々に、その場にいる人間が──つまり、エルリーとクラウスの仲間達が返事をしてくる。

「よし、任まかせたぞ」

　言うなり、エルリーは駆けだした。

「さあ来いハワード、相手をしてやろう！」

　ハワードがそれに反はん応のうする。翼つばさを翻ひるがえし、エルリーの動きを追いかけ始めた。

　トピーアが、ヨハンが、シャーリーが、口々に防ぼう性せい詠唱を詠唱し始める。

『群むら雲くも焦こがす怒いかりの焔ほのお、滅ほろびにまろぶ愚おろかな者に、等しく裁さばきとその断だん罪ざいを！　紅こう炎えん激げき落らく、猛もう厳げん疫えき爆ばく！』

　防壁が完成するやいなや、シャーリーが『灼焔の青嵐フアイヤーウインド』を発動し、猛たけり狂くるう炎ほのおを杖から迸ほとばしらせる。

　エルリーを追い回すことに躍やつ起きだったハワードは、すんでのところでシャーリーの炎をかわした。

　そこに、ヨハンがトピーアの助けを受けて巻まき起こした雷らい撃げきが激げき突とつする。

　閃せん光こう。一いつ瞬しゆん視し界かいが白く染そめ上げられる。

「や、やったか？」

　額ひたいの上に手を当てながら、ヨハンが言う。

「油ゆ断だんするな！」

　エルリーの叱しつ責せきが飛び、それと同時に防壁に衝しよう撃げきが走った。

「うわああ!?」

　何重もの防壁が、一瞬にして消し飛ぶ。

「おのれっ！」

　時間を稼かせぐかのように、エルリーが魔力解かい放ほうでハワードを牽けん制せいした。

「張り直すんだ！」

　シャーリーの指示で、トピーア達が再ふたたび防壁を張る。

　防壁に戸と惑まどったか、ハワードが少し動きを止めた。

　その隙すきを見み逃のがさず、エルリーが再さい度ど魔力を叩たたきつける。狙ねらいは外れず、ハワードに直撃した。

　ハワードの高度が下がる。飛んでいることが難むずかしくなったのか。

　いけるか。そんな油断が、クラウスだけでなく、おそらく全員の心を一瞬よぎった。

「いかん……っ！」

　致ち命めい的な、油断である。

「下がれっ！」

　クラウス達の前に飛び出してきたエルリーに、ハワードの放った光がぶつかる。

「エルリー!?」

「ぬううう」

　その小さい体で、エルリーはハワードの光をまともに受け止めた。

　ジョージのように飲み込まれることはない。見事に、耐たえきったのだ。

　ハワードは驚おどろいた様子も見せず、第二撃を放ってきた。

　再び受け止めるエルリー。そのエルリーと光が激突する衝撃で、他の人間は吹ふき飛ばされる。



    

  
    
      「これしきの、ことで……っ！」

　しかし、エルリーは一人踏ふみ止とどまっていた。己おのれの業わざに、真正面から立ち向かうかのように。

　再び、エルリーの背せ中なかに翼が生まれる。『魔転イーヴライズド』だ。

　一いつ旦たん発動すれば魔ま力りよくを奪うばい続ける『魔転イーヴライズド』だが、それと引き換かえに魔力の出力を一時的に増加させることも可か能のうである。この場合に限かぎっては、有ゆう効こうと言えなくもないかもしれない。

　光を受け止める手を、エルリーは前に伸のばした。

　徐じよ々じよに、光が押おし返される。不死身のジョージを消し去るような破は壊かい力の光を、エルリーは自分の力だけで受けきっている。

　ゆっくりと、だが確かく実じつに、光はハワードのもとへと戻もどっていく。

「頑がん張ばれ、頑張るんだエルリー！」

　そんな言葉が、クラウスの喉のどから迸った。

「くううっ」

　エルリーが片かた膝ひざをつく。限げん界かいが、近いのか。

「しっかりなさい」

　あわやという時、そんな声が聞こえたかと思うと、黒い蛇へびの形をした霧きりがハワードの体に巻き付いた。

「『禍蛇の葬送スネイクバイト』……ってことは、サビーネさん！」

　ヨハンが喜びの声を上げる。

「気がついたんですかっ」

「当たり前じゃない。このわたしがあんなガキにやられるわけがないって話よ」

「あのー……わたしが、治ち癒ゆしたのは……」

「黙だまらっしゃい」

　何か不満を口にするレミーンにぴしゃりとそう言うと、サビーネはハワードに杖つえを向けた。

「そうそう好きに出来ると思わない方がいいわよ」

　黒の蛇が、ハワードを締しめ上げる。

「ほら、何をぼやぼやしているの！」

　サビーネの叱しつ咤たに、エルリーが顔を上げた。

「このおおお！」

　そして叫さけぶ。ふわりと、美しい髪かみが逆さか巻まいた。

　光を更さらに押し込こみ、これが最後と言わんばかりに両手を広げる。

　凄すさまじい轟ごう音おんと共に、ハワードが吹き飛ばされきりもみしていく。

　地面へと落下するハワード。大きく何度も地面を跳はね、遂ついに動かなくなった。

「終わった……のか？」

　ヨハンが、おそるおそる呟つぶやく。

「くぅ……」

　エルリーはその場に膝を突ついた。

「エルリー！」

　駆かけ寄よるクラウスに、エルリーは笑って見せた。

「どうだ……守ってもらってばかりでは、なかったぞ」

「うん、偉えらいよ。よくやった」

　すっと、自然な動きで、エルリーの背中を支ささえる。

「ふふ……」

　エルリーが、そっと目を閉とじる。

「お二人さん、いい雰ふん囲い気きになるのはまだ早いわよ」

　サビーネが、舌した打うちをしながらそう言った。

「終わってない」

　その声には、はっきりと狼ろう狽ばいが見て取れる。

「まさか……」

　ハワードが、再ふたたび起き上がっていた。

「おの、れ」

　エルリーが、よろよろと立ち上がろうとする。

「……大だい丈じよう夫ぶ。ここは俺に任まかせるといい」

　そんなエルリーを強ごう引いんに座すわらせると、クラウスはその前に立った。

「何を言う。お主はジョージに詠えい唱しようを封ふうじられていたではないか。どうやってハワードと……」

『その身を我われは与あたえんとす』

　エルリーの言葉を無む視しし、クラウスは詠唱を始める。

「やめろ、やめるのだ！」

　エルリーがしがみついてくる。

　その頭に、クラウスは手を置く。

「えっ……」

　戸と惑まどいを見せるエルリー。

　何も言わず、クラウスはその目を覗のぞき込んだ。

「む、むぅ」

　頬ほおを赤らめて、エルリーは目を伏せた。

　伝わった、ということなのだろう。

『その光を我は称たたえんとす』

　詠唱を再さい開かいする。

　声が潰つぶれるならそれでも構かまわなかった。ここで、守るべき人も守れない魔ま力りよくなら、初めから必要ない。

「何ぼやぼやしてるのよあんたたち！　そいつを援えん護ごするわよ！」

　サビーネが怒ど鳴なり、詠唱を始めた。

「は、はいっ」

　ヨハンや、トピーア達がそれに続く。

　嬉うれしかった。つまりこれは、彼女たちがクラウスを信しん頼らいして任せてくれたということだ。

　動き出そうとするハワードに、攻こう性せい詠唱が降ふり注ぐ。

　いずれも、めざましい効こう果かを上げているわけではないようだが、足止めとしては十二分にその役目を果たしている。

『その明かりを我は与えんとす』

　詠唱を続けながら、空を見上げる。

　戦いくさの残ざん響きよう音おんもほとんど消えた、嘘うそくさいくらいに穏おだやかな夜空だ。

　中心に、白い月があった。いつか、どこかで見たのと同じ、丸い円を描えがいている──満月。

『カグヤの慈じ愛あい、天空の遺い愛あい』

　そんな月の光を、己おのれの中に取り込むという心象。

『儚はかなき加か護ごはまたなき愛護、揺ゆらめく反ほ故ごは煌きらめく統とう語ご』

　ハワードの攻こう撃げきは、突き詰つめたところ魔力解かい放ほうと同どう義ぎであり、詠唱の効果をなくすという以前の自作詠唱では止められない。

　しかし、この詠唱ならば、ハワードを無力化することも可か能のうかもしれない。

『憎にくしみを慈いつくしみ、苦しみをみな許ゆるさん』

　傷きずを無む理り矢や理りに治したときの苦く痛つうが生み出した幻げん覚かく、その向こう側に見えた言葉の列。

　あの閃ひらめきに、全すべてを賭かける。

　声が今にも潰れてしまいそうだ。首を絞しめられたまま詠えい唱しようしている、と表ひよう現げんすると近い。

　だが挫くじけるわけにはいかない。決して、後には引かない。

『救いと佑たすけの現あらわれに、我われの心しん思しは洗われる。真しん摯しな声に傾けい聴ちようを、敬けい重ちようの祈いのりを永長に。月げつ音おん流りゆう来らい、切せつ音おん封ふう拝はい』

　鍵けん言げんを加え、杖つえを構えた。

　月の光が、その輝かがやきを増ました。そんな錯さつ覚かくがクラウスの頭をよぎる。

『月音ムーンソロウ』。月呪ムーンスペルを更さらに改良した、クラウス渾こん身しんの自作詠唱である。

　サビーネ達の攻こう撃げきがやんだ。

「また、とんでもない詠唱ね……」

　──否いな、止めざるを得なくなったのだ。

「詠唱の完全無効化の次は、魔力の絶ぜつ対たい的中和なんて。さすがのわたしも驚おどろいたわ」

　サビーネが肩かたを竦すくめる。

「掟おきて破やぶりね。そういうことを思いつく時点で」

　それまで轟ごう々ごうとした魔力が飛び交かっていた屋上が、嘘のように鎮しずまり返り始める。

　攻撃も防ぼう御ぎよもない、静かで落ち着いた魔力のみがそこに漂ただよう。

　全てが一つになるような感覚。ただ穏やかに、柔にゆう和わに、時間がその流れを緩ゆるやかにしていく。

「結界が、消えていくな」

　遠くに目をやりながら、シャーリーが言う。

「いかに強力な結界といえど、その魔力の指向性自体が零ゼロになればただの魔力の層そうになる、ということか」

　そんな空気にただ一人弾はじかれている者がいた──ハワードである。

　表ひよう情じように出すことなく、ハワードは苦しんでいた。体を丸め、その場に突つっ伏ぷす。

　ここまでの効果が出るとは、クラウスにしても予想外だった。なぜ、あれほどまでに弱っているのか。

　ハワードの翼つばさが、ゆっくりとその輝きを弱めていく。

「ハワードは、魔パ製ペ人ツ形トなのだ」

　エルリーが言う。彼女の翼も、同じように色褪あせていた。

「陰いん性せいの魔力が動力源げんとなっている」

「なるほど、そういうことか」

　ヨハンが頷うなずく。

「どういうことですか、ヨハンさん」

　子分の一人に、ヨハンは説明を始めた。

「負の力で動いていたんだから、その負の力が中性のものになれば、何も出来なくなるということだな」

「熱いスープが冷めてぬるくなるとまずくなるようなものでしょうか」

「だな。いいたとえだ。……ただ叩たたき潰つぶすことしか考えてなかったけど、こういうやり方もあるのか」

「見てください、翼が」

　トピーアがハワードを指さす。

　ハワードの翼──千年の時を経へた因いん縁ねんの象しよう徴ちようが、ついにその姿すがたを消した。

　そこに残ったのは、一人の少年──否、少年を模もした、それ以外の何か。

「けりを……つけねば、な」

　エルリーが立ち上がった。ふらふらとした足取りで、ハワードの側そばへと歩み寄よっていく。

「エルリー、何、を」

　呼よび止めようとしたが、声が続かなかった。

　ほんの僅わずかな間とはいえ、尋じん常じようではない出力の魔ま力りよくを使用したのだ。元々の基き礎そ魔力が低いクラウスには、耐たえ難がたい苦く痛つうとなった。

「…………」

　まいったな、と呟つぶやこうとしたが、今度は話すことも出来ない。

　ああ。クラウスは理解する。無理をしたせいで、言葉を失ってしまったのだ。

　不ふ思し議ぎと、絶ぜつ望ぼうも喪そう失しつ感かんもなかった。後から来るものなのかも知れないが、今は守れたという事実だけで満足だった。

　どう、とその場に倒たおれ込む。

「クラウスさんっ！」

　トピーアが駆かけ寄ってきた。

「レミーンさん、クラウスさんの魔力の流れを回復できますか？」

　トピーアも魔力が低いのでクラウスの苦痛がよく分かるのだろう、かなり気き遣づかわしげである。

「治ち癒ゆしてあげたいですけど、まだ詠唱の効こう果かが……」

　困こまり果てたようにレミーンが言う。

　治癒詠唱は、ハワードの動力などとは正反対の方向性の魔力を使用する詠唱だが、やはり中和されてしまって効果を発はつ揮きできないということなのだろう。

「落ち着くのを待つしか……」

　そんなレミーンの言葉に逆さからうように、クラウスは立ち上がった。

「ちょっと、クラウスさん、無理しちゃ」

「大だい丈じよう夫ぶ、大丈夫だから」

　半なかば自分に言い聞かせるようにそう告げると、エルリーの後を追う。

　エルリーが何をしようとしているかは見当がつく。一人にしておく訳わけにはいかない。

「クラウス、さん……」

　トピーアが、ひどく哀かなしそうな顔をした。突とつ然ぜんどうしたのかと怪け訝げんに思ったが、

「ええ、分かりました。行ってください」

　そう微笑ほほえまれてしまってはどうしようもない。トピーアをそのままにして、クラウスは再ふたたび歩き出した。

　エルリーが、ハワードの隣となりに座すわり込こむのが見える。何事か話しかけているようだが、その意味はクラウスには分からない。当時の言語で、話しかけているのだろう。

　その隣に、クラウスも腰こしを下ろした。

「……今、謝あやまっておったのだ」

　ぽつりと、エルリーがそう呟く。

「こんな歪ゆがんだ存そん在ざいを生み出した責せき任にんの一いつ端たんは、間ま違ちがいなくわしにある」

　小さな肩かたを、少し震ふるわせながら。

　その肩に、もう一度クラウスは手を回す。

　言葉が出せないから、せめて行動で気持ちを伝えようと。

「……ありがとう」

　伝わったのだろうか。エルリーは満足げにそう言った。

　そして、ハワードに手を伸のばす。

　ハワードは動かない。

　その瞼まぶたを、エルリーはゆっくりと閉とじる。

　次の瞬しゆん間かん、ハワードの姿はまるで幻まぼろしのようにかき消えた。

　後に、何も残さず。初めから、存在していなかったかのように。

「……これで、終わりか」

　そう答えると、エルリーもその瞳ひとみを閉じた。

　クラウスの体に、重みがかかってくる。

「いや、まだやるべきことがある」

　目を閉じたままで、エルリーが言う。

「クラウスが全てを代だい償しようにして守ってくれたのなら、わしも遠えん慮りよすることはない」

　エルリーが、クラウスの喉のど元もとに手を当ててきた。

「…………？」

　その指先から、光の粒つぶが漏もれ出す。

「そんな、これは……！」

　暖あたたかく、穏おだやかな光。エルリーの魔ま力りよくだ。

「エルリー、一体何を」

　言ってから気づく。声が、出せるようになっている。

「話せる、なんで……？」

「これでも人生の半分以上が闇魔術の研究で出来ているのだ。治し方など手に取るように分かる」

　誇ほこらしげにそういうなり、エルリーは力なくむせた。

　その咳せきとともに、エルリーの体から光の粒がこぼれ落ちた。

　きらきらと、まぶしく。粒は、とめどなく宙に舞う。

「これは、まさか！」

「そのまさか、だ」

　他ひ人と事ごとのように、エルリーが笑う。

「参ったな、どころの話じゃないだろ！」

　これはつまり、魔力減少ジエイデツドを起こしているということだ。

　いかに外部からの力を一時的に体内に入れていたとはいえ、この症しよう状じようが発生してしまったら安全とは到とう底てい言えない。

　おそらくは、クラウスの喉を癒いやしたことが引き金になり、魔力減少ジエイデツドを引き起こしたのだろう。

「エルリー、気を確たしかに！　しっかりするんだ！」

　体を揺ゆさぶる。

「クラウス、話したいことが、ある」

　苦しそうな息の下から、エルリーが何か言おうとする。

「聞こえる、か？」

「ああ、聞こえてる。聞こえてるさ」

　そんなことも、分からなくなってしまっているのか。

　以前にも一度『魔転イーヴライズド』を起こしているところを見たが、その時よりもずっと状じよう態たいは悪そうである。

　クラウスの胸むねの中で、不安が急きゆう激げきに成長していく。

「色々、世話になった。本当に、ありがとう」

「何を、言ってるんだよ」

　これではまるで、今生の別れではないか。

「楽しかった。もしかしたら、わしは、お主と会うために千年の時を過すごしたのかもしれぬ」

「弱気になるなよ！　これからも一いつ緒しよにいようよ。楽しく過ごそうよ。な？」

　クラウスの励はげましに、エルリーは答えなかった。あるいはもう、クラウスの言葉が聞こえていないのかもしれない。

「お主なら、きっと、夢を叶かなえられる。期待、しているぞ……」

　エルリーが、弱々しくむせる。

「おう、叶えてみせるさ。だから、だから、しっかりしてくれよ……！」

「次の試験は、まだか。今からでも遅おそくない、追い込みを、するのだぞ」

　会話が成り立たない。やはり、クラウスの言葉は聞こえていなかったようだ。

「ああ、クラウス、どうしてもこれだけは」

　エルリーが、中空に手を伸ばす。指先が彷徨さまよっている、クラウスを探さがしているのか。

「言ってくれよ。何でも、聞くよ」

　その指を掴つかみ、自分の頬ほおに触ふれさせる。

「ああ……」

　エルリーの表ひよう情じようが、嬉うれしそうに和やわらぐ。

「クラウスは、温あたたかい、な」

　その呟つぶやきに、胸が締しめ付けられる。失いたくない、そう心から強く思う。

「そんな温かい、クラウスが」

　エルリーのか細い声が、耳をくすぐる。

　他の人の声も、未いまだ遠くで繰くり広げられている戦せん闘とうの雑ざつ音おんも、何もかもが聞こえなくなっていた。エルリーしか、ここにはいなかった。





「そんな、クラウスが、わしは──大好きだ」





　その言葉と同時に、エルリーの体から、あらゆる力が消え失うせた。



    

  
    
      　終章　歩みたいと願ねがう道　The Way I Wanna Go(Reprise)






　この『ハンネマン』という名前のパブは、昼間ほとんど客が訪おとずれない。開店休業と大差ないのだ。というわけで、その日も店内には一人しか客がいなかった。

　しかし、これは大体どこのパブでも見られる光景である。普ふ通つう、パブとは仕事が終わってから一日の疲つかれを癒いやすために訪れる場所であり、日が暮くれる前から店にやってくるのはごく僅わずかな常じよう連れんくらいと決まっているからだ。そう、例えば、詠えい唱しよう士し試験を翌よく日じつに控ひかえた詠唱士志し望ぼう者しやとか。





「先生、エルガをお持ちしました」

「お、ありがとう」

「わたくしが淹いれましたのよ」

「すごいじゃないかー。どれどれ……」

「いかがですか？」

「……うん。個こ性せい的だね。そうだな、次は一いつ般ぱん的で普ふ遍へん的な味を狙ねらうのも悪くないと思うよ」

　小こ刻きざみに痙けい攣れんする手を隠かくしつつ、クラウスはエルガをテーブルの上に置いた。

「お褒ほめに与あずかり恐きよう縮しゆくですわ」

　クラウスの側そばに立っている少女が、おしゃまな素そ振ぶりで一礼して見せた。

　もちろん誉ほめたつもりは毛頭ない。もう少し直ちよく接せつ的な物言いをすればよかったかとクラウスは後こう悔かいする。

「しかし、こうして庶しよ民みんの仕事に汗あせを流すのも悪くありませんわ。物の見方が広がるというものです」

　少女──この春から『ハンネマン』で働き始めたターヤ・パシコスキ・トルネが微笑ほほえむ。

「そうだね、いいことだと思うよ。その調子で大衆的なエルガの淹れ方も身につけてくれると俺おれは嬉しいな」

「ええ。成果を見て頂いただくためにも毎日お出ししますわ」

　しばらく来るのを控えようかなどと考えていると、店の奥おくからレシーナが顔を出した。

「クラウスくん、イルミラから手紙が来てるわよー」

　その手には、何やら封ふう筒とうが握にぎられている。味も素そっ気けもない、本当に封筒としか表ひよう現げんしようのない封筒だ。

「え、俺宛あてにですか？」

「うん、そうよ。是ぜ非ひ読んであげて」

　レシーナが、柔やわらかい笑え顔がおを見せながらクラウスに手紙を渡わたしてくる。

「……分かりました」

　頷うなずくと、クラウスは受け取った封筒をびりりと破やぶき中に入っていた便びん箋せんを取り出した。

「んーと、拝はい啓けいクラウス・マイネベルグ様、あー拝啓とかめんどくさいのでやめます。別にちゃんとした書き方知らない訳わけじゃないんだからね……あーこりゃ知らないな」

　決して上う手まくはない字が、便箋をびっしりと埋うめ尽つくしている。





　──修しゆ行ぎようの旅に出て早くも一か月が経たちました。あちこちの美お味いしい食べ物とか美味しいお酒を満まん喫きつする毎日です。いや、別に食べてばっかりじゃないよ。ちゃんと魔ま術じゆつ格かく闘とうの稽けい古こもしてるんだから。この前なんて道場破りして勝っちゃったんだし。すごいでしょ！

　不思議なのが、旅に出てからこの方一度もナンパされてないこと。おっかしーなぁ、都みやこ育ちのきゃわい子ちゃんが歩いてるっていうのに。魅み力りよく的すぎて声をかけ辛づらいのかしらー。

　……ちょっと、何笑ってるのよ。分かるんだからねー？　帰ったらシバキ一発決定。

　まあ、広い世界を見たくて旅に出てみたわけだけど、うーん正せい解かいだったって感じ？　戻もどる頃ころには一回り大きくなって戻るからね。

　本当は戻って、試験の応おう援えんしてあげたかったんだけどねー……。ちょっと間に合いそうにないので、手紙でごめんっ。

　というわけで（どういうわけだ）、頑がん張ばりなさいよー。大だい丈じよう夫ぶ、さすがに五回目にもなれば大丈夫よ。まぐれか何かで通っちゃうから。

　……あれ、六回目だったっけ？　それとも七回目？　ま、まあそんなことはどちらでもいいわ。合ごう格かくすればいいのよ合格すれば！

　戻ったときには、ちゃんとした鎖くさりを首に巻まいたクラウスに会えることを楽しみにしています。

あなたの、ともだち　　　イルミラ・ハンネマン





「何て書いてあったのかしら？」

　顔を上げると、レシーナが向かいの椅い子すに座すわっているのが目に入ってきた。

「んーと……」

　色々書いてあったが、内ない容ようを要約するのは割わり合あい簡かん単たんだと思う。

「試験、頑張れだそうです」

「あらあら」

　レシーナがまた笑顔になる。先さき程ほどとは若じやつ干かん違ちがう、何か予想外のことに出会えたような喜びを感じる。

「読みます？」

　レシーナに手紙を差し出す。

「いえ、遠えん慮りよしておくわ」

　しかし、レシーナは首を横に振ふった。

「それはクラウスくんに届とどいた手紙なんだから、クラウスくんが大事にしてちょうだい」

「は、はあ。分かりました」

　やや予想外な反はん応のうに戸と惑まどいつつ、とりあえず言われたとおりに手紙をしまう。

「よし、それじゃそろそろ……」

　クラウスが立ち上がろうとしたところで、外から何者かが入ってきた。

「どうしたクラウス、荷物をまとめて田舎いなかに帰るんじゃなかったのか。試験に落ちた衝しよう撃げきの余あまりヘールサンキから逃とう亡ぼうするらしいともっぱらの噂うわさだぞ」

「試験は明日だぞこのたわけ」

「まあ一日二日のずれは許きよ容よう範はん囲いだろう」

　嘗なめた仕草で嘗めたことを言ってくるこの男は、ルドルフ・シェンルー。王国警察官であり、クラウスとは、いちいち説明するのも面めん倒どうくさいような間あいだ柄がらである。

「こんにちは、レシーナさん。お元気ですか？　今日もお美しい」

「あらあら。ありがとう」

「昨日『シナーの祭典』に行ってきたのですが、点灯詠唱ホーリーライトがよく見えるところを見つけたのです。今こん晩ばんご一いつ緒しよにいかがですか？」

「ごめんなさい。今日も明日も仕事なの」

　毎度のように、レシーナを口く説どこうとして見事に失敗している。もう日にち常じよう的すぎる光景で、いちいち突つっ込こむ気にもなれない。

「仕事しろよ仕事。でかいヤマがあるとか何とか言ってたじゃないか」

「ああ、それがなぁ。結局国外に逃にげられちまった。王国近衛このえ軍に協力してもらったんだが、本気で逃げに入られるとどうしようもないな」

　煙けむり草に火をつけながらルドルフが言う。

「ん、もしかして例のサビーネ様一味か」

「ご明察。どうもインフレイル族長国の方にいっちまったみたいだ。正式な国交はないし事実上ここで打ち止めだな」

　残念そうなルドルフ。珍めずらしく、警けい官かんらしく見える。

「税ぜい金きん泥どろ棒ぼうも大たい概がいにしろよ。国民の役に立たないか公こう僕ぼく」

　しかし警官らしいと誉めると調子に乗ることは明白なのでけなしておく。

「とりあえず社会に害をなす危き険けん性せいのある自じ称しよう詠えい唱しよう士し志し望ぼう者しやの予よ防ぼう逮たい捕ほから始めるか」

「少なくともお前よりは無害な自信がある。さて、明日の準じゆん備びもあるし俺は帰るぞ。いい加か減げんツケるのやめて代金払はらえよ」

「大きなお世話だ。……まあ頑がん張ばれよ。友人がいつまでも落選続きじゃ俺も据すわりが悪い」

「ありがとさん」

　適てき当とうな会え釈しやくをすると、クラウスは代金を置き、立てかけてあった杖つえを手にして立ち上がった。

「応おう援えんしてるわ、クラウスくん」

「先生、必ずや合ごう格かくしてくださいね」

「ええ、全力を尽つくしますね。二人の応援、本当に嬉うれしく思います」

　二人には丁てい寧ねいな会釈を返す。ごく自然で当然な使い分けだ。

「おい、俺の応援は嬉しくないのか」

「それでは失礼します」

　むくれるルドルフを放置すると、杖を片かた手てにクラウスは店を後にした。





　よく晴れた空の下、クレメンテ通りは今日も賑にぎわっていた。

『スモールロッドの変』に始まり、周辺国家からの圧力や牽けん制せいが幾いく度どとなく冬から春にかけて行われたが、このクレメンテ通りの盛さかりぶりは変わらない。

　これはひとえに、国王の適切な対たい応おう・施し策さくとそれに伴ともなう民心の安定によるものだ。人が違ちがったように国こく政せいへ熱心に取り組み始めたラムリア・ピスロメン・コティペルトは、このまま行けば歴史に残る名君となるだろうというのが、国民だれしもが考えていることである。

　人ひと混ごみをかき分けながら歩いていると、

「クラウスさーん！」

　クラウスは誰だれかに呼よび止められた。

「ん？」

　声の主を探さがすが、道行く人に紛まぎれてしまっているのかどこにも見えない。

「ここです、ここ！」

　視し界かいのやや下から声がした。

「あ、そこにいたのか」

　クラウスのすぐ側そばに、トピーアがいた。

「まさか小さくて見えなかったとか言ったりしないでしょうね」

「そ、そんなことないよ」

「へーぇ」

　誤ご魔ま化かそうとしたがばればれだったらしい。トピーアの頬ほおがみるみるうちに膨ふくらんでいく。

「いや、その……」

「相変わらずクラウスさんは嘘うそをつくのが下手ですね」

　そう言うと、トピーアはにやりと笑った。

「ううむ、情なさけない。……ああそうそう。トピーア、改めておめでとう」

「あ、ありがとうございます」

　これまでのものとは色が違う『愚者の鎖バスタードチエイン』を指でいじりながら、トピーアが照れくさそうに笑う。

「いやー、また記録作っちゃったね。史上最年少の最上級階層マジエステイかぁ」

「いえいえ、まだまだこれからです」

　つい最近、トピーアは国王から直じき々じきに最上級階層マジエステイを拝はい命めいした。言うまでもなく、トピーアの年ねん齢れいで最上級階層マジエステイの栄えい誉よに与あずかるのはこれまでになかったことである。

　年が変わってから勃ぼつ発ぱつした、デスタメール帝てい国こくの間かん諜ちよう侵しん入にゆう事じ件けんにおいて果たした大きな役やく割わりが評ひよう価かに繋つながったというのがもっぱらの見方だ。

「なんだろう、トピィがどんどん遠くへ行っちゃうなあ」

「そんなことないです。クラウスさんならじきに追いつけますよ……って」

　そこまで言ってから、トピーアははたと手を打った。

「もしかして、明日一次試験じゃないですかっ？」

「うん、そうだね」

「気合いですよっ。クラウスさん、自分を信じてくださいっ。まあ、一いち応おう準じゆん詠唱士ですしある程てい度ど優ゆう遇ぐうされるとは思いますが」

　トピーアは両の手で握にぎり拳こぶしを作った。子こ供どもっぽい仕草だが、とても励はげまされる。

「ありがとう。期待に応こたえられるよう最さい善ぜんを尽つくすよ」

「ええ。頑がん張ばってください！……あ、そうだそうだ。二次試験の虎とらの巻まきも、また今度伝でん授じゆしてあげますね」

「気が早いよ、まだ通るかどうかも分からないのに……」

「いえいえ、クラウスさんが通るのはもう確かく定てい事じ項こうです。ああ、お祝いも用意しておかないとなー」

　どこまでも先へ先へと話を進めていくトピーア。思わず苦く笑しようしてしまう。

「とりあえず、それらしいものを見み繕つくろってきますねっ」

「別に、わざわざ今しなくても……」

「いえ、こういうことは早め早めにするのが一番なんです！　じゃ、またっ」

　さっと手を上げるとトピーアは軽い足取りで駆かけだしていった。

　と、いうことは。

「うわっ!?」

　こうなる。

「あちゃあ……」

　通行人が多数いる場所で、ど派は手でに転んでしまっている。

　可哀かわい想そうだが、恥はずかしいので他人の振ふりをして立ち去ることにした。

　若じやつ干かん遠回りをしながら、家への道を辿たどる。

　王国詠えい唱しよう士しになったら速すみやかに引っ越こしたいものである。遠い脆もろい古いの三さん拍びよう子し揃そろった家で五年以上に亘わたってたった一人で──ごく僅わずかな間、同どう居きよ人にんがいたわけだが──耐たえ抜ぬいた自分を誉ほめてやりたい。

　裏うら通どおりから、裏通りへクラウスは歩く。転んだトピーアを避さけたばっかりに、えらくややこしい道みち筋すじを通ることになってしまった。

　さすがに昼間からそういるとは思えないが、裏通りにはあまりよろしくない素す性じようの人間が溜たまっていたりする。安あん易いな路線変へん更こうをした自分を少しだけ後こう悔かいする。

　ようやく、行き先に本通りと合流できそうな場所が見えてきた。ついつい、小走りになってしまう。

　それが間ま違ちがいだった。

「うわっ!?」

　本通りに出た途と端たん、横合いから来た何かと激げき突とつしたのだ。

　盛せい大だいに地面にひっくり返る。さっきのトピーアの比ひではない、こっちの方がよっぽど恥はずかしい。

　起き上がると、地面に果物がごろごろと転がってしまっていた。多分、ぶつかった相手のものだろう。

「す、すいません」

　慌あわてて拾い集める。

「……まったく、気をつけてくれないと困こまるのう」

「あっ……」

　顔を上げる。

　そこには、金色の髪かみを持つ一人の少女がしゃがみ込んでいた。

「お主、なぜあんなところから現あらわれたのだ」

　エルリーだった。膝ひざの上に肘ひじを置き、手の平で頬ほおを支えるという姿し勢せいでクラウスの方を見ている。

「いやあ、それは……」

　何というか、大変説明しづらい。

「まあよい、少し一いつ緒しよに歩こうか」

　窮きゆうするクラウスにそう言うと、かごを持ったエルリーは先に立って歩き始めた。

「あ、ちょっと待ってくれよ」

　果物を慌てて全すべて拾うと、クラウスはその背せ中なかを追いかける。





「どう、最近の検けん査さの結果は？」

「うむ。良好らしい。失った魔ま力りよくはもう戻もどらないそうだが、ひとまず日にち常じよう生活を送る必要最さい低てい限げんなものは残っているとのことだ」

　あの事じ件けんの後。エルリーは奇き跡せき的に一命を取り留とめた。治ち癒ゆを任まかされたガス・ナイトレイジの尽じん力りよくによるところも大きいが、魔力減少ジエイデツドがぎりぎりのところで止まったのはほとんど運でしかなかったようだ。

「あの爺じいさんがしきりとお主に会いたがっておったぞ。たまには顔を出してやったらどうだ」

「行くと酒に付き合わされるしなあ」

「わしでよければ相手をするぞと言ったのだが、女ではいかんらしい。とんだ差別主しゆ義ぎ者しやだ」

　もちろん、こうして元通りに話せるようになるまでにはかなりの時間がかかった。最初のうちは、ベッドから起き上がるのもままならないほどだったのだ。

「まぁエルリーに酒は飲ませないのが正せい解かいだね」

「ええい、からかうでない」

　いつも通りの、エルリーである。

　──しかし、失う物が何もなかったと言うと嘘うそになる。

「最近また飲んでるらしいじゃないか。控ひかえないとダメだぞー」

「なに、あれしきのことは何ともない。酔よっぱらうこともできんな」

「ああ!?　誰が酔っぱらいだと！」

　突然、横合いから怒ど鳴なり声が聞こえてきた。

「おい、何知らない振ふりしてるんだ！　お前らだよお前ら！」

　赤ら顔の中年男だん性せいが、怒鳴り声の発生源げんである。それほど近くないのに、酒の匂においがぷんぷんしている。

「昼間っからいちゃつきやがって！　ふざけんなよ!?」

　昼間から酒を飲んでいる割わりに、随ずい分ぶん偉えらそうである。

「行こう、クラウス」

　エルリーが袖そでを引いてくる。

「うん、そうだね」

　関かかわり合いになっても損そんするだけである。クラウスは中年男性を放置して先へと進んだ。

「待てよ、馬ば鹿かにしてんのか！」

　しかし男はしつこかった。二人の後を追いかけ、あろうことかエルリーの腕うでを掴つかんだのだ。

「何をする、放はなさぬか！」

　エルリーがもがく。しかし、男の力はかなり強いらしくふりほどくことが出来ない。

　通行人達は、みんな見て見ぬふりをして通り過すぎていく。薄はく情じようなものだ。

「お前、よく見ると可愛かわいいじゃないか。ちょっと、来いよ」

　男が、エルリーのことを抱だきすくめようとする。

『御み名なは風神オリヴィウス、其そは吹ふきすさぶ天空の使者、すなわち疾はやき蒼そう穹きゆうの覇は者しや！』

　クラウスは詠えい唱しようすると、杖つえを男の胸むねに突つきつけた。

『眩まばゆきその所作その力、いざ我わが前に顕あらわし示しめせ！』

　出来る限かぎり力を加か減げんするように気をつけながら、詠唱を発動する。

「ぐわあああ」

　男は吹ふっ飛び地面を転がった。

「ち、ちくしょう……おぼえてやがれ！」

　月つき並なみにも程ほどがある台詞せりふを吐はき捨すてると、男はすたこらと逃にげ去ってしまった。

「すまぬ、手間をかけさせた……」

　エルリーが、うなだれる。

「気にすることないよ」

　その頭を、クラウスはわしゃわしゃと撫なでる。

　これが、エルリーの失った物である。

　大量の魔力を喪そう失しつした結果、それまでの『魔転イーヴライズド』の後では最さい上じよう限げんまで回かい復ふくしていた魔力が、全く回復しなくなってしまったのだ。

　原げん因いんは不明である。おそらくは体内の魔力回路に極きよく端たんな負ふ荷かがかかってしまったため異い常じようが発生したのだろうが、原理がよく分からないため治ち療りようはほぼ不ふ可か能のうだそうである。

　というわけで、エルリーは得意の魔力解かい放ほうはおろか詠唱の類たぐいさえも一いつ切さい使えなくなってしまったのだ。

「どうしよう、『ハンネマン』まで送ろうか？」

「うむ、すまぬな」

「いいっていいって」

「……ありがとう」

　エルリーはかごを持ち換かえてクラウス側の手を空けると、すっと手を握にぎってきた。

「……ん」

　恥はずかしかったが、クラウスはその手を握り返した。

　エルリーの手はすべすべしていて、少し小さかった。





「ここのことを覚えているか？」

　エルリーがそう言ったのは、とある小さな公園の前でのことだった。

「ここは……」

　記き憶おくが鮮あざやかに甦よみがえる。

「エルリーが酔っぱらって吐きそうになったところだね」

　言い終わった瞬しゆん間かん思いっきり手の平をつねられた。

「いたたた！」

「たわけが。そういう思い出し方をするでない」

　むすっとそう言うと、エルリーは手を離はなした。

「どこかな、確たしかこの辺だったはずだが……」

　言いながら、公園の中を歩き回る。何を、捜さがしているのだろうか。

「あ、ここだここだ。クラウス、来るがよい」

　エルリーが手て招まねきをしてくる。首を傾かしげながら、クラウスもそこに移い動どうしてみる。

「こうだ、こっち向きに座すわるのだ」

「何、どうしたのさ？」

「いいから早くっ」

　促うながされるままに、地面にそのまま座る。

「よし、これでいい」

　そんなクラウスと背せ中なか合わせに座ると、エルリーはもたれかかってきた。

「あ、なるほど……」

　ようやく思い当たった。あの日、酔よい潰つぶれたエルリーを運んだ月の夜、二人は確かこうして座っていたはずだ。

「懐なつかしいのう」

　エルリーが呟つぶやく。

「うん……」

　あれは確か去年の詠えい唱しよう士し一次試験の直後のことだから、もう一年ほど経たったということか。

　ふっ、と。色々な思い出がクラウスの胸むねを去来する。

　色々なことがあった。辛つらい思いもした、楽しいこともあった、二度と立ち直れないかというほどに落ち込こんだこともあった。

　そんな経けい験けんが、自分の糧かてになったと思う。一年前の自分と今の自分は、随ずい分ぶんと違ちがうのではないだろうか。

「のう、クラウス」

　クラウスが物思いにふけっていると、エルリーが話しかけてきた。

「何かな」

「お主、怖こわくないのか？」

「怖い？　何が？」

「試験、明日なのだろう」

「ああ」

　エルリーも、やはり心配してくれていたらしい。

「自分でも不思議なんだけど」

　そう前置きして、クラウスは本ほん音ねを告げた。

「これっぽっちも、怖くないんだ」

「ほう」

　背中越ごしに、エルリーが頷うなずいた感覚が伝わってきた。

「むしろ、わくわくしてる。今まで練習したことを力一いつ杯ぱい発はつ揮きできると思うと、ね」

　嘘うそ偽いつわりのない、事実である。

　これまで、試験前日にこんな気分になることはなかった。いつも、押おし潰されそうな不安に耐たえきれず怯おびえていたのに。

「そうか。立りつ派ぱになったものだ。自信がない、駄だ目めだダメだと繰くり返していたあの頃ころのお主はどこへ行ったのやら」

　エルリーの声は、何とも嬉うれしそうだ。

「よし。そんなお主に褒ほう美びをやろう」

「褒美？」

「必ず試験に通るまじないだ。魔力はなくなったが効きき目は保ほ証しようする」

「ほほぅ」

　少しだけ、エルリーが動く感かん触しよく。

「目を閉とじて、じっとしているとよい」

「うん」

　言われたとおりにする。

　背中から、エルリーの感触が離はなれた。何かしようとしているのか。

　しばらくの静せい寂じやく。おまじないという割わりに、呪じゆ文もんの類たぐいは聞こえてこない。

　クラウスがおかしいなと思い出したその時、唐とう突とつにおまじないは実行された。





　唇くちびるに、何かが触ふれた。





「……っ」

　反はん射しや的に目を開ける。すぐ近くに、エルリーの顔がある。その唇は、クラウスの唇に重ねられていた。

　ぱちりとエルリーが目を開け、続いて唇を離す。

「全く、こういう時には目を閉じるものだろうに」

　立ち上がると、エルリーは腕うでを組んだ。その顔は若じやつ干かん不満げである。

「次までに、そういう機き微びについて勉強しておけ。わしの方が進んでいるとは、なんたる情なさけなさ」

「え、あ、う、あ」

「これしきのことで惚ほうけるとは、だらしのないことだ。……ではわしはもう行くぞ」

　かごを抱かかえると、エルリーは歩いて行ってしまった。

　ぽつんと一人残される。自分を襲おそった事じ態たいが理り解かいできない。

　たっぷり、ルドルフが煙けむり草を一本吸すいきる位の時間を経へて、ようやくクラウスは正気を取り戻もどした。

「……が、が、頑がん張ばるか」

　内側から、無む限げんとも言えそうな力が湧わき上がってくる。

　すっくとクラウスは立ち上がった。明日の試験は通る、初めてそんな確かく信しんを自分で持った。

　さあ、帰ってもう一度試験範はん囲いをおさらいしなおそう。自作詠えい唱しようにしても、根こん幹かんから再さい度ど構こう成せいを見直して──



    

  
    
      「これは面おも白しろい物を見てしまったぞ」

　いや、その前にやらなければならないことがある。

「さて、早さつ速そく編へん集しゆう会議にかけてみよう」

　草むらから現あらわれた、新進巷こう談だん雑ざつ誌しの新人記者をとっつかまえて、黙だまらせるのだ。

「何でお前はこんな所にいるんだギルビー！」

　全てを差し置いて優先すべき事態である。

「ネタになりそうなものを見たら追え。我わが『ブラインドハウス』編集部の掟おきてです」

　言いながら、ギルビーは脱だつ兎との勢いきおいで逃にげ出す。

「待て、待つんだ。俺おれとエルリーなんて身内過すぎる話題じゃ誌面の賑にぎわいにも……」

「火のないところに油と『灼焔の青嵐フアイヤーウインド』をぶち込む。我が『ブラインドハウス』編集部の掟です」

「報ほう道どう倫りん理りとかないのか！　やめろやめてくれ！」

　必死にクラウスが追いかける。しかし、どこで鍛きたえたのかギルビーの逃げ足はこそ泥どろもかくやというほどの速さである。

「勘かん弁べんしてくれえええ」

　クラウスの絶ぜつ叫きようが、平和な昼下がりの空に反はん響きようする。

　空には、月が出ていた。光を放たず、模も様ようの一つとして同化している真昼の月が。

　月は、クラウスを見守るかのように、雲の合間から大地を見下ろしていた。



［完］　　



    

  
    
      
　あとがき






　どうもみなさん、尼あま野のです。

　このたび、ムーンスペルシリーズの最終巻「あの日と同じ月の下で」を発行することが出来ました。

　右う往おう左さ往おうの日々でしたが、ここまで辿たどり着けて本当に嬉うれしく思います。





　はてさて、毎度のことながら色々なことを書こうと思っていたのにいざ書くとなると思いつきません。

　今感じていることを書けばいいのかも知れませんが、さて今感じているのは何だろうというと「ああ腹はら減へった松屋に行きたい」という非常に個人的かつ身も蓋ふたもないことです。しかも後書きを書き上げないと松屋には行けないというこの厳きびしさ。もっと感傷的センチメンタルで繊細デリケートな気分だったら、シリーズのラストにふさわしい愛と感動の後書きを書けたかもしれないのにっ。とほほ。

　ああ空腹感がどんどん強くなっていきます。しかし手元にはキシリトールしかありません。さすがにこれで空腹を紛まぎらわせるのは難むずかしいでしょう。

　……いや待てよ。確たしか小学校の給食だよりか何かに、「噛かめば噛むほど脳のうの満腹中ちゆう枢すうが刺し激げきされて満腹になる」みたいなことが書いてあったような気がします。

　キシリトールは、いわばガム。沢たく山さん噛むことを前ぜん提ていとして作製されたものであることは間ま違ちがいありません。噛んで噛んで噛みまくれば空腹も紛れ、読む人を感動の渦うずに叩たたき落とす名文が書けるに違いない。やった！　試してみない手はないぜ！　レッツキシリトール！

　というわけで一気に七個くらい口に放り込んでみましたがやめておけばよかった。一噛みした途と端たんに歯は磨みがき粉こ風味がじゅわと口の中を満たしました。勘かん弁べんして下さい。

　今見たら、「一回二ふた粒つぶを五分間」とか書いてあります。ああ三・五倍もの量を摂せつ取しゆしてしまいました。歯が丈じよう夫ぶになるどころか腹を壊こわしそうです。勢いきおいでこんなことするものじゃないですね。とほほ。





　さて、口の中のキシリトールもそれなりに小さくなってきたので、そろそろ本編へ入ろうと思います。ちなみにお腹なかは減ったままです。何の意味があったんだキシリトール。

　シリーズをきちんとした形で完結させることが出来たのも、応おう援えんしてくださった皆みなさんのおかげ。本当にありがとうございました。

　ひじりさんの素す敵てきなイラストと、担たん当とうＭさんの素晴らしい助言にもムーンスペルシリーズを書き上げる上で大変お世話になりました。感かん謝しや感謝です。言葉じゃ到底言い表せません。





　こうしてムーンスペルシリーズは一応の完結を迎むかえたわけですが、尼野ゆたかの冒ぼう険けんはまだ始まったばかりだぜ！　いやほんとに！　そうでないと困こまる！

　というわけで、出来るだけ早いこと皆さんの前に再び頼たのまれもしないのに姿を現あらわすべく全身全ぜん霊れいをかけて画かく策さく中です。いい方向に転ぶことをご期き待たい下さい。

　ではでは。このシリーズに関わって下さった全ての方、このシリーズを楽しんで下さった全ての方に、自動販売機の釣つり銭せんのところに指を入れたら百円玉が入っていたかのごときささやかな幸しあわせが訪おとずれるように、非力ながらも祈いのりつつ、ここでひとまずのお別れです。

　いずれ、また！



　二〇〇六年四月一二日

尼野ゆたか　　



    

  
    
      ムーンスペル!!

あの日ひと同おなじ月つきの下したで



尼あま野のゆたか
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